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           午前９時００分 開議 

○議長（新澤良文君） ただいまより本会議を再開いたします。  

  本日の出席議員は８名中８名でございますので、本会議は成立いたします。  

  それでは、議事を進行したいと思いますが、初めに、追加議事日程を配付いたし

ておりますので、御確認ください。お手元にございますか。  

  お諮りいたします。お手元に配付されました追加議事日程を本日の日程に追加し

たいと思いますが、御異議ございませんか。  

           〔「異議なし」の声起こる〕  

○議長（新澤良文君） 異議なしと認めます。したがって、追加議事日程を本日の日

程に追加いたしました。 

                                     

○議長（新澤良文君） お諮りいたします。追加日程第１ 議第７号について、会議

規則第３５条第３項の規定により、委員会の付託を省略したいと思いますが、御異

議ございませんか。 

           〔「異議なし」の声起こる〕  

○議長（新澤良文君） 異議なしと認めます。追加日程第１  議第７号については、

委員会の付託を省略することに決定いたしました。 

  それでは、追加日程第１  議第７号、令和３年度高取町一般会計補正予算（第５

号）の提案理由説明をお受けいたします。桝井福祉課長、御登壇願います。  

           〔福祉課長 桝井貞男君 登壇〕 

○福祉課長（桝井貞男君） それでは、令和３年高取町議会第３回定例会提案理由説

明をさせていただきたいと思います。  

 本定例会に追加上程いたします議案は、議決案件１件でございます。  

 追加日程１ 議第７号、令和３年度高取町一般会計補正予算（第５号）。  

 歳入歳出予算の補正といたしまして、補正予算額１，４９７万８，０００円でござ

います。財源内訳といたしましては、国庫支出金、国庫補助金で１，４９７万８，

０００円でございます。補正後予算総額は３７億１，６７４万４，０００円でござ

います。新型コロナワクチン接種体制確保事業費につきまして、高取町新型コロナ

ワクチン接種事案の対象者につきまして感染症検査、抗体検査を実施させていただ

くために各費目合計で１，４９７万８，０００円を増額補正させていただきたく上

程させていただいているものでございます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） ちょっと、このコロナワクチン接種事案はどういうこと。  
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○議長（新澤良文君） 質疑でええわ。細かく言わないと。  

 ありがとうございました。  

 追加日程第１ 議第７号、令和３年度高取町一般会計補正予算（第５号）を議題と

いたします。 

 上程となっております本案について、これより質疑を行います。質疑はございませ

んか。新澤議員。 

○８番（新澤明美君） まず歳入ですが、国庫負担金ということですが、これはどう

いう内容の国庫負担金なのか御説明をいただきたいというのと、それから歳出です

が、感染症検査ということですが、感染症の種類をお聞きをしたいのと、それと今

回これ新たに補正予算として上がってきているわけでございますので、実際にその

対象者となる方というのはどういう事案の対象者なのか具体的に御説明お願いいた

します。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

 一応これ配ったやつ、新澤議員、持ってくれてはりますね。  

○８番（新澤明美君） すみません。こういうの見えなかった。  

○議長（新澤良文君） じゃ、それにのっとって説明してください。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 大変恐れ入ります。まず提案理由の説明、先ほどさせて

いただきましたけれども、補正予算内容の御説明を申し上げたいと思います。大変

恐れ入ります。 

 まず、すみません、議第７号、令和３年度高取町一般会計補正予算書（第５号）で

ございます。補正予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。令和３年度、

２０２１年度高取町一般会計補正予算（第５号）でございます。  

 令和３年度高取町の一般会計補正予算は、次に定めるところによる。歳入歳出予算

の補正、第１条、既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，４９７万８，

０００円を増額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億１，６７４万４，

０００円とする。 

２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。  

令和３年、２０２１年１０月１１日提出。奈良県高取町長、中川裕介。  

 予算書につきましては、７ページと８ページでございます。お手元の一般会計補正

予算説明資料に基づきまして御説明を申し上げたいと思います。  

 歳出予算といたしまして、目名は新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費
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でございます。事業名は、新型コロナウイルス抗体検査及び感染症検査でございま

す。事業内容といたしまして、新型コロナウイルスワクチンの集団接種をされた方

のうち、７月１１日の５９人と８月１日の５３人のうち７月１１日と重複している

１３人を除いた４０人との計９９人に対する抗体検査及び感染症検査に要する費用

を増額補正させていただくものでございます。感染症検査につきましては、Ｂ型・

Ｃ型肝炎ウイルス検査とＨＩＶの感染症検査でございます。また、集団接種された

方のうちリベルテホールで接種された７月２１日の３０６人、７月２５日の６２３

人、７月２８日の３０６人、地域交流スペースいくせいで接種された９５人、特養

たかとりで接種された入所者及び従事者１１５人、へいせいたかとりクリニックで

９月１５日、９月２２日に個別接種された３４人の計１，４７９人に対する抗体検

査に要する費用を増額補正させていただきたく上程させていただいてるものでござ

います。役務費といたしまして６０万６，０００円、郵送料でございます。委託料

といたしまして１，４１３万７，０００円、警備委託料と抗体検査及び感染症検査

委託料でございます。償還金利子及び割引料２３万５，０００円、検査費用の自己

負担の償還金でございます。補正予算の内容につきましては以上でございます。  

○８番（新澤明美君） 歳入の国庫の内容。 

○福祉課長（桝井貞男君） ごめんなさい。歳入につきましては、衛生費国庫補助金

の新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費国庫補助金の予防接種事故発生

調査費といたしまして上程をさせていただいているものでございます。  

○議長（新澤良文君） 新澤議員。 

○８番（新澤明美君） 事故ということで、これは歳入が確保できるということなん

でしょうか。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 国の接種体制確保事業費の項目の中に予防接種事故発生

調査費という項目がございまして、県のほうからもこの補助金の該当になるという

ことで返事をいただいているものでございます。 

○議長（新澤良文君） いいですか。 

○８番（新澤明美君） はい。終わります。 

○議長（新澤良文君） ちょっと僕のほうから、これまず事故案件ということで、国

に事故は事故として申請しないと下りないでしょ。今、申請されてるんですか。報

告もしてないですよね。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） まだでございます。 
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○議長（新澤良文君） 加えて、これはうちは２か月ぐらい前の、２か月以上前の案

件ということで、これ１００％国からいただけるかどうかということ保証できるん

ですか。桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 今のところ、県のほうに照会させていただきましたら、

補助の対象になるということでございます。  

○議長（新澤良文君） 県のほうというのは、どなたにお尋ねされたんですか。桝井

課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） ワクチン対策室でございます。  

○議長（新澤良文君） カサハラ先生。カサハラさん。対策室の誰。担当課やねんか

ら。桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） マニワさんという方でございます。  

○議長（新澤良文君） マニワさん。これ今回上がってきてるのは、コロナ接種体制

確保事業費ということで上がってきてんのだけども、国に申請されるのは事故とい

うことで申請されるんでしょ。事故でよかったんじゃないですか、これ。何で事故

と入れてないんですか。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 国の補助金の交付要綱の中で接種体制確保事業国庫補助

金というのがございまして、その中の一つの項目として予防接種事故発生調査費と

いうことになってますので、国の補助金の表題に合わさせていただきました。  

○議長（新澤良文君） もう１点、この対象者の方１，４７９人ということなんだけ

ど、この方らについては事故ということで認めないと国から下りないんですよ。僕、

調べたところによるとね。今みたいにあやふやに念のためにじゃ下りないんですよ。

その辺の認識は、事故は事故ということで認めはるんですね。桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 最終的にこれは事故というふうに認めざるを得ないと思

いますけども、ちょっと最終的な御判断は町長にお願いしたいと思います。  

○議長（新澤良文君） じゃ、これ何で上げてきてんの。担当課でしょ。そんな意思

の疎通もできてないわけ、これは。認めるから、認めないとこれ下りないんですよ。

厚生労働省に事故ということで届けないとね。今まだやってないじゃないですか、

うち。後付けで２か月ぐらい前にやってしまいましたということ、隠蔽しとったわ

けやないけども、それ後づけでやって下りんの。これ結構検査きついと、検査とい

うか、あれはきついと聞いてんやけども、調べるところによると。そこら辺聞いと

かないと、もしかしたらうち持ち出しになる可能性が高いやんか。自分ら国からの

補助でと、１００％と言うてるけども、まだ報告もしてない、何の見通しもない中
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で財源は国から補助いただきますということ言い切っていいの。下りへん可能性が

大やで、これ。厚生労働省も俺、電話してるけども。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 万が一、下りなければ町の責任で一般財源ということも、

国が認めていただかなければそうなってしまいますけれども、現時点では国の補助

の対象になるものとして上げさせていただいているものでございます。  

○議長（新澤良文君） そこ説明しとかないと、せやから事故ということで認めて、

お認めになって申請するということでいいですね。そうじゃないと下りないんやか

ら。桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） もうおっしゃるとおり、これは事故として申請させてい

ただくものでございます。  

○議長（新澤良文君） だからお金だけをもらうために事故として申請するんじゃな

しに、もうこの今回の件は、これ事故やということお認めになるということでよろ

しゅうございますね。もうばれてんのやからしゃあない。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 文字どおり事故として申請させていただくものでござい

ます。 

○議長（新澤良文君） ほかに質疑ございませんか。森川副議長。  

○１番（森川彰久君） 質問します。今この説明あった議第７号の事業内容について

なんですが、先日、１０月９日付で奈良新聞で新たにコロナワクチン再冷凍の疑い

接種いうことで、ここには５月７日から６月１５日の町内の特別養護老人ホームで

の入所者、職員１１５人分、５月１３日の町の集団接種９５人分、９月１５、２２

日の個別接種３４人分、こういった方に対しても町は対象者に抗体検査を実施する

という新聞記事が報道あるんですが、この取扱いは新聞報道のとおりと解釈してい

いんですか。それとまた、この対象者に対する予算申請、また新たに追加で補正予

算組まれるんですか。そこらどうなんですか。  

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 今おっしゃった方々の分も含めまして、町の費用負担で

抗体検査をさせていただくということで今回上程させていただくものでございます。  

○議長（新澤良文君） 副議長。 

○１番（森川彰久君） それは、ほんなら今回、今私言いました対象者、ここ明細に

入ってないの。入ってるんですか。どの人数になってんの。  

○議長（新澤良文君） 課長、答えたれや。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 今おっしゃっていただいた対象者の方々の分も事業内容
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に含めまして、この今回の金額の中に含ませていただいて上げさせていただいてる

もんでございます。 

○議長（新澤良文君） ７月２５日、２８日となってるでしょ。それが新聞報道あっ

た分です。森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 新聞報道では５月と書いてますよ。５月７日。  

○議長（新澤良文君） 特養の分か。 

○１番（森川彰久君） うん。特別養護老人ホームでの入所者と職員１１５人分、６

月１３日の町の集団接種９５人分、９月１５日、２２日の個別接種３４人分、これ

入っとるんですか。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 副議長おっしゃるとおり、入っております。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） どの部分に入ってるんですか。  

○福祉課長（桝井貞男君） この事業内容の書類の中の、また、集団接種された方の

うちの続きに、７月２１日、７月２５日、７月２８日３０６人、その後、地域交流

スペースいくせいで接種された先ほどおっしゃった９５人、特養たかとりで接種さ

れた入所者及び従事者１１５人、へいせいたかとりクリニックで９月１５日、９月

２２日に個別された３４人の計１，４７９人ということで含ませていただいてるも

のでございます。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 了解。ということは、新聞には日にち、きちっと期日記載あ

ったんですが、この事業内容の今、桝井課長回答あった９５人と１１５人について

は、７月２５日、２８日とちょっと混同するような内容の報告であったので、そう

いう解釈聞きました。それ了解。これ付け加えさせていただきますけど、やはりこ

の新聞報道を見られて、数名のお方が、森川さん、議員さんやからどうなってるん

ですかいう、やはり皆さん心配されてるんで、不安を持っておられるんで、そうい

ったことで再確認の質問させていただきました。一日も早く事実関係を説明してい

ただきたい、要望しておきます。  

○議長（新澤良文君） そこついでにあの臨時会で言うとったらよかったやん。確定

してんのやったら。ほかないですか。谷本議員。  

○３番（谷本吉巳君） 委託料の内訳なんですけれども、感染症検査については一人

当たりいくらか、それと抗体検査については一人当たりいくらかというのと、あと
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この２２節の償還金利子及び割引料２３万５，０００円、自己負担ということの補

填になると思うんですけれど、この内訳についてお聞かせください。  

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 抗体検査と感染症検査でございますけれども、抗体検査

と感染症検査合わせて行う場合は単価が１万６，５００円でございます。抗体検査

のみの場合は６，９３０円でございます。  

 この償還金利子及び割引料で組ませていただきました検査費用自己負担償還金でご

ざいますけれども、基本は町で集団接種なりでさせていただこうとは思ってるんで

すけども、もし仮に個人的に、もう個別に医療機関でそういう検査受けたいという

ふうな方がおられて、もう既に医療機関で払ってきたという方がいらっしゃった場

合に、もう一旦払われた領収書つけていただいて、その分を御本人に償還払いとい

うことでさせていただけたらということで柔軟な取扱いをさせていただこうと思い

まして、償還金利子及び割引料でそういった費用を組ませていただいたものでござ

います。 

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） この２３万５，０００円の内訳ですよね、どの程度の人数を

見込んでおられるのか。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） それにつきましては、一応、頭出しで抗体検査、感染症

検査、両方受けられる方１０人と抗体検査だけの方１０人で組ませてはいただいて

ますけれども、それ以上おられる場合は予算の中で流用するなり柔軟に対応したい

というふうに考えております。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 当初にそういう詳細な説明をしていただければと思います。

以上で終わります。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 説明不足で大変申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） ほかにございませんか。西川議員。  

○２番（西川侑壱君） すみません。９９名の感染症検査されると思うんですけども、

それはどなたというか、どこか医療機関であったりだとか相談されたかというのと、

先ほどの報告の中に恐らく梅毒は入ってなかったと思うんです。ＨＩＶとＢ肝、Ｃ

肝しか入ってなかったと思うんですけど、梅毒の検査されるんですか、それの確認
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だけさせてください。 

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 検査機関につきましては、元々がん検診を委託している

医療法人がございまして、それらに相談させていただきまして、させていただくと

いう旨の内諾はいただいております。あと梅毒につきましては、今回入れさせてい

ただいておりません。県の針刺し事故のマニュアルとかにも梅毒は入ってなかった

ということであるとか、あと有識者の方にお伺いさせていただきましたら、Ｂ型、

Ｃ型、ＨＩＶの検査は必要だということで、御相談させていただいた結果、梅毒は

入れさせていただいてないところでございます。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） ちょっと有識者が僕もどなたかわからないですけど、普通は

入れるかなと。僕、東京で医療機関で働いてましたけど、多分針刺し事故のとき検

査してたんじゃないかな。ちょっとごめんなさい、僕も怪しいですけども、一般的

に検査されてないという認識で大丈夫ですか。  

○議長（新澤良文君） 桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） 針刺し事故、今回コロナ接種に当たりまして、県のほう

でも、もし、万が一そういう場合はどんな検査が必要やろうということで、いろん

な資料が書いてましたけども、それらも確認させていただきましたら、Ｂ型、Ｃ型

の肝炎とＨＩＶの検査が必要であるというふうにお伺いさせていただきましたので、

それを受けまして、上程させていただいたものでございます。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） わかりました。有識者であったり、医療機関の方がそういう

ことを言っていただいてるんであれば、それで間違いないとは思うんで、わかりま

した。すみません。 

○議長（新澤良文君） ちょっと有識者ということ、僕ちょっと質問するけど、有識

者は誰のこと言うの。桝井課長。 

○福祉課長（桝井貞男君） すみません。医師の方でございます。  

○議長（新澤良文君） 誰ですか。 

○福祉課長（桝井貞男君） 町内の奥村先生であるとか、あと医大の先生でございま

す。 

○議長（新澤良文君） 奥村先生はＨＩＶの検査も必要ないという認識やったけども、

これも感染症対策本部会議でこのように聞いてんねんけども、じゃ、そういう認識
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の人が有識者と。ちょっと個人的に聞いてる人と、個人的に僕調べたんで、ちょっ

と言わせてもらいますね。本来針刺し事故でどういう調査するか。針刺し事故は、

いわゆる針刺し事故に準じて対応すればよい。肝機能検査、肝炎ウイルス、ＨＩＶ

ウイルス、ＲＮＡ抗体を約１年追えばよいだけですという、これが本来のマニュア

ルという、医師的なね。１年追うと書いてありますが、この辺は１年追われるんで

すか。というのはこの前、新型コロナウイルス感染症対策本部会議なるもので僕も

質問させていただいたんですけど、医大の看護師等々の医療関係者の間では常識な

んですよね。点滴等で例えば針、指先突いた場合は１年間追うんですよ。これ本町

はやるんか、やれへんのかと。それで僕がこの質問させてもらったときに、高取町

の医師会の会長の方の発言覚えてはりますか。覚えてない。いてたよね、感染症対

策本部。 

○福祉課長（桝井貞男君） はい。 

○議長（新澤良文君） どない言うてはった。えっ、専門家の意見、感染症対策本部

会議で聞いてたんでしょ。せやから専門家の意見を参考にと言うてんのに、もう忘

れたん。どない言うてはったんですか。有識者というのは、課長がおっしゃった方

はどう言うてはったんですか、僕がこの質問したとき。僕は、医大等々の医療関係

者に調査したところ、これは１年間、針刺し事故というのは何度も何度も感染症検

査をするということ、これは常識ということなんですけど、どうなんですかとお尋

ねしたときに、有識者という方が回答されましたよね。そんなことメモか何か控え

て置いとるでしょう、有識者の意見なんやから。覚えてない。覚えてないんだった

ら覚えてないでもいいよ。桝井課長。  

○福祉課長（桝井貞男君） 申し訳ございません。ちょっと今思い出せません。  

○議長（新澤良文君） その有識者の意見というのもそれは十分に認識してないとい

うことやんか。その辺どうするんですかということ。これ、まあええわ。百条議会

で、これはこれで通さんかったら取りあえずあかんねんから、町民の安全守るため

に、取りあえずは。あとそやからどうするんかということも町長に質問しますわ。  

 ほかに何かございますか。ただ、せやけど、有識者というて、有識者の意見を聞い

たと言うんであれば、有識者の意見ぐらい覚えとけよという話ですよ。メモするな

りなんなりして。ほかないですか。  

          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） 下がってよろしい。 

 これより討論を行います。討論はありませんか。 
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          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

 議題となっております本案について、これより採決を行います。  

 原案どおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

          〔賛成者起立〕 

○議長（新澤良文君） ありがとうございました。全会一致で本案は、原案のとおり

可決されました。 

                                     

○議長（新澤良文君） 次に、ここで暫時休憩をいたしまして、再開後は１０月５日

に引き続きまして、新型コロナウイルスワクチン接種に係る・・・、そうか・・・。 

次に、総務課より報告事項がございます。先ほど議会開会前にお配りさせていただ

いた資料に基づいて報告させます。芦高総務課長。  

○総務課長（芦高龍也君） 失礼します。総務課から１点御報告させていただきます。 

 先ほど、お手元に資料をお配りさせていただきましたが、給与等請求事件の内容に

つきまして、私のほうから説明をさせていただきます。  

 令和２年４月２１日に給与等請求事件について訴えがあった事件ですけれども、訴

えの内容を簡単に御説明させていただきますと、元職員は、令和２年２月２７日に

盗難等無償譲受け罪で吉野警察署に逮捕され、翌日に釈放されました。本町といた

しましては、元職員の刑事処分が決定する間、２月２７日以降は本人の了承を得た

上で代理で欠勤届を提出し、欠勤届に基づく自主的に欠勤したとして取扱いをいた

しました。そのため、２月分支払い済給与から２７日と２８日の２日分給与の返金、

そして３月分の給与の支払い停止による社会保険料等の引き去り類の納付を通知し、

本人から納付されておりました。  

 しかしながら、元職員の主張は、令和２年３月２日以降も出勤しなかったのは、高

取町が元職員に対して自宅待機命令を命じたためであり、自分は欠勤届を代理で書

いてもらうことは了承していないということで、返金をした２月分の給与２日分と

３月分未払いの給料を支払えという訴えを起こされました。  

 判決につきましては、令和３年９月３０日に言い渡されました。判決結果につきま

しては、１、２月２７日と２８日は欠勤していることが認められることから、２月

分給与の返金請求は認められない。３月分の給料とこれに対する令和２年３月２０

日から支払い済みまで年５分の割合による金員を支払うこと。訴訟費用は、元職員

が１０分の１、本町が１０分の９を負担すること、という判決内容でございました。  
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 判決内容を報告させていただきますと、本町の主張としては、欠勤届提出について

元職員の承諾を得た上で代理で欠勤届を作成しましたが、このことについて元職員

の意思を慎重に確認し、これを記録化するなどの措置を講じておくべきであり、そ

の手続がなされない以上は元職員の欠勤は町からの事実上の自宅待機命令に当たる

と判断されたものでございます。  

 今後の町の判断といたしましては、今回このような判決結果になったことにつきま

しては真摯に受け止め、この判決に対して控訴しないことを報告させていただきま

す。 

 また、今後このような事案が発生した場合は、当事者から意思を慎重に確認し、そ

れを記録化するなどの手続を取り、確実に書面を求めるなど対応していきたいと思

います。 

 また、今回の裁判に係る費用などにおきましては、裁判所から金額が確定次第、通

知が届くと思いますので、補正対応をさせていただきたいと思いますので、よろし

くお願いいたします。私の報告は以上でございます。  

○議長（新澤良文君） これいくらというの説明しとったほうがいいん違うの、金額。

総務課長。 

○総務課長（芦高龍也君） 一応請求されておる金額ですね、３月分の給料は３１万

４，３００円、あとプラス５％の金利なんですけど、約２万３，０００円、それと

印紙代等の裁判費用として、ちょっとこれは確定ではないんですけども、約４０万

円前後になる可能性があります。  

○議長（新澤良文君） いや、せやから、だからこの件についてはまた皆さんに御理

解いただかんなあかんと思いますけど、というぐらいの説明はしとったほうがいい。

個人的に払うの。 

○総務課長（芦高龍也君） いえ。 

○議長（新澤良文君） でしょ。 

○総務課長（芦高龍也君） 一応、今説明させていただきました４０万円前後に係る

費用につきましては、金額が確定次第、補正対応をお願いしたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。  

○議長（新澤良文君） それを言う。そこまでちょっと細かく説明しとかなあかん。  

 この件について、どなたか御意見ございませんか。  

○１番（森川彰久君） １点だけ聞こうか。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 
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○１番（森川彰久君） この中で代理で欠勤届を提出して、この代理はどなたが代理

で提出された。 

○議長（新澤良文君） 芦高総務課長。 

○総務課長（芦高龍也君） 環境事務所の所管は住民課でございますので、住民課長

が代理で行ったということになります。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 弁護士費用。これ印紙代、何ですか、本町は１０分の９負担。

この請求金額に対する裁判費用みたいな僅かな金額やと思います。大きいのは弁護

士費用です。弁護士費用いくらですか。 

○議長（新澤良文君） 芦高総務課長。 

○総務課長（芦高龍也君） 今、私どもの判断でさせていただいておる弁護士費用に

つきましては、令和２年の６月議会に報告させていただきましたとおり、着手金が

確か３３万円やったと思います。それを流用させていただきまして着手するという

ことを報告させていただいておりますのと、今回まだちょっと弁護士と話はできて

ないんですけども、敗訴してますので、費用はかからないとこちらのほうでは判断

させていただいております。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 他所の市町村でも裁判事例に伴う弁護士費用というのを減額

のお願いしてるとかいうような話も多々聞いて、現に減額している事例もあります。  

 本町においては、高取町土地開発公社の問題では多額の、何千万、１億以上の弁護

士費用も払っておられると思いますので、同じ弁護士さんやと思います。ちょっと

まけてくださいというぐらいの交渉はされたらどうかと思います。以上です。課長、

すみません、答弁を。 

○議長（新澤良文君） 答弁できんの。総務課長。  

○総務課長（芦高龍也君） 今、副議長から御指摘のありましたとおり、私どももそ

ういう形で交渉していきたいと思いますので、御理解よろしくお願いします。 

○議長（新澤良文君） ほかにございませんか。  

          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） それでは、ここで暫時休憩をいたしまして、再開後は、１０

月５日に引き続きまして、新型コロナウイルスワクチン接種に係る事故の実態と町

幹部の関与についての調査を行いますので、本日出席要求しました証人に入室いた

だきます。暫時休憩。 
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           午前 ９時３９分 休憩 

           午前 ９時５２分 再開 

                                     

○議長（新澤良文君） 再開いたします。 

  １０月５日に引き続きまして、これより新型コロナウイルスワクチン接種に係る

事故の実態と町幹部の関与についての調査を行います。  

  本日出席要求しました証人は、中川町長、植山保健センター所長、松本保健師、

濱坂保健師、藤原保健師の計５名ですが、植山保健センター所長は、これはもう検

査のため欠席でございます。また次回に証人尋問いたします。したがいまして、本

日は４名の証人に出席いただきたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。  

  証言を求める前に証人の皆様に申し上げます。証人の尋問につきましては、地方

自治法第１００条の規定があり、これに基づき民事訴訟法の証人尋問に関する規定

が準用されることになっております。これにより証人は、原則として証言を拒むこ

とはできませんが、次に申し上げる場合には、これを拒むことができることとなっ

ております。 

すなわち、証言が証人または証人の配偶者、４親等内の血族、３親等内の姻族も

しくは証人とこれらの親族関係にあった者、証人の後見人または証人の後見を受け

る者の刑事上の訴追または処罰を招くおそれのある事項に関するとき及び医師、歯

科医師、薬剤師、医薬品販売業者、助産師、外国法事務弁護士を含む弁護士、弁理

人、弁護人、公証人、宗教、祈祷もしくは祭祀の職にある者、もしくはこれらの職

にあった者がその職務上、知った事実であって黙秘すべきものについての尋問を受

けるとき及び技術または職業の秘密に関する事項について尋問を受けたとき。以上

の場合には証人は証言を拒むことができます。  

  また、公務員または公務員であった者が、職務上の秘密に属する事項について尋

問を受けるとき、その監督官庁の承認を得る前は、証人は証言を拒むことができま

す。これらに該当するときは、その旨お申出をお願い申し上げます。それ以外には

証言を拒むことはできません。もし、これらの正当な理由がなく、証言を拒んだと

きは、６か月以下の禁錮または１０万円以下の罰金に処せられることになっており

ます。 

  さらに、証人に証言を求める場合には、宣誓をさせなければならないことになっ

ております。この宣誓につきましても、次の場合はこれを拒むことができることと

なっております。 
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  すなわち、証人または証人の配偶者、４親等内の血族、３親等内の姻族もしくは

証人とこれらの親族関係にあった間、証人の後見人または証人の後見を受ける者に

著しい利害関係がある事項につき尋問を受けるときには、宣誓を拒むことができま

す。それ以外には拒むことはできません。なお、宣誓を行った証人が虚偽の陳述を

したときは、３か月以上５年以下の禁錮に処せられることになっております。  

  以上のことを御承知お願い申し上げます。  

  法律の定めるところにおきまして、証人の皆さんそれぞれに宣誓を求めます。  

  宣誓の後、証言を求めることになりますが、証言は証言を求められた範囲を超え

ないこと。また、発言の際には、その都度、議長の許可を得て、発言をいただきま

すようお願い申し上げます。  

  また、証人は議員に対して反論や質問することはできないこととなっております

ので、御了承をお願いいたします。ただし、尋問内容が不明確であり、それを明確

にするための発言は認められております。  

  この際、議員各位に申し上げます。本日は、重要な問題について、証人から証言

を求めるものでありますので、不規則発言等、議事の進行を妨げる言動のないよう

御協力をお願い申し上げます。議員の発言につきましては、証人の人権に十分留意

されますよう、併せてお願いいたします。  

また、証人への尋問は正当な理由がある場合を除き、次に述べる質問は制限をい

たします。１、証人を侮辱し、または困惑させる質問。２、誘導尋問。３、既にし

た質問と重複する質問。４、争点に関係のない質問。５、意見の陳述を求める質問。  

 ６、証人が直接経験しなかった事実についての陳述を求める質問。以上、御留意の

上御発言ください。 

  それでは、ただいまより尋問に入ります。  

  これより証人から証言を求めたいと思います。  

  なお、今お揃いの証人におかれましては、公務もあることから尋問をお受けいた

だく方のみ入室いただき、ほかの皆さんにおかれましては順番が来るまで通常業務

をされながら待機していただき、尋問終了後は退室いただくこととしたいと思いま

すが、よろしいでしょうか。  

          〔「異議なし」の声起こる〕  

○議長（新澤良文君） それでは、最初に、松本保健師、藤原保健師、濱坂保健師、

そして中川町長、この順番で証言をお願いいたします。  

それでは、松本証人以外の方は御退席ください。  
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 それでは、松本証人、宣誓の上、宣誓書に署名、捺印をお願いいたします。 

○証人（松本聖子君） 宣誓書。私は、良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、ま

た何事も付け加えないことを誓います。  

          〔松本証人 宣誓書に署名、捺印〕 

○議長（新澤良文君） それでは、松本証人にお尋ねいたします。ワクチンの取扱い

や接種についての研修体制についてお尋ねいたします。  

  いろんな議員さんから御質問がございましたけども、ズームによる国や県の会議

が頻繁にあったそうですが、保健センターの職員は参加していましたか。そして、

ほかにはどなたが参加していましたか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 国からの当初のズーム会議には、保健センターは職員３名全

員で参加をしておりました。案内については、当時、総務課、福祉課のほうに共有

をしておりましたので、本庁においても関係する職員のほうが視聴参加されていた

と認識しています。その後、プロジェクトチーム発足後は、県からの案内がプロジ

ェクトチームのメールを通じて受け取るような形に次第に変更になりましたので、

プロジェクトチームがまた視聴メンバーに加わったように記憶しています。  

○議長（新澤良文君） いろんな議員さんから保健センターが意思の疎通ができてな

いとか、伝達事項はされてなかったからこういう事故が起きたんじゃないかという

質問もされたわけなんですけども、ワクチンの取扱い、接種についての研修等々に

は、ほかの総務課、そして福祉課、そしてワクチンプロジェクトチーム発足後は、

ワクチンプロジェクトチームも参加していたという認識でよろしゅうございますか。

松本証人。 

○証人（松本聖子君） そのとおりです。 

○議長（新澤良文君） この件につきまして、また先ほど申しましたとおり、保健セ

ンターとワクチンプロジェクトチームあるいはこのワクチン接種に関わった職員と

の意思の疎通、伝達等々ができてない、こういった指摘をされる議員さんがいらっ

しゃるんですけども、この件についてどう思われますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 意思の疎通となると、かなり漠然としたところなんですが、

会議の内容についてはお互いが同じものを視聴している、その同じ時間を共有して

いるということで、復命書などのやり取りに関しては当初行っておりましたが、

各々必要な業務というところで確認を、お互い同時に国からの指示を受けていたと

考えています。細かな町の体制をつくっていくということに当たっては、私の主観

にはなりますが、今どういう動きがあるのだろうとちょっとわからない、わかりに
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くい部分というのは正直あったことは否めませんが、都度、確認をしてチームの方、

本部の方に指示を仰いだり、こちらの意見を機会のあるときには伝えるというよう

な形であったのですが、私自身がプロジェクトチームに在籍している状況ではなく、

保健センターの通常業務をこなしながら、というところでありましたので、密に連

絡が受けられていたかというと、そうでない部分というのはたまにあるんじゃない

のかなというふうに感じます。  

○議長（新澤良文君） 本町のこのワクチン接種体制等々に関することに関しまして

は、それぞれ行き違いもあった部分もあるかと思うのですが、そもそもワクチン接

種についての基本的な国から、あるいは厚生労働省から、あるいはファイザー等々

のメーカーからというのは、この指導というのは一貫してまして、それは伝達がう

まくいってないであるとか、そういうことには当たらないと判断されると思うんで

すけども、この辺はどういう御認識をされておりますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 国からの研修内容については、伝達というよりは、国からの

指示を理解して町としての体制をつくるということですので、その部分には当ては

まらないと思います。 

○議長（新澤良文君） この体制というのは、本町については例えばワクチンを事前

にシリンジを用意しておくとか、事前に運んでいるとか、そういう体制については

各自治体、市町村ごとに異なると思うんですけども、このワクチンの取扱い、ある

いは接種方法ということについては、これもどこも同じと判断してもよろしゅうご

ざいますか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） おっしゃるとおりと思います。国のズーム会議の際には、フ

ァイザー社の方が来られて、自社のワクチンの取扱いについて丁寧な説明を設ける

時間帯もありましたので、そのように思います。  

○議長（新澤良文君） 次に、ワクチンの管理責任者は保健センター所長の植山さん

とのことですが、ワクチンの接種担当責任者はどなたですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） ワクチン接種事業については、プロジェクトリーダーが責任

者であると認識しています。  

○議長（新澤良文君） 具体的に名前申し上げますと。  

○証人（松本聖子君） 石尾プロジェクトリーダーです。  

○議長（新澤良文君） 次に、家庭用冷蔵庫の購入や家庭用冷蔵庫での薬液の保管、

棒温度計での温度管理などが保健センター、植山所長の指示であるとの認識や証言

があります。このことについて知っていることを述べてください。松本証人。  
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○証人（松本聖子君） 指示であると今質問でおっしゃられた言葉には個人的に違和

感がとてもありました。家庭用冷蔵庫の使用については、保健師職でも大丈夫なの

かという話を接種前の準備の段階ですることがありましたが、国の手引にも温度管

理が取れる冷蔵庫であれば構わないと、家庭用冷蔵庫は使ってはいけないという文

言はありませんでしたし、実際全国の医療機関さん、小規模であれば家庭用冷蔵庫

を使用しておられるという実態も知っておりましたので、温度管理というところに

ついて慎重になるべきであって、家庭用冷蔵庫を一切使ってはいけないということ

ではないというような話をした記憶があります。そのためにデータロガーと言われ

る温度管理できる機械を保健センターで購入し、お渡しをしたもので、棒温度計を

と今おっしゃっていただいたんですが、棒温度計がいつどなたが購入されたかとい

うのもちょっとわかりませんで、私も接種業務に入ったときに冷蔵庫に棒温度計が

入ってるのを見て初めて、あっ、これが入っているんだなというふうに感じました。  

 棒温度計のことについて少し思い返してみたんですが、確かに保健師職同士で話を

しているときに、一医療機関さんに保健事業の他業務として病院を訪れる機会のと

きに、それこそ４月とか、実際の接種業務が始まる前の時期ですが、ワクチン管理

をしないといけないから、うちの病院では道具ないから、こうやって温度見てんね

んというような形で見た記憶はありますが、実際に接種業務に棒温度計を使われて

いるというところは確認したものでもございませんし、情報として持っていたもの

ではないので、データロガーを購入するということでしか温度管理は保健センター

としては想定しておりませんでしたので、保健センター、植山所長の指示でという

ところには違和感を感じました。  

○議長（新澤良文君） 何か保健センターの責任が、という認識されてる議員さんが

多いみたいなんですけども、例えば御所市のほうで家庭用冷蔵庫が使われていたに

ついても、何かそれが保健センターあるいは植山所長、これは植山所長御自身にも

伺わないと、松本証人はわからないことかもしれないですけど、保健センターがあ

たかも御所市の例を挙げて家庭用冷蔵庫でも大丈夫ですよと、もしくはまた加えて

棒温度計でも温度管理できますよということを言ったという証言が今のところ上が

ってきて、それについての質問等々は議員の人からございますけども、この御所市

云々という話はどなたからどういうふうな話になって出てきたんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 今、御所市という名前をいただきましたので、恐らくは予防

接種事業、健診事業に関して御所市医師会様と委託契約をする際、私が御所市内の

医師会長さんの医療機関にお伺いをして、そのときに先ほど申しました冷蔵庫を見
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せてくださったという場所になりますので、その一つのエピソードトーク的なとこ

ろであるかと思います。御所市という形で大きく名前が出て、当該市に迷惑がかか

るのはすごく申し訳ないなという思いでおります。  

○議長（新澤良文君） 御所市のほうには僕、確認に行きました。医療用冷蔵庫等々、

ワクチンについて、ワクチンを保存、保管してる冷蔵庫は５台あって、医療用冷蔵

庫が３台、そして家庭用冷蔵庫は２台使用されてるらしいんですけども、御所市さ

ん、家庭用冷蔵庫には必ずデータロガーを入れてますと、うちはそんな高取町みた

いなことしませんというような回答だったんですけど、本来このワクチンについて

は、取扱いといいますか、全体的な条件で申し上げますと、やはり冷蔵においては

２度から８度という温度を確実に記録に残るような形で保存しなければいけないと

いう厚生労働省からの指導、問い合わせたらそうなんですけど、保健センターにつ

いてもそういう形で認識されておりますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） ワクチンの冷蔵保存温度は２度から８度と、当初の国からの

説明会、またファイザー社担当者のズームでの説明会でもそのように指示がありま

したので、その温度帯を確保できるもの、担保できるものという認識でおりました。  

○議長（新澤良文君） 次に、ワクチンを保健センターのディープフリーザーから出

して、リベルテホールへの移送方法についてお伺いします。先日からの尋問でワク

チン管理をしている保健センターの、特に植山所長からの情報提供不足や指導不足

により７月１６日の再冷凍の事故が起こったとの指摘がありますが、どのようにお

考えですか。植山所長がおられませんが、わかる範囲でお答えください。松本証人。  

○証人（松本聖子君） すみません。今の御質問なんですが、１６日の事故というの

が１６日に冷凍庫に入れたことであるのか、その後、使用となったことであるのか、

ちょっと私の中でもはっきり整理ができてないのですが、１６日に私が聞いた部分

ですと、運搬された後、チームのメンバーの方から冷蔵庫に入れたけど、大丈夫か

という問合せが保健センターの植山所長に質問としてあり、その際、再冷凍に該当

するということで指摘をし、使用してはいけないとその時点でお伝えをしているの

で、再冷凍という事態が起きてしまったことについてではなく、住民さんに使うこ

とになってしまったということにおいて言えば、保健センター所長は指示を出され

ていたのではないかと考えています。私もそのようにお伝えをしました。  

 １６日、運搬したとき、夕方冷凍庫に入れてしまったということについては、７月

の時点で５月から集団接種を実施している担当者が受け取りに来たときに、情報提

供シート、無論国からの指示でお出しするものですし、全く扱いを知らない方が来
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るという想定が私の中にもなかったですし、１６日にワクチンを取りに来られたの

が初めて見る方、初めてワクチンを扱う方であれば、無論４月から実施してきてい

る中で、こうです、これが６本です、これが希釈用です、というような形で御説明

はさせていただいておりました。  

○議長（新澤良文君） この情報提供シートですね、９月２９日に提出を受けた情報

提供シートについて、用紙の左側はワクチン管理者である保健センターで記入し、

受け取りの署名を受けておられます。右側は空白になっていますが、誰がどのよう

に記入するものですか。また、受渡し後のワクチン管理者は誰になりますか。松本

証人。 

○証人（松本聖子君） 用紙の右側については、ワクチン受渡し後、受け取られた施

設で使用実態を確認するために記録していただく用紙ですので、保健センターが保

管する情報提供シートは右側の使用欄は常にどこの施設であっても空欄の状態でお

渡しをしているものになります。ですので使用実態として、ワクチンを受け取った

側の施設さんなりがどのように使ったかを確認するため、記録するために使用され

るものになります。 

○議長（新澤良文君） 本町におきましては、この情報提供シートについて、先ほど

松本証人のほうから証言がございましたけども、空白のまま、何も書いてないとい

うことは判明しましたけど、これはこういう取扱いでいいんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 取扱いについては、その欄を御利用くださいということで様

式として設けられていますので、そこに記入をされている施設、医療機関さんも無

論あると思います。ただ、施設なり接種会場の管理体制として、いや、このシート、

紙ベースでなくデータで管理したいんだとか、違う形で接種実態をきっちり確認を

されていることもあるのではないかとは思います。ただ、どう使ったか、いつ使っ

たかを確認していないということはまずないのではないかと思っています。  

○議長（新澤良文君） 今のところ、この右側の空白の欄につきまして、データ、あ

るいは違う形で使用日、使用本数、残り本数等々記入した、あるいは記録に残した

ものは出ておりません。今、松本証人の証言の中では、この紙に書くか、もしくは

何かの形で残しておくかということなんですけども、本町においては残してないと

いう可能性もあるかと思われるんですけども、これは記録等々は残さずにでもいい

ものなんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 使用実績は、後に県を通じてワクチンの調査、事業実態の調

査などでも問われてくる部分にも関係しますので、情報提供シートに必ずという形
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ではなくても、いつ出したものがいつ使われたのかという記録は必ず必要なものと

思われます。 

○議長（新澤良文君） 次に、この温度管理という部分についてお尋ねします。新聞

等々の報道でもございましたけども、本町においては、もしかすると温度管理がで

きてないワクチンを住民の方、町民の方にそれを知ってて接種したという可能性が

あるという新聞報道等々がございましたけども、これについて何か知ってることが

ございましたらお聞かせください。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 新聞報道などを詳しく私も把握できておりませんが、１６日

のワクチンについては、私・・・。 

○議長（新澤良文君） いやいや、１６日じゃない。  

○証人（松本聖子君） すみません。温度管理。  

○議長（新澤良文君） せやから今、新聞報道でされてるのは、７月２５日、７月２

８日というワクチン、この管理方法についてということで奈良新聞で出てるんです

けど、これについて何か知ってることがあればお聞かせください。松本証人。  

○証人（松本聖子君） すみません。温度管理については、リベルテホールでの接種

前の段階でデータロガーの数字が逸脱するという情報がありましたので、そこをク

リアできてない、そこをクリアせずに事業を継続していたという点においては、御

指摘があってもやむを得ないというと語弊がありますが、認識がなかったのかと問

われたときに全くなかったと言えないのではないかと思います。  

○議長（新澤良文君） このデータロガーについて、７月１５日に家庭用冷蔵庫を購

入した。そして当然次の日からその家庭用冷蔵庫を使用する、ワクチン接種の保管

に使用するということだったんで、データロガーで記録を残した。ところが、この

データロガーの記録の中では絶対満たさなければいけない要件である２度から８度

という温度管理ということをできなかった。温度が安定しなかったということで、

データロガーを外して、棒温度計で温度を管理するようになったということなんで

すけど、これ僕もちょっとプロジェクトチームの言うてる意味がもう一つ理解でき

ないんですけど、普通考えると温度管理ができてないデータロガーで測って、でき

てなかったいうことであれば、このデータロガーの故障という、こんな証言まで出

てるんですけど、故障してるんであればまた違うデータロガーで温度確実に２度か

ら８度で保存できるというのを示さないと、これは保管できない冷蔵庫ということ

になってくるんですけども、そもそもデータロガー故障していたんで外しましたと

いうことなんですけど、このデータロガー故障しとったんですか。松本証人。  
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○証人（松本聖子君） 冷蔵庫の測定値が逸脱しているというところで故障してるん

じゃないかと言われ、一度保健センターの医療用冷蔵庫で温度をデータロガーを入

れて測りましたが、故障という数値は医療用冷蔵庫では出ませんでした。ですので、

故障ではないということで、再度データロガーはまたリベルテホールのほうにとい

うことでお渡しをしておりましたので、いつの段階でそのロガーを外されたのか、

外す判断がいつなされたのかということは存じておりません。 

○議長（新澤良文君） プロジェクトチームでの証言の中で、このデータロガーに関

しては江口証人が外したと、私の判断で外しましたという証言をされてるんですけ

ども、ちょっとこの温度管理、頭の中整理しますので、温度管理が、１５日に冷蔵

庫を買った。次の日に使う冷蔵庫買った。データロガーで温度を測ったけども、２

度から８度という安定はしなかった。だからデータロガーを外した。データロガー

が故障してるということでデータロガーを外した。ところが、保健センターに持っ

て帰って、保健センターがデータロガーの確認したらデータロガーは故障していな

かった。その後にデータロガーで温度を測らずに棒温度計で温度管理をしたという

ことなんですけども、これらについて保健師の立場として証人はどう思われますか。

松本証人。 

○証人（松本聖子君） 国の説明にのっとれば、データロガーと家庭用冷蔵庫は一体

のものという形での運用が必要だと思われますので、ロガーを外す時点で家庭用冷

蔵庫の使用形態、実施体制を見直すべきであったと思います。  

○議長（新澤良文君） この件については、担当した証人等々は、この件について、

データロガーを外した等々については何か意見等々は言わなかったんですか。松本

証人。 

○証人（松本聖子君） 外されたということを私が知ったのが、２５日の接種に薬液

充填担当で勤務された植山保健センター所長から翌日の勤務した後に聞きました。

私が７月１８日に勤務した際はロガーはつけられていた状態でしたので、外されて

いるということを知るまでの間もその使用が継続されているという状態であったこ

と、それから意見として述べたかという御質問ですが、対策チーム本部などに強く

訴えるということができずにいたとは思いますが、ロガーを外して大丈夫なのかと

いうところは、すみません、記憶が大分あやふやなんですが、ロガーが外されてい

るという状況で使用しているということの危険性は恐らく認識している者はいまし

た。 

○議長（新澤良文君） 証人は、このロガーを外された状況というのは、２５日の後
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の２６日ですか、に把握したということでよろしゅうございますね。その上で、こ

の新聞等々で御指摘がある内容もそうなんですけども、今の証人の証言等々を聞い

ておりますと、本町においては不適切な温度管理の中で、そういった温度管理をき

ちっとした形をしてないワクチンを知ってて町民に接種したということに当たるん

じゃないかと思うのですが、どう思われますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 御指摘のとおりかと感じます。  

○議長（新澤良文君） 証人も保健師というお立場で、町民に対してどういう健康被

害があるかどうかということもわからない、この温度管理をしていないワクチンを

知ってて、認識しながら打ったということで、大変罪深いと思いますけども、何か

この現場の中で、あるいは対策本部、証人は対策本部会議には入ってないと思うん

ですけども、この現場の中で何とかこれ止める方法はなかったんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 対策本部の会議は、会議録で出されているものを文字として

見させていただいたり、あとはプロジェクトチームにも在籍をしているわけではな

い状況ですので、意思決定とか体制の決定というのがどういう形で行われてきたの

かというのは知り得るところではありません。ただ、国からの説明等々、製薬会社

の説明等々を同じタイミングで同じ情報を共有しているメンバーは、この事業に携

わっているというところの前提がなかったということであれば、危険性は本当に大

きかったんだなと改めて思います。  

○議長（新澤良文君） この件については、対策本部会議にも上がってきてもおりま

せん。今ちょっと思うんですけども、現場の中で何とかこの２５日、２６日のとき

に、２５日か、確認したときに、そうか、その後、対策本部会議等々で御発言がい

ただいておれば、もう少し早く町民に対する感染症検査であるとか、抗体検査であ

るとかいう対策もできたかと思うんです。新聞や週刊誌でリーク等々されずに、対

策本部会議の中で議論できたと思うんです。その点については、僕は勇気を出して

対策本部会議、これも証人じゃなしに、植山証人のほうに僕は言おうと思ったんで

すけども、対策本部会議に入ってないとはいえ、証人も現場の声を何とか上司にと

いうことで上げてほしかったなというのが今率直に思うことなんですけども、何と

かこの方法というのはなかったんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 対策本部会議とプロジェクトチームの会議については、保健

センター所長が出席されるメンバーに入っておりましたので、ここの部分はちょっ

と不安だとか思うところは保健センター内で共有をし、発言をしてくださっている

というふうに思っておりますが、実際のところは会議の中でも思うような発言が保
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健センター所長自身できずに帰ってこられることもあり、個人的なことでここで言

うとよくないのかもわからないですが、かなり体調を崩されてお休みされるに至っ

たというところについては、会議に出てくれるというところに私は甘えてしまって

いて、言いにくいようなことでも、これもあれもというような形でたくさん抱えて

もらうような結果になってしまっていたというのをすごい強く感じましたので、私

の声を決定されるその場所に届けるという方法は、今でも、すみませんが、思い当

たりません。 

○議長（新澤良文君） だからこれが伺い書という形で上がってくる等々の理由にな

った部分は、この再冷凍についてはそうなんですけども、この不適切な温度管理と

いう形も伺い書等々で上司に報告するというような、伺い書もそもそも握り潰され

てたということも証人は以前の証言でなされてたんで、その辺もちょっと難しかっ

たなと思う中でなんですけども、だけど、それはそれとして、事実を伺い書等々で

上司に報告するという手もあったんじゃないですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） ７月１１日の時点の伺い書、またその後、１６日の再冷凍に

関する書面のほうが今現在も手元には、私の上げた７月１１日の伺い書については

今もまだ手元に戻っていない状況です。今御指摘いただきました伺い書、書類とい

う形で現場の声を上げるという方法を思い至らなかったのは、反省すべき点と受け

止めさせていただきました。  

○議長（新澤良文君） この伺い書の中で、厚生労働省健康局健康課予防接種室に対

して新型コロナウイルス感染症に係る予防接種に係る間違い報告書というのがある

んですけども、これは以前の証言の中でもございましたけども、この事故が起きた

ときはこの報告書上げるというのは、これもう義務ということで承知してるんです

けども、この７月１１日の針刺し事故、そして再冷凍、そして温度管理等々につい

ては、今日、先ほどの本会議において感染症あるいは抗体検査等々の予算を議会と

して認めたんですけども、これは１００％国からの補助がいただけるというような

説明だったんですけども、これ事故報告書を上げないで国からお金が、助成がいた

だけるという、そもそもこの事故ということでお認めになったんであれば、これ厚

生労働省健康局健康課予防接種室に報告する義務があるんじゃないですか。御認識

等お尋ねいたします。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 今質問内容に含まれていましたとおり、事故が発生したとき

には所定の様式にのっとって国に、県をまたいで国のほうに報告をすべしというの

は手引にも当初から載っております。ですので、７月１１日時点の伺い書で重大な
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健康被害の発生する可能性のある事例ということで報告書を作って伺い書につけま

した。今回、抗体検査、感染症検査に動いていただくための費用面のことですが、

事故として報告していないものがそこの補助額にのるかというと、のらないのでは

ないかと私の認識ではあります。健康被害とか間違い調査に関する費目は確かに補

助要綱にも載っておりましたが、そこに計上、上げるとどういう事故で、どう体制

取ったかということが必然的にひもづいてなされないと、事故がなかったのにこれ

だけの額補助くださいというのは通常通らない話なのではないかと思います。すみ

ません。ちょっと要綱自体を読み込めておりませんので、今の私の認識ということ

でお願いいたします。 

○議長（新澤良文君） では、申し上げます。この高取町針刺し事故、そして再冷凍

ワクチン、そして温度管理ができてなかったワクチンを接種したという、これは証

人の認識の中では事故と考えたほうが、事故として報告すべき案件ということでお

考えですか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） 報告案件に該当すると認識しています。国の所定の様式にも

どのような事故かと事故種別のところに選択肢が１１程度ありまして、その中の選

択項目の一つに不適切な温度管理のワクチンという文言が含まれておりますので、

報告案件かと思います。 

○議長（新澤良文君） それある。その１１項目のもの、その書類等々ございました

ら、また証拠として上げてください。それでは、次に、リベルテホールでのワクチ

ン接種体制についてお伺いします。これまでの証言で、保健センターの職員が初め

から初回のワクチン接種に関わってきていることがわかっていますが、なぜ保健セ

ンター所長であり、プロジェクトサブリーダーの植山所長や松本保健師が統括保健

師なり看護師とならなかったのですか。やっぱり現場のことを一番わかってる２人

がならなかったのか。誰がこの接種体制に係るシフトを指示したのですか。また、

統括看護師の責任については認識していましたか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） リベルテホールでの接種体制をつくるに当たって、町保健師、

プロジェクトチームから大体これだけの人数が要るよという大枠のシートの提供が

あったように記憶しています。そこに保健センター職員として、当時というか、２

名ですので、平日に関しては１名、日曜日もどちらか１名は出られるようにという

ことで、保健センターの事業実施日以外は植山センター所長もしくは松本の名前を

入れた形でプロジェクトチームに提出しました。その後、プロジェクトチームから

渡されたシフト表を見ますと、統括保健師に保健センター所長が一度も当たること
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はなく、入れますよと回答した日数の半分ぐらいの回数の少ない動員になっており

ました。統括保健師の職というところで、もう文言どおり接種会場での医療職の責

任を負う者という認識でしたので、個人的には保健センター所長が出動される回は

統括職に入られるものと思っていましたので、提供されたシート、シフト表を見た

ときは驚きました。統括看護師という職の名前はあったんですが、実際にどこまで

の範疇を統括の職が担うのかという当日の細かいマニュアルはありませんでしたの

で、何度かこの職に当たる者は何を、どこまでの責任を担うのかということで質問

を投げかけた記憶はありますが、まだ決まっていないとか、まだ何もないよという

ような形で、確かなものというのをいただけたのは１５日とか１６日とかの。 

○議長（新澤良文君） 何月。 

○証人（松本聖子君） すみません。７月の１６日にスタッフの説明会をされる予定

でしたので、その前日の１５日、物品搬入を兼ねて保健センターで集まったときに

今できてるものというので見せさせていただいて、そこに保健師職集まってました

ので、そこに保健センター所長は不在でしたが、保健師職３名おりましたので、こ

こはこれが必要ではないか、このやり方ではミスが発生する可能性があるというよ

うなところの意見を出し合いながら、ぱっとその場でつくっていただいたというか、

まとめていただいたように記憶をしています。  

○議長（新澤良文君） 今の証言の中で２つちょっと気になる点があったんですけど

も、このシフト表を示されたときにびっくりしたと、まず１点、驚いたと。どのよ

うに驚いた、何が疑問だったのか具体的にお答えください。松本証人。  

○証人（松本聖子君） もう個人的な部分になりますが、一保健師である私が統括職

に入っているのに、それこそ保健センター所長が統括職でないのに、一保健師であ

る私が統括職に名前を入れていただいていたこと。当日の動員のメンバーによって

はそういうこともあり得るのかとは思うんですが、一度も植山所長が入っておられ

ないというのは、ものすごく驚きました。 

○議長（新澤良文君） 統括看護師に植山所長は入ってなかったということでいいん

ですかね。そのシフトというのは誰が組んだんですか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） シフトに関しては、プロジェクトチームのほうで組んでいた

だいておりました。 

○議長（新澤良文君） プロジェクトチームの誰がどのようにというのを具体的に。

松本証人。 

○証人（松本聖子君） すみません。どなたが担当であったかというところは確実に
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聞いたわけではないんですが、その後、派遣で来ていただく看護師さんの日程変更

などについてシフトの調整お願いしたいときは、前田サブリーダーさんに伝えるよ

うにと指示を受けたことがあります。  

○議長（新澤良文君） もう１点の疑問なんですけど、統括看護師の責任等々という

ことでもかなり議論されたということなんですけども、どういうメンバーというか、

どなたがおられる中でどういう議論になっていうことお聞かせください。松本証人。  

○証人（松本聖子君） すみません。１５日、デモンストレーションの前日の夕方、

１４日まで保健センターでの接種業務ありましたので、そこから急ぎ次の会場に物

品を運搬するということで、その場にいたのがプロジェクトチームの前田サブリー

ダーと江口さん、それから保健師職の濱坂さん、藤原さん、私の５人であったと思

います。 

○議長（新澤良文君） それでは、最後に、僕のほうから、この再冷凍のワクチンに

ついて、証人は奈良県の松井さん、ファイザー社の遠藤さん、厚生労働省等々に問

い合わせたということでございます。この問い合わせた、保健センターのほうと、

プロジェクトチームのほうと、お互いに質問があって、そして答えが違うと。プロ

ジェクトチームのほうは、ファイザー社がこのワクチンを使ってもいいと言ったの

で、このワクチンを使用したということをいまだにおっしゃっております。奈良県

あるいはファイザー社、厚生労働省に対して証人はどのようなことを質問されたの

ですか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） 当初の説明会等々で認識していた方法で私が再冷凍に該当す

ると思ったケースが、ファイザー社に問合せをした結果、使用可能という返事であ

ったという時点で私が大きな認識間違いをしていたのではないかということで、取

扱いの改定が、もしくは取扱基準の緩和がなかったのか、あったのかということを

まずは問い合わせようと思いました。そのときに問い合わせましたら、３か所とも

にワクチンの取扱いは当初から変わっておりませんと。なぜこの今に、こんな時期

になってこのような質問するのかといったときに、実はこうこう、４時５分にディ

ープフリーザーから出したワクチンを５時とか６時の段階で冷凍庫に、４時半頃に

保健センターを出て運搬されたその間、保冷ボックスにあったワクチンを冷凍庫に

入れた場合、これは再冷凍に当たりますか、当たりませんかというように少し私が

知り得ている状況を御説明をして回答を得ました。  

○議長（新澤良文君） 証人が知っている事実について、と申しますのは事前にファ

イザーあるいは厚生労働省等々からのこのワクチンに関する取扱いについて証人は
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認識があった中で、プロジェクトチームが、これに異なると申しますか、これに違

反する再冷凍行為をしたということ、これは正しいという判断をファイザーがされ

たということに疑問を感じて問い合わせたという、こういう認識でよろしゅうござ

いますか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） そのとおりです。 

○議長（新澤良文君） このファイザーから、あるいは厚生労働省、県から、証人は

実際にあったことを報告して、答えをいただいたという証言をされておりますけど

も、一方では、プロジェクトチームは違う証言をされております。これについて何

か感じること、思われることがございましたらお答えを。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 回答を得るための質問が異なれば、おのずと回答は変わって

くると思います。ただ、私自身がワクチンを運搬した担当でなかったというところ

で、私が照会をかけた内容は回答に値しないという判断がなされましたので、チー

ムのほうで、本部のほうで質問なさった質問内容についてはファックスでいただい

た回答書にもなく、どのように質問をしたかというところを私たちも情報として与

えていただいておりませんでしたので、恐らくこの状況で考えられるのは質問した

内容自体が違ったんであろうということしか私にはわかりません。 

○議長（新澤良文君） 百条調査権の発動においてファイザー社から情報というか、

このときのやり取りの議事録が提出されました。ちょっと読み上げます。  

  ７月１９日、高取町役場、石尾様からの問合せ。金曜の夕方にマイナス７０度の

冷凍庫から出し、ワクチンを接種会場へ保冷バッグに保冷剤を入れて配送した。移

動時間は約５分ぐらい。接種会場にてワクチンが入った箱の中の温度はマイナス１

５度より低い状態であることを確認し、マイナス１８度の冷凍庫へ入れた。次、ス

タッフより再冷凍に当たるのではないかと指摘され、２度から８度の家庭用冷蔵庫

に出した。対応は間違っていたのか知りたい。間違っていた場合、ワクチンを使用

できないため、正しい対応について知りたい、こういう質問が石尾リーダーからあ

りました。これも確認しております。  

  ファイザー社の回答。マイナス１５度より低い温度が保たれていたということで

すので、マイナス１５度からマイナス２５度であれば冷凍されておりますので、冷

凍庫での保管で大丈夫です。（１）冷凍保存、本剤はマイナス９０度から６０度か

らマイナス２５度からマイナス１５度に移し、１回に限り再度マイナス９０度から

マイナス６０度に戻し、保存することはできます。（２）冷蔵保存、２度から８度

に戻されたということですので、再冷凍はできません。３１日、１か月の間に御使
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用ください、こういうのがファイザー社からの回答。まさにおっしゃるように、質

問が異なるから回答は違う。  

  もう一つ、松本保健師から同じ日に入ったということもファイザーの記録にござ

います。読みます。７月１９日、高取町保健センター、松本様からのお問合せ。本

日、高取町役場からも同様の問合せ受けてるかもしれないが、マイナス７５度ディ

ープフリーザーから取り出し、国からいただいた保冷ボックスで輸送し、ワクチン

を接種会場の冷凍庫に入れてしまった。今回４時５分にディープフリーザーから取

り出して、保冷ボックスで輸送して、冷凍庫に入れたのは５時前後、６時に連絡が

あり、冷凍庫から冷蔵庫に移し替えた。もしかしたら町役場からは取り出したのが

５分ぐらいだと言ったかもしれないが、町役場がファイザーに問い合わせた際に冷

蔵で配送し、冷凍庫に入れたものを使用しても大丈夫と言われたらしい。本当か。

保冷ボックスの温度は２度から８度で間違いないか。町役場がどのような問合せを

したか教えてほしい。 

  ファイザー株式会社コミナティ製品担当者回答。添付文書上、解凍後は再冷凍し

ないことと注意喚起しております。コミナティの凍結融解に関する安定性は確認さ

れておりません。なお、本剤を再冷凍した場合の使用可否につきましては、承認さ

れた用法、用量以外で用いた際の体内動態や安全性及び有効性の検討を行っており

ませんので、適正使用の観点から弊社としては推奨しておりません。保冷ボックス

がどのような温度帯になるか弊社では情報を持ち合わせておりません。個人情報の

ためお伝えできかねますという回答がファイザーのほうからされております。  

  このような回答で、まさに松本証人がおっしゃるように質問が違うから回答も違

うということだと思うんですけども、もう簡単に申し上げます。どちらがほんまで

すか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） 前回ここでお答えさせていただきました内容、今ファイザー

社が情報提供くださった内容を、私は、しか認識しておりませんので、私に御質問

いただきましたら、４時５分にディープフリーザーから出し、４時半前後に保健セ

ンターを立たれ、５時ぐらいに冷凍庫に入れたよと聞いた、その答えが私の中での

本当のことになります。 

○議長（新澤良文君） この後、ファイザー、この後に厚生労働省、あるいは前後し

ますけど、奈良県のほうにも証人は連絡されておりますけども、奈良県においても

厚生労働省においても同じ質問をされ、この伺い書にあるとおり、照会に係る回答

概要という形で伺い書で報告されているとおりの回答を得たということでよろしゅ
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うございますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） そのとおりです。 

○議長（新澤良文君） ここで私からの質問を終わります。  

 何か松本証人につきまして御質問がある方がいらっしゃったらお受けいたします。

西川議員。 

○２番（西川侑壱君） すみません。何点かちょっとあるんですけども、１点目から

いきましょうか。データロガーの取扱い、ほかの方にもちょっと聞いてるというか、

ここで聞いてるんですけども、高取町においてデータロガーどのように扱われたら

正解というか、ちゃんとした扱われ方だったというふうに思っておられるか。また、

その取扱いがほかの方々、みんな結構ばらばらしてて、江口さんであったりだとか、

総合政策課のほうでも結構ばらばらしてるので、その辺りどのように統一するとい

うふうになったのか教えてください。 

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） データロガーの使用目的というところでいいますと、国から

の説明会でありました温度管理の記録という１点に尽きますので、温度管理が必要

な冷蔵庫、ワクチンを取り扱う冷蔵庫には装着しておくものというふうに認識をし

ています。基本的には目視でできるその場での温度と、あとは記録の中に残った１

分刻みの過去データというものが抽出可能な機械を購入しましたので、必要なとき

に振り返り確認ができるというような運用形態を想定しております。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） その内容をほかの証人の方々全然知らなくて、ごめんなさい、

こんなん言うとあれなんですけど、その辺りを僕はちょっと共有不足やったんかな

というふうなことで、ちょっと前はお話しさせていただいたんですけど、その辺り

はしっかりとやっぱり共有する必要あったかなというふうに思います。あと何聞こ

う。データロガーの冷蔵庫内で温度を測る際、ちょっとこれインターネットのほう

で調べたんですけども、袋に入れて温度測らなければいけないとかというのがあっ

たというのは御存じですか。その辺は国からの説明。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） すみません。国からデータロガー自体の取扱方法というのは、

製品がたくさんありますので、統一した見解はなく、購入したデータロガーの取扱

説明書をもって確認作業、運用するということになるかと思います。ただ、温度測

定する先端は、床というか、庫内の１か所につかないようにというところでの配慮
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はなされていたのかなというふうに思いますので、ロガー貸出しの際、取扱説明書

もありましたし、私たちもそれを見ながら確認作業させていただいたようなところ

が実際になります。 

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） ありがとうございます。見ている資料やと、やっぱり冷気の

吹き出し口の近くであったりだとか、庫内の外に近い部分であると温度が安定しな

いだとか、特に冷気吹き出し口のところに行くとマイナスにもなるということもあ

ったりだとかして、その間、温度測る部分というのは袋に入れて測りましょうとい

うことが書いてあったりするものもあったので、その辺りまた３回目の接種に向け

てどういう対応していくかというところは、やっぱり全体で共有していかなければ

いけないかなと思います。先ほど医療用冷蔵庫で見ると故障していなかったという

ことをおっしゃられたと思うんですけども、それに関してデータロガーのデータは

残ってますでしょうか。 

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） すみません。短時間で温度が下がっていくところの過程を見

たのと、本当にすぐにお返ししなければというところでしたので、すみません、デ

ータの抽出というところまでは及んでおりません。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） 残ってないという認識で大丈夫ですね。  

○証人（松本聖子君） そうです。 

○２番（西川侑壱君） わかりました。もし残ってたらと思ったんですけど、故障し

ていないというところの確認をするのに残ってたら情報欲しいなというところで、

ちょっと聞かせてもらいました。あと棒温度計で温度を管理したというところは、

先ほどのお話だと、植山所長が今おられない中での質問にはなるんですけども、基

本的にプロジェクトチームの中で、植山所長も含めてですけども、棒温度計のほう

にするというふうな話になったという認識をされてるということで大丈夫ですか。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） いえ、植山所長含めたプロジェクトチームと言われますと、

恐らくそうではなかったのかなと思います。ちょっとその理由というところで、先

ほどの質問でお答えをちょっとしそびれたの思い出したんですが、保健師職集まっ

てリベルテでの運用を相談した７月１５日夕方のとき、恐らくということを言って

いいのかわからないですが、恐らく前田補佐、サブリーダーのほうからそのときに
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打合せをしたいというようなことで御連絡をいただいたように記憶をしています。

その際、電話口でしたけども、医療面においての実施体制を検討するのであれば、

植山所長が参加されないとまずいのではないか、もう声はかかってるんですかねと

いうようなことで一度お尋ねはしました。そうしましたら、いただいた回答は、い

や、その必要はないと、統括看護師がそろって相談をしてくれればそれでいいので

というところで、私にすれば直属の上司ですので、チームメンバーの上司参加され

ないのに私が呼ばれて行くというのもかなり気が引ける思いはしたんですが、統括

看護師という役割をいただいている以上、当日のことを知らずに職務に就くのはも

うかなり不安でしたので、参加をしたというのがその経緯です。そういったやり取

りがありましたので、棒温度計のことに関していいますと、すみません、保健セン

ター所内での話にはなりますが、びっくりしたと、保健センター所長も、私も聞い

てびっくりしましたし、わあ、懐かしいねみたいないうぐらいで、全く棒温度計で

温度管理を行うという想定が、ロガーの貸出しもしてましたので、想定は全くなか

ったです。 

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） ありがとうございます。ということは棒温度計、誰の判断で

されたかというのはまだわからないというとこなんですね。わかりました。あと、

もう１点、ロガーを外したということ知ったの２５日ということでお話しされてた

と思うんですけども、故障を確認したのいつですか。故障じゃない。故障していな

いということ。ごめんなさい。失礼しました。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） ２０日の日に、すみません、もうかなり日付に関しては自信

１００％ではないのですが、１８日に接種が終わり、２０日の日には恐らく保健セ

ンターに故障じゃないかいうことで戻ってきたような記憶があります。接種の日程

はどんどん控えてましたので、一度うちの、じゃ、医療用冷蔵庫で確認をしようと

いうところで確認をして、医療用冷蔵庫の示す温度帯と同じく数字が出ましたので、

故障ではないんじゃなかろうかということでお戻しをしたというのが次の接種まで

の・・・です。ロガーをつけずに運用されるという想定はございませんでしたので、

急ぎ必要な物品であろうという認識で急いでお戻しをしたというのが記憶でござい

ます。 

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） すみません。わかりました。外したということを知ったのは
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２５日ということやったんで、ほかのロガー使ってるかもというような認識やった

という、４つあると思います。４つあると聞いてて。  

○議長（新澤良文君） いやいや、もう返してるもんな。松本証人。 

○証人（松本聖子君） すみません。ロガー全体として、町は４台購入させていただ

きました。高齢者施設等々も接種会場になっておりましたので、貸し出さなければ

ならないという想定の下の台数です。リベルテホールで使用される冷蔵庫１台でし

たので、２台お渡しすれば十分であろうということで、その当時も数台、１台、２

台ほかの施設さんのほうに事前確認目的で貸出しの御依頼ありましたので、チーム

さんが持っておられたロガーは２台になります。 

○２番（西川侑壱君） わかりました。ありがとうございます。最後に、もう１点、

シフト表についてなんですけども、シフト表は残ってますか。それまたちょっと見

せていただきたいんですけども、可能ですか。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） 看護職の動員できる日の入替えですとか、途中に行けなくな

ったということでかなりシフト表の入替え頻繁でした。提供いただいたものは、私

自身も看護職さんにお伝えしないといけないことも多かったので、コピーとして控

えは持っておりますし、あとチームのほうで作成された最新のものが共有フォルダ

ーの中にありましたので、フォルダー内のデータの更新はプロジェクトチームさん

していただいてたんですが、私が取ってる、控えているコピーであればお持ちでき

ますし、お渡しもできます。  

○２番（西川侑壱君） わかりました。ありがとうございます。またプロジェクトチ

ームのほうから証拠品として出していただくかどうか、また考えさせていただきた

いと思います。ありがとうございます。  

○議長（新澤良文君） シフト表は、証拠品として出してください。それと、それプ

ロジェクトチームで言いますけど、先ほどの１１項目事項について、それも証拠品

として。どなたかほかに質問のある方は。谷本議員。  

○３番（谷本吉巳君） １点お伺いしたいと思います。今年の４月の段階でこのワク

チン接種事業については、所管が福祉課保健センターということであったと思うん

ですけれども、５月１０日の時点でプロジェクトチームが発足しました。でも５月

１２日から、もう接種事業が始まるということで期間が短かったので、その点につ

いて副町長に聞かせていただいたときに６５歳以上の担当については保健センター

で、６４歳以下についてはプロジェクトチームで担当してもらうという発言があっ
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たと記憶しておりますが、松本保健師の保健センターとプロジェクトチームの業務

の違いの認識についてお伺いいたします。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） 確かに６５歳以上が先行の事業でしたので、保健センターで

受付体制から接種券等々、当日の運用マニュアルについても作成は担当させていた

だいておりました。ですが、高齢者の方の予約の際には多大な御迷惑、御不便をお

かけしたという反省もあったので、６４歳以下については新しく全庁体制でやって

くださる形になったのかなと思ってはおります。ただ、国のほうからは、想定され

る業務量が一担当、一係で収まるものではないので、当初から全庁体制をしきなさ

いという通達というか、通知のほうは出ておりましたので、その辺も検討いただい

ての体制なのかとは思いました。業務分担についてなんですが、明確な業務分担と

いうものが指示があったわけではありません。新しくチーム担われた方もそこから

のスタートというところもありますし、当初から・・・の会議としても本部ももち

ろん入っていただいてましたけれども、そこからスタートされましたので、チーム

発足後もしばらくの間は保健センターが諸々、一緒にさせていただいているような

状態であったかと思います。接種業務に係る当初、私が聞きますのは、６４歳以下

の方の業務全部をというような明確な指示は私自身は聞いてはなかったので、ただ、

ホームページとかに発表されているような発足しましたというページを見て、ああ、

こういった業務を担ってくださるんだなというふうに理解をしたような形です。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） もう１点だけ、今の説明なんですけれども、そうしますと４

月の段階で福祉課保健センターだけで業務を担うのは難しいと思っておられたのか、

全庁的にやっぱりそういうプロジェクトチームをつくってほしいとか、あればよか

ったというふうな思いはあったのかどうかお聞かせください。  

○議長（新澤良文君） 松本証人。 

○証人（松本聖子君） 無論、当初からございました。突然、年明けに接種を全国で

推し進めるという方針が出まして、予防接種業務は保健センター担当しております

ので、当然業務のほうに入っていたんですけれども、すみません、これもかなり記

憶あれなんですが、３月頃には接種券を発送するということで納品を受けるような

タイムスケジュールでした。年明けにざっと下りてきて、この納品物が３月中にな

いと、というぐらいのスピーディーな感じで事業が動いてました。それまでに課長

会ですとか、本町で幹部職の方が入られる会議の席に、うち当時もう一人保健師、
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保健センターにおりまして、主担が彼女でしたので、彼女もその大きい会議に入れ

ていただいて、協力をお願いしたいっていうような、当時も本当に漠然とした情報

の中だったんですが、お願いというのは保健センター所長を通じ、会議の席を通じ、

早くからお願いはさせていただいたように記憶しています。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） ありがとうございました。終わります。  

○議長（新澤良文君） ほかにございませんか。ちょっと私のほうから１点。先ほど

からいろいろあるんですけども、この問題が取り上げられてから、保健センターの

ほうに議員さんは誰が話を聞きに来られました。松本証人。 

○証人（松本聖子君） 私が席外してる時間帯のことはちょっとわからないんですけ

れども、保健センターにこの形になってからお運びいただいたのは、新澤議長さん

と森川副議長さんは来ていただいたように思います。  

○議長（新澤良文君） ほかはどなたも来てないということですね。情報の共有とい

う言葉が西川議員のほうからあったんですけども、そもそもこれ、大事なね、こん

なこともう情報の共有も当たり前なんですけども、これぐらいのことは、それぞれ

ワクチン接種する者等々、僕が聞いてる等々でおっしゃられたと思うんですけども、

マニュアル読んどけよという話だと思うんですけども、そもそもそういう思いはご

ざいますか。松本証人。 

○証人（松本聖子君） はい。当初、３人で体制をつくって、全部の契約を取って、

物品をそろえて、通常業務も諸々ありましたので、赤ちゃんの訪問にも出ますし、

マニュアル等々作ったものを伺いとして当然上げつつ、これでいこうと思うという

連絡は上に上げながら進めておりましたが、細に至るまで保健センターが全て目配

せをする、全部の責任を負うということは到底無責任な行為に思いましたので、途

中から、途中というか、時期はちょっと未確定なんですが、やはり関わる職員一人

一人が会議に参加し、マニュアルを読み、保健センターから上げた、このコールセ

ンターの案はこれでいこうと思いますというような伺い書に関しても、積極的に御

意見をいただきたいし、出来上がりました、これですよとお一人お一人にできたマ

ニュアルを届けて歩くような余裕はございませんでしたので、きっちりと伺い書の

中では職に当たる方は認識していただきたい、共有していただきたいというお願い

はかねてからしておりましたし、私たちも当初から関わっているとはいえ、本当ワ

クチン業務始まってから指示があった、初めての事業です。資料を持って帰って読

んだり、Ｑ＆Ａ、膨大な量を読んだり、かなり疲弊する中でしたので、ミスが起き
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るということの怖さというのは保健センター内ではもう当初から意識として共有あ

りましたし、お願い、私たちが言わなかったからでなくて、一緒にやっていく形で

進めてほしいということは当初からお願いをしていたのではないかと。そのように

お願いをしていかないと、この人間だけで、事務のプロもいらっしゃらない、補助

もかかってくる、契約の労働派遣、わからない内容をこの３人で、じゃあ、やりま

すって責任を負うことが無責任に感じておりましたので、そこはすみません、今さ

らという形にはなりますが、思いとしては当初からあった部分です。  

○議長（新澤良文君） だから、その情報の共有という意味においては、きちんと伺

い書において、これが通達やマニュアル、あるいは国から指示等々はワクチンに関

わる人はきちっと勉強なり、意識を置いてください、持っといてくださいねという

ことは伺い書に書いてあるということでよろしゅうございますか。松本証人。  

○証人（松本聖子君） 文言自体ははっきりしませんが、すみません、全員が同じ会

議を見て、同じ情報を認識する、学ぶという前提はありました。  

○議長（新澤良文君） この件以外に、ほかにあえて、今、申しておかないといけな

いこと、ワクチン接種っていうのは町民の命あるいは健康に関わることですんで、

この機会に何か言っておきたいこと等々がございましたらお聞かせください。松本

証人。 

○証人（松本聖子君） すみません、今の段階ですと、私のほうからはございません。  

○議長（新澤良文君） 今の段階でなくてもいいんでね、思いついたことがあれば、

このワクチン接種というのは本当に大事な大事なことでございますんで、何か思い

出したこと、あるいは気になったこと、気がかりなことあれば、また伺い書あるい

は上司あるいはもう直接感染症対策本部のほうにお知らせいただけたらと思います

んで、よろしくお願いいたします。それでは、松本証人の尋問をこれで終わります。  

 １１時半から濱坂証人の尋問を始めます。１１時半まで休憩。  

          午前１１時２０分 休憩 

          午前１１時３０分 再開 

                                     

○議長（新澤良文君） それでは、再開いたします。  

 濱坂証人は証言台へ。宣誓の後、宣誓書に署名捺印をお願いいたします。  

○証人（濱坂知子君） 宣誓書。私は良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、また

何事も付け加えないことを誓います。令和３年１０月１１日、濱坂知子。  

          〔濱坂証人 宣誓書に署名、捺印〕 
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○議長（新澤良文君） それでは、濱坂証人に質問を行います。  

 まず、ワクチンの取扱いや接種についての研修体制についてお尋ねいたします。  

 ズームによる国や県の会議が頻繁にあったそうですが、統括看護師である濱坂保健

師は参加していましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 私はそのようなズームによる研修会であったり、そういう研

修会には参加したことはありません。  

○議長（新澤良文君） なぜ参加しなかったんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） そのような研修会がいつ行われているかなど、全く知らなか

ったからです。 

○議長（新澤良文君） では、ズームによる研修会等々以外でも、マニュアル等々、

このワクチン接種事業について、事前に何らかの知識を得るための勉強あるいは調

査等々は行いましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） インターネットなど、そういう情報源から自己学習という形

でしか学習できていませんでした。  

○議長（新澤良文君） では、そのインターネット等々は自己学習、どの辺の範囲あ

るいはどの辺の部分について、学習等々されましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） ファイザーから出されてるワクチンの取扱い説明書の一般的

なものであったりとか、あと、薬液充填などの方法等の情報をインターネットから

見て勉強していました。 

○議長（新澤良文君） ファイザーからの情報等々をインターネット等々で学んでら

っしゃったということをお答えいただきましたけども、であるならば、このファイ

ザーのワクチンについては、冷蔵は２度から８度という部分において、あるいは再

冷凍はどういうふうな案件というか、ことが再冷凍に当たる等々の御認識はござい

ましたか。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 冷蔵保存については、２度から８度ということは存じてまし

た。冷凍保存については、冷凍するということがないと思っていたので、冷蔵ほど

詳しく見ていなかったのかなと思います。ただ・・・、すみません。 

○議長（新澤良文君） どうぞ。ただ、いいですか。ファイザーの取扱い等々の管理

等々の文書を読んでいくと、冷蔵の部分は読んで冷凍は読んでないということ自体

が難しいかなと。僕もちょっとマニュアル等々、私が見たマニュアルと証人の読ん

だマニュアルとは違うファイザーのマニュアルなのかもしれませんけども、あそこ

には事細かくわかりやすく、図にもしながら冷蔵あるいは冷凍についての保存方法
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等々は記されてたと思うんですけども、その辺について、冷凍は飛ばして読んでい

たということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 冷凍のところを飛ばして読んでいたわけではなかったんです

けれども、全体を見ていました。ただ、冷蔵庫に入れることが想定されていたので、

特に冷蔵庫のところを見ていたというところで、全般には見ていました。  

○議長（新澤良文君） 統括看護師という濱坂証人のお立場を考えるとね、ファイザ

ーの取扱い説明の中において、冷凍も冷蔵も、今思えば全ての部分において把握し

ていく必要性があったんではないですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 冷凍することはしてはいけないということは、認識はありま

した。 

○議長（新澤良文君） 今おっしゃった冷凍してはいけないというのは、一度、ディ

ープフリーザーから出したワクチンを再冷凍してはいけない、この認識はおありだ

ということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい。 

○議長（新澤良文君） それでは、ワクチンの管理についてお尋ねいたします。  

 家庭用冷蔵庫の購入や家庭用冷蔵庫での薬液の保管、棒温度計のみの温度管理など

は保健センター植山所長の指示であるとの証言がありますが、知っていることをお

聞かせください。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 冷蔵庫購入に関しては、業者の方と保健センター所長が相談

して買ったということは聞いておりました。あと、温度計とか、そのことについて

は植山所長からの指示で購入したとか、そういうことは、私は知りません。 

○議長（新澤良文君） では、この家庭用冷蔵庫を使ってワクチンを保管するという

ことに本町はなったわけなんですけども、この家庭用冷蔵庫でワクチン、薬液を保

管するときは２度から８度、これは必ず管理をされていなければいけなかったとい

う御認識はございましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい、認識はありました。  

○議長（新澤良文君） では、７月２５日、２８日、新聞等々で不適切な温度管理と

いうことが取り上げられたわけなんですけども、この２５日、２８日、この不適切

なと新聞で指摘されてるような事案については、御本人はどう思われました。濱坂

証人。 

○証人（濱坂知子君） ロガーで管理していた、２４時間管理していたわけではない

ので、そのような状況になっていたかもしれないということを考えると、そのよう
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に思います。 

○議長（新澤良文君） あまり濱坂証人ばかり責めるんじゃないですけども、統括看

護師というお立場であるなら、この温度管理等々について、できてなかったという

ことは知っておられて、町民に接種したっていうことになってくるんですが、その

辺はどうなんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） この冷蔵庫で大丈夫なのかなという不安を持ちながらいたこ

とは事実です。 

○議長（新澤良文君） いわゆる大丈夫かなというのは、家庭用冷蔵庫を使ってもい

いということでありますけども、温度管理が必ずできてるという条件付ということ

は御存じやったということであるということでよろしゅうございますね。その上で、

本町においては家庭用冷蔵庫で、温度管理はせずに、そのワクチンを町民に打ち続

けたということに対する不安ということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい。そうです。 

○議長（新澤良文君） 統括看護師の立場で不安だったことを、プロジェクトチーム

なり、あるいは上司なり、執行部なり、これはどうなんですかという助言等々され

るということはお考えにならなかったんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） でも、それ以外の日、１６日の日でも、それ以外のときにも、

これで、この冷蔵庫で大丈夫なんですかっていうことをお伝えはしました。  

○議長（新澤良文君） 誰に、ですか。 

○証人（濱坂知子君） 皆さんが集まっているところだったので、ちょっとはっきり

覚えていませんが、上司の方々がおられたように思います。  

○議長（新澤良文君） 覚えてる範囲で結構ですんで、その場に誰がいらっしゃいま

したか。 

○証人（濱坂知子君） 芦高課長、石尾課長、副町長もおられたように思います。ご

めんなさい。 

○議長（新澤良文君） 町長は。 

○証人（濱坂知子君） 町長は横におられたかもしれないですけど、ちょっと私の記

憶にはないです。それもちょっとあやふやなところなので、思い出すところでは、

そういうぐらいですという程度でしか、ちょっとお答えできません。 

○議長（新澤良文君） ちょっと、きついことも申し上げるかもしれませんけども、

この２度から８度で必ず管理しなければいけないということも御承知だったという

ことで、その上で、本町においては、この２度から８度という管理体制、保管体制
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というのはなってなかったということで不安だったという御自身の思いを、先ほど

証言なさいましたけど、それを幹部職員との会議の中でされたということは、もの

すごく重要なことだなと思うんですけども、それを報告されたときに、その場にい

た人がどういう答えが返ってきて、どういう対応というか、なされたんですか。濱

坂証人。 

○証人（濱坂知子君） まず、そこで業者の方に冷蔵庫を購入した経緯などを聞いた

ときに、これは所長と確認して買ったということを聞いたのもあって、もうそれは

皆さんの中で了解の下、使われるのかなというところで、それ以上、私から申し上

げることはできませんでした。  

○議長（新澤良文君） この７月１５日に、この家庭用冷蔵庫を購入してるわけなん

ですけども、そのときに、ワクチンを保管する前に、データロガーでデータを取っ

ておられます。これはワクチンを保管するのに適しているかどうかということで、

データを取ったと思われるんですけども、このときのことについて、証人は何か御

存じですか。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 購入したとき、購入して冷蔵庫が搬入されて、そこに１度見

に、準備等をしてるときに見に行ったときに、データロガーを入れて測っておられ

るような様子はありました。ただ、誰が入れて、誰が管理する等は知りませんでし

た。 

○議長（新澤良文君） そのデータロガーを入れて、何で入れてということは御存じ

なかったということなんですかね。まず１点、先ほどから繰り返しになりますけど

も、証人は、このワクチンの保管、冷蔵保管という場合は２度から８度っていう温

度で管理しなければ、これはもう大前提やということは承知やということを証言さ

れました。だから、そのデータロガーという機械においてデータを取る中で、これ

が２度から８度保たれてるのかどうかというのが、それ、確認はしてないっていう

ことなのか、してるということなんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） そのデータのことを聞くと、不安定だということを聞きまし

た。 

○議長（新澤良文君） 誰からですか。 

○証人（濱坂知子君） そのとき、ロガーを触っていた江口さんです。 

○議長（新澤良文君） では、そのプロジェクトチームの中では、この冷蔵庫につい

ては不安定な、温度がきちんと管理できてない、温度が安定しない冷蔵庫っていう

情報は共有されてたということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  
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○証人（濱坂知子君） はい、そうです。 

○議長（新澤良文君） それでは、次に、ワクチンを保健センターのディープフリー

ザーから出して、リベルテホールなどへの移送方法についてお尋ねします。  

  先日からの尋問で、ワクチン管理をしている保健センターの植山所長からの情報

提供不足や指導不足により、７月１６日の再冷凍の事故が起こったとの指摘があり

ましたが、どのようにお考えですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） これは、お互いの情報共有であったりとか、少し運ぶ際に、

少しでも声かけ、これは運んだら冷蔵庫に入れてねというような一言でもあれば、

こういうことにはならなかったのかなというふうには思います。ただ、お互い、そ

れを確認するべきであったとは思っています。  

○議長（新澤良文君） では、保健センターからの伝達がきちんとしていなかったか

ら、これを冷蔵保存しないで冷凍保存してしまった。保健センターの責任だという

部分もあるとお考えですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 保健センターだけの責任ではないと思います。お互いの情報

共有ができていないところなので、両方の責任だと思います。  

○議長（新澤良文君） では、先ほどの一番初めの質問に戻りますけども、証人はフ

ァイザーのマニュアル等はお読みになったと、先ほど証言なさいました。その中で、

冷凍については、する行為が及ばないということであったので、冷凍については読

まなかったということも申されました。そして、この１６日、再冷凍事故が起こっ

たわけなんですけども、冷凍についての、通常は冷凍庫から出して冷蔵保存するも

のなんで、冷凍庫に入れないということなんで、冷凍の分はマニュアルを読まなか

ったという証言、それもどうなのかと思いますけども、それもそうなのかという点

もあるんですけども、この今、冷凍されてますよね。だから、先ほどの証言とちょ

っと矛盾するんじゃないですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 全く読んでないというわけではありません。  

○議長（新澤良文君） では、このマニュアルの中にはワクチンを運ぶとき、保冷ボ

ックスで運ぶときのことにも記され、記入はされております。この部分はお読みに

なりましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい、読んでいます。 

○議長（新澤良文君） では、この７月１６日の、先ほど、お互いにミスがあったん

じゃないか、保健センターにもミスがあったし、私自身もミスがあったっていうこ

とを証言なさいましたけども、一方で、保健師のほうからは、情報の共有において
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は事前にどう取り扱っていただいたらいいかということは、それなりに知識を持っ

ておいてくださいということはお伝えしたということ、保健センターのほうはおっ

しゃってるんですけど、そういう観点からしますと、伝達ミスっていうふうには当

たらないんじゃないですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） そのようなことを直接聞いたことはありません。  

○議長（新澤良文君） そもそもの話を申し上げますと、ワクチンの接種統括看護師

という任務に任命、任ぜられてる証人でございますんで、この辺のたかが１５枚ぐ

らいのワクチンのマニュアルについては、認識としてきちんと持っていなければな

らなかったとは思われませんか。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） もっと詳しく知り、また、これでいいのかというのを確認し

ながら、知識を得るべきだったと思います。  

○議長（新澤良文君） だから、証人であるとか藤原証人であるとか、一方の話しか

聞いてない人に、議員とか、あるいはそういう人らにとっちゃ、保健センターがち

ゃんと教えてくれなかったから、伝達してくれなかったから、保健センターが悪い

んやというような極端な見方にもなると思います。そもそも、それは保健センター

と証人やプロジェクトチームとの伝達というのが、それはあったに越したことはな

いんやろうけども、そもそも、これぐらいのことは認識してなければいけなかった

ことだと思われませんか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 思います。 

○議長（新澤良文君） 私は何も保健センターをかばうわけでも何でもないんですけ

ども、保健センターは保健センターで、また、真相を究明していくわけなんですけ

どもね。証言の中で、誰それが言うてくれたらよかったんだとか、伝達ミスだとか

言う前に、御自身の認識不足だという部分も、今、お認めになったんですけども、

そういう観点から、保健師として薬液の移送に関わられた責任について、どうお考

えか聞かせてください。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 冷凍庫に入れてしまうときに、もっと強く止めるべきだった

と思っています。 

○議長（新澤良文君） この件では本町、高取町は二度も三度もミスをしてるわけな

んですけども、一旦、１６日のときに再冷凍してしまったワクチンを、この再冷凍

してしまった事案というのは、全国的に自治体でもたくさん報告されてる、あって

はならないミスなんですけども、されてる中で、これを２１日、町民に接種すると

いう行為、ここは罪深いと思うんですけども、この時点で再冷凍に当たるかもしれ
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ないというワクチンを、これは保健センターのほうから何度も何度もプロジェクト

チームや上司のほうにも、これは町民には接種しないでくださいと進言、諌言があ

ったにもかかわらず接種してしまった。この件について、知ってることをお聞かせ

ください。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） ２１日に使用してもいいっていう報告を受けたのは、石尾課

長からです。松本保健師から、そのことは聞いていませんでした。使用可能だとい

うことをファイザーと県に確認してっていう文書でもいただきましたし、それで、

それ以上、止めるというか、それ以上、私からはちょっと上の方に言うことできま

せんでした。 

○議長（新澤良文君） ここでお諮りいたします。１２時に間もなくなりますけども、

このまま濱坂証人の尋問を続けさせていただきますけども、よろしゅうございます

か。 

          〔「異議なし」の声起こる〕  

○議長（新澤良文君） 私が質問した内容は違って、事前に、２１日までの段階で、

保健センターから、これは再冷凍に当たるワクチンなので使わないほうがいいです

よというような進言等々あったこと自体、証人は知らなかったということなんです

か。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 直接、それを保健センターも問い合わせてるということ自体

は知りませんでした。ただ、１６日の時点で、やはりこれはちょっと冷凍してはい

けないのではないかというところで、ちょっとファイザーに確認したほうがいいの

ではないかということを、藤原保健師と役場に戻って話してました。そしたら、ち

ょうど江口さんが、今、冷蔵庫に入れ替えてきたということを私たちに伝えられた

ので、どこかに確認したのかって聞くと、確認して入れ替えられたということを返

答されたので、そのときは、一旦、帰りました。やっぱりその次の日、土曜日です

が、気になったので、１８日には金曜日に運搬したワクチンを使用しないで、当日、

朝からもう一回取りに行ってもらうのが確実で、今、冷蔵庫に入ったワクチンは県

等に確認してから使用するかを決めてもいいのではないかということを、芦高課長

と参事にお伝えはしました。１８日、当日は朝取りに行ったワクチンを使用したん

ですけれども、その接種業務終了後、会議をしたときに、次の１９日の月曜日に、

松本保健師が県やファイザーに確認してから、ワクチンの使用の、使用できるかで

きないかということを決めるっていうことで、会議で決定されていました。その月

曜日。 
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○議長（新澤良文君） 今、松本保健師って言ったんかな。  

○証人（濱坂知子君） はい。 

○議長（新澤良文君） これ、ちょっと整理して。  

○証人（濱坂知子君） １８日の当日は、朝、ワクチン取りに行ったやつを使ってる

んですけれども、その接種業務終了後に、再冷凍されているかもしれないというワ

クチンの使用についての会議をしました。そのときに、松本保健師も出席されてお

られたので、その使用の、使用できるかできないかというところを松本保健師が県

やファイザーに確認するということで、その会議で決まったと思います。その後、

確認されたのは、あの用紙、大丈夫ですっていう用紙には前田補佐の名前が書かれ

ていましたけれども、それをお伝えに来ていただいたのは石尾課長で、２１日にそ

のワクチン接種できることになりましたっていう報告を受けました。そこで、県や

ファイザーに確認されたんですかっていうことを聞くと、そうですっていうお答え

いただきました。それでもう２１日に使うことになったというふうに決定したから

って聞いて、それ以上はちょっと私のほうでは何も言うことはできず、終わってい

ます。 

○議長（新澤良文君） この業務終了後の会議というのは７月１８日、日曜日、午後

６時からということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい、その会議です。 

○議長（新澤良文君） 出席者は町長、副町長、参事、総務課長、石尾リーダー、前

田サブリーダー、総務課長補佐、濱坂保健師、松本保健師となっておりますが、こ

れでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 総務課長補佐ではなく、総務課長だと思います。  

○議長（新澤良文君） もちろん総務課長も載ってます。総務課長と総務課長補佐と。  

○証人（濱坂知子君） 総務課長補佐は入っておられなかったように思います。私の

記憶では。 

○議長（新澤良文君） では、この席上において、松本保健師のファイザー等々に対

する返事を待って使用するかどうかということは、この席上で決まったという証言

なさいましたけど、間違いございませんか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） その会議では、松本保健師がワクチンに詳しいこともあって

なのか、そういうふうに決定したと、決定してるとなってます。  

○議長（新澤良文君） でも、この２１日に結局打つことになったんですけど、この

松本保健師、この１８日の会議においてはワクチンにも詳しい松本保健師がファイ
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ザーに問い合わせして、その結果をおいて、２１日に使用するかしないかというこ

とを決めたということを証言なさいましたけども、結局、松本保健師がファイザー

等々に問い合わせて、これは使ったら駄目だというような、簡単に申し上げますと。  

  ちょっと読み上げますね。先ほども松本証人に読みましたけども、まず、質問が

違うから答えが違っている部分がございまして、ファイザーから百条調査権発動に

関して証拠、お客様相談室に問合せ、本町から２件の問合せがあった中身において、

議事録はもちろんですけども、簡単に申し上げますと、石尾課長、ファイザーに問

い合わせてるのは石尾課長だとファイザーは言ってます。石尾課長のほうからは、

接種会場にて、ワクチンが入った箱の中の温度は金曜日の夕方にマイナス７０度の

冷凍庫から出し、ワクチンを接種会場へ保冷バッグに保冷剤を入れて配送した。移

動時間は約５分ぐらい。接種会場にてワクチンが入った箱の中の温度はマイナス１

５度より低い状態であることを確認し、マイナス１８度の冷凍庫へ、家庭用冷凍庫

ですね、入れたと。スタッフより再冷凍に当たるのではないかと指摘され、また、

その冷凍から２度から８度の家庭用冷蔵庫に入れ直したと。冷凍庫に入れたり、冷

蔵庫に入れたりということも公表されております。対応は間違ってたのか知りたい

と。間違ってますよね、これ。これ、石尾プロジェクトリーダーがファイザーに問

い合わせた内容でございます。  

  それで、松本保健師のほうからは、マイナス７５度ディープフリーザーから取り

出し、国からもらった保冷ボックスで移送をし、ワクチンを接種会場の冷凍庫に入

れてしまった。今回、４時５分にディープフリーザーから取り出して保冷ボックス

で移送して、冷凍庫に入れたのが５時前後。６時に連絡があり、冷凍庫から冷蔵庫

に移し替えたということがあるんですけども、これ、証人はこの移送には関わって

らっしゃったんですけども、どちらの証人、証言というか、どちらの質問、ファイ

ザーに対する質問内容が正しいんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 私はその時間的なもの、いつ冷凍庫から出された、ディープ

フリーザーから出されて、という時間的なものはちょっとわからないです。ただ、

運んでいる最中にロガーを入れて運んでいるわけではないので、それがマイナス１

６度以下に保たれていたっていうことはどうなのかっていうところは思います。  

○議長（新澤良文君） 温度管理ができてないという部分で、再冷凍はできないワク

チンであったという御認識だということなんですけども、ちょっとしつこく食い下

がるようで申し訳ないんですけども、保冷剤を入れて配送した移動時間５分ぐらい、

この５分ぐらいしかこの保冷ボックスの中に入れてませんよっていうような問合せ
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を、ファイザーに、石尾リーダーのほうがやっているみたいなんですけど、これ、

５分ぐらいなんですか。そうか松本証人がファイザーに問い合わせてる、時間的な

ことはわからないっていうことなんやけども、５分か１０分か２０分かぐらいは、

おおよそわかると思うんですけども、この点についてはどうなんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） ディープフリーザーからワクチンを取り出して、すぐに保健

センターからリベルテに運んだとすれば、距離的なものから言うと５分程度では可

能かとは思います。ただ、そのワクチンがいつの時点で出されているのかっていう

ところは、私はわからなかったのと、あと、はい、そうです。  

○議長（新澤良文君） 御本人は、保健センターのほうには取りには行ってないんで

すか。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 一緒に行ったんですけれども、藤原保健師と前田補佐と、そ

の他の注射器であったり、針であったり、その他の物品の数を数えることをしてい

たので、ワクチンの取引っていうことはしていないので、そこはちょっとわかりま

せん。 

○議長（新澤良文君） では、ワクチンを出した時間というのは、これもう記録に残

っているんですけども、じゃあ、その辺はわからないとしても、保健センターに行

って、何分ぐらい、保健センターにいらっしゃったんですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 注射器とか結構数があったので、１５分以上はいたように記

憶しています。 

○議長（新澤良文君） １５分以上はいた、移動時間が５分ぐらい、簡単に考えても

１５足す５で２０分以上はということで、今、記録残ってる中では、保健センター

に着いてすぐにワクチンを保冷ボックスに入れたという証言もあって、保冷ボック

スから、ディープフリーザーから出した時間は記録されてますんで、それと併せて、

知っとったら、この石尾リーダーの証言が正しいのか、松本証人の証言が正しいの

か。というのは、質問が違うから答えが違うという、ファイザーの人も困ってらっ

しゃるんですよ。高取町、もうどうなってるんですかと。ただ、松本さんの言うこ

とであれば、ファイザーの高橋さんという方なんですけど、松本さんの名前言って

もよかったんかな、ええよな。松本さんの言うことであれば、これは再冷凍に当た

りますと。石尾さんの言うように、保冷ボックス入れてすぐ、もう５分間ぐらいし

か保冷ボックスに入れてないんですよっていうようなことであれば、これは、それ

も必ずその間の温度が必ず確認されてるという前提ですよ、それであれば再冷凍も

可能ですというふうな対応はさせていただきましたということあったんですけども、
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もう簡単にざっくり申し上げます。どっちが正しいですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 私は、もう再冷凍でないかというふうに思います。  

○議長（新澤良文君） では、この再冷凍ということで、ワクチン、１８日の町長も

入った中での会議の中で、松本保健師がファイザー等々の問合せ、その答えを受け

て町民に接種するかどうかということを決定するというような判断に至ったという、

会議の中でのことなんですけども、それはどうして、この松本保健師が問い合わせ

て、回答では駄目だと言われたことが取り入れられなくて、この再冷凍のワクチン、

いわゆる健康被害がどうかということも担保できないようなワクチンを、わかりな

がら町民に接種したというような行為に至ってしまったのか。これ、１８日の会議

の中身と実際に行われた行為が違うというのは、これはどうしてなんですか。濱坂

証人。 

○証人（濱坂知子君） どうしてかっていうの、私にもちょっとわかりません。 

○議長（新澤良文君）  このときの会議の中で、松本保健師の業者に対する問合せ

等々をおいてという判断がなされた。その最終的な判断に至ったことは、この出席

者全員、認識は同じですか。理解してましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 理解しているはずです。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、認識を理解していながら、この松本証人は使ったら

駄目だというような報告を出しているにもかかわらず、再冷凍ワクチンと知ってて、

町民に接種したというような結果になりますけども、これはそうなんですか。濱坂

証人。 

○証人（濱坂知子君） その会議の後のことは、私はちょっと本当にわからないので、

その後にもし違うふうに話を決められたのであれば、石尾課長が聞かれたのかもし

れませんし、その会議後というところは、私はちょっと関与してないのでわかりま

せん。 

○議長（新澤良文君） 関与してない、もう僕はあんまり女性をあれするのは、また

人権やって、またどっかの人に言われるかわかりませんけども、申し訳ないんです

けども、食い下がって申し訳ないんですけども、これ、御自身はマニュアル等々を

読まれていて、再冷凍ワクチンは接種したら駄目だということは認識があったとい

うことが１点じゃないですか。この１６日に移送したワクチンというのは、これ、

再冷凍ワクチンやという認識もあったっていうことじゃないですか。だから、この

再冷凍ワクチンを認識もおありの中で町民に接種するということ、最終的な判断は、

ここには町長もいらっしゃったんやから町長や執行部がしたんやろうけども、ええ
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ことか悪いことかという判断ぐらいはわかりますよね。これ、だから、私が申し上

げてるのは、何が再冷凍ワクチンに当たる事案なのかということも承知されてる、

そして、この１６日に運んだワクチンは再冷凍に当たるという御認識もある。それ

を２１日に町民に接種したと。御自身、濱坂証人自身は、この再冷凍ワクチンを知

ってながら町民に接種したっていうことはわかってらっしゃるという結果になるん

ですけども、それでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） もっと、そのときにやはり違うっていう、もう一度確認する

べきだということであったりとかを言うべきだったとは、今、思っています。  

○議長（新澤良文君） 後悔されてるという意味ですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） もっと強く言えていればということと、あと、この県やファ

イザーに確認するときに、もっと証人というか、みんながいるところで、みんなが

聞いた状態で確認するべきだったのではないかと思います。  

○議長（新澤良文君） 加えてお尋ねしますけども、この２１日の接種業務には御自

身は当たっていらっしゃいましたか。濱坂証人  

○証人（濱坂知子君） 当たっていました。 

○議長（新澤良文君） ９月２９日に提出を受けた情報提供シートについて、用紙の

左側はワクチン管理者である保健センターで記入し、受け取りの署名を受けておら

れます。同行された濱坂保健師のお考えをお聞かせください。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） ２１日に、すみません、もう一度。  

○議長（新澤良文君） ９月２９日に提出を受けた情報提供シート、いわゆる、情報

提供シート、ちょっと後ろ見ていただいてもいいですか。これは承知されてます。

この情報提供シートに記載されている受取人のサインは、石尾リーダーになってい

ますが、この石尾証人、石尾リーダーのほうの尋問の中で、本数と日にちは見てま

すけども、温度は見えませんでしたというような証言をされてるんです。もう一度、

見ていただいたらわかるとおり、本数と日にちを見たら温度はわかるというように

なってるんですけども、どう見てもこれ、温度を見ない方法が見当たらないんです

けども、これについてはどうお考えですか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） サインと日付と入れるときに、どこに入れたらいいかという

のは、そんな頻繁にやってなければわからないから、全体をざっと見ながら記入は

するはずだとは思います。  

○議長（新澤良文君） 私が申し上げたいのは、この温度というのは融通元接種施設

での保管温度というところと移送温度というところにチェックがなされてるんです。
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だから、この真ん中のところに日にちあるいは時間、本数っていうものを書いてい

るんですけども、この日にちや時間や本数をチェックしてるのに、温度はチェック

してないという表現を石尾証人はされてるんですけども、これはどうお考えですか、

一緒に御同行された濱坂証人は。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 温度を確認してないというのは、その表のことですか。  

○議長（新澤良文君） そうそう、ちょっともう一回見ていただく。  

これは見てみましたけども、これは見てないと、知りませんでしたという証言をし

てるんです。あり得ますか。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 見てると思います。ちょっと人によって、ちょっと何とも言

えないんですが、普通だと見ておられるのかなというふうに思います。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、統括看護師というお立場の上でお尋ねします。  

 これ、情報提供シートを、融通元接種施設名、保健センター、融通先接種施設名リ

ベルテホール、そして受取人、石尾等々の記入をされてるんですけども、この書類

にはきちんと受取人サインあるいは受渡しのバイアル数、受け渡したロット番号に

署名するようになってるんですけども、あわせて温度についてもチェックがなされ

てるんですよ。これは温度についてのチェックはしなくてもいいとお考えですか、

しなくては駄目だと、認識の中で、御自身の認識において。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 温度を確認する必要はあるとは思います。  

○議長（新澤良文君） では、次に、新たに６月１３日の地域交流スペースでの接種

についても、再冷凍があったとの報告がありましたが、濱坂保健師はどういうお立

場で、この日、勤務されておりましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 地域交流スペースでは、私は予診受付担当ということで、先

生の予診に行く前の予診のチェック等をしていました。  

○議長（新澤良文君） 当日、冷凍庫から薬液を出されたのはどなたですか。濱坂証

人。 

○証人（濱坂知子君） 冷凍庫から出したということは知らないんですか、いつも冷

蔵庫から薬液を出しているということなので、冷凍庫から出したということはちょ

っと私、誰がとか、冷凍庫自身はちょっとあることすら知らなかったので、わかり

ません。 

○議長（新澤良文君） じゃあ、このときに、ほんなら、冷蔵庫でも結構です。冷蔵

庫、この業務、ワクチンを保管場所から出すという業務は誰が当たってられるんで

すか。濱坂証人。 
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○証人（濱坂知子君） 薬液充填の看護師の方が、冷蔵庫から必要分のワクチンを取

り出して充填するというふうにしていました。  

○議長（新澤良文君） この６月１３日は、どなたがされてたんですか。  

○証人（濱坂知子君） パートの看護師さんです。  

○議長（新澤良文君） 平成記念病院というか、へいせいたかとりクリニックにパー

トで来られてる看護師さんということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 高取町が雇った看護師です。  

○議長（新澤良文君） では、これ、地域交流スペースでの接種においては、何か医

療機関等々へ指導を徹底しますというような、先日、記者会見等々なされたんです

けども、高取町の事業で高取町が雇ったアルバイトの人が、この薬液を保管場所か

ら出していたということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 運搬は職員のほうがしていましたが、当日、使用するワクチ

ンの必要分を冷蔵庫から出してっていうのは、看護師がやっておりました。  

○議長（新澤良文君） これも百条調査が始まってから、６月１３日について、再冷

凍の事象があったということで発表があったわけなんですけども、６月１３日の事

象について、百条委員会が始まってから、この件については冷凍庫から出したかど

うか、御本人は冷蔵庫だと思ってらっしゃったということなので、御認識がなかっ

たということでよろしゅうございますか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） はい、そうです。 

○議長（新澤良文君） 実際は、この日は冷凍庫からワクチンを出しております。そ

れを、先日、町長をはじめ執行部が記者会見でおわびされてたわけなんですけども、

こんなことが度々ある中で、高取町はほかにも隠蔽しているのではないかと住民の

皆さんは不安に思ってらっしゃいますけども、濱坂証人は、ほかに何かこのワクチ

ン等々の事案について、隠蔽あるいは気になること、ちょっとこれ、心配やなとい

うようなことございませんか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 今の時点ではありません。  

○議長（新澤良文君） これもワクチンというのは本当に健康被害、町民の命にも関

わることでございます。先ほども松本保健師のほうにも言わせていただきましたけ

ども、今後、何かお気づきのことであるとか、あるいは思い出したことであるとか、

そういうことがございましたら、上司あるいは議会あるいは感染対策本部のほうに、

きちんと公にされる場所に報告していただきたいと思います。お願いいたします。  

 濱坂証人に対するほかの議員さんの質問をお受けいたします。何か御質問のある方、
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いらっしゃいませんか。西川議員。  

○２番（西川侑壱君） ごめんなさい、僕のほうから１点だけ。確認も含めてなんで

すけど、濱坂証人が統括看護師に指名されたのっていつでしたか。前になんか話な

さったのか、ちょっとごめんなさい、僕、記憶なくて申し訳ない。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 地域交流スペースの接種が終わって、リベルテでの集団接種

が始まるようになってからです。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） ということは、今言った６月１３日の案件というのは、統括

看護師の立場だったんですよね。ごめんなさい、聞き間違えてて申し訳ない。そう

なんですね。ちなみに、リベルテで接種始まる以前に、どれぐらいの日数があった

かとかっていうのは記憶にありますか。指名されてから、１８日から接種スタート

してると思うんですけども、例えば何日前に指名されたかとか、何日前にそういう

辞令が下ったというのを覚えてはりますか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） すみません、ちょっとはっきりとは覚えてないんですけれど

も、そんなに、リベルテで始まるすごく前っていうわけではなかったように思いま

す。ちょっとごめんなさい、いつっていうところは覚えてないです。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） わかりました。ズームの勉強会等があったのを、ちょっと何

日にあったかとかって、僕も確認してないんでわかんないですけど、それもそうい

う時間が取れたんかどうかというのをちょっと確認するために聞かせてもらいまし

た。すみません。 

○議長（新澤良文君） ほかにいらっしゃいますか。谷本議員。  

○３番（谷本吉巳君） １点だけお伺いします。統括看護師の業務内容について、ど

なたかから説明はありましたか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 具体的にはなかったので、これは何をする役割ですかってい

うのをお尋ねしたかと思います。そのときも、医療職としてのマニュアルがあるこ

ともなかったし、自分の中で確実にこれをというところでお伺いすることが、答え

がちょっとわからない状態でした。保健師３人とその辺で何をするんだろうという

お話をしていた記憶があります。 
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○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） そうしますと、統括看護師としての業務内容、職務、職責が

明確でないまま、一応、辞令書で受けられたと。辞令が出て受けられたと。濱坂証

人が独自でインターネット等から勉強されて学習されたと。最低限の知識を得られ

て、統括看護師としての職務を遂行されたということでよろしいですか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 辞令等はもらっておりません。今おっしゃったように、自分

でもわかる範囲で調べたりとかっていう学習でした。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 業務を遂行するに当たって、当然、不安があったと思うんで

すけど、そういう思いが何かありますか。辞令もなく、業務内容も書面でもなく、

業務を遂行するに当たっての率直な感想をお述べください。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 誰かがこの部分を担う、統括であったりとか、看護職がする

部分というのを担わないといけないっていうのを思っていたので、不安ももちろん

あったんですけれども、何とか業務をしていかないといけないのかなというふうな

形で取り組んでました。 

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 最後に、どなたから任命されましたか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 任命という形ではなかったと思います。動員表という形で、

誰がどこっていうことで知らされて、という形で業務に入っていくように記憶して

ます。 

○議長（新澤良文君） いいですか、もう。 

○３番（谷本吉巳君） ありがとうございました。終わります。  

○議長（新澤良文君） ちょっと最後に１点。統括看護師って、何か立派な重々しい

名前なんですけども、本町においても統括看護師って、言い方悪いですけども、給

食当番ぐらいの感覚であったんですかね。何も任命もされてない、責任もない、そ

れぐらいの感覚なんですかね、言葉は悪いですよ。責任も持たない、あるいは統括

看護師っていうお名前はいただいてるけども、責任もないし、また、責任っていう

部分も与えられていないという部分も、申し上げますとね、私ちょっと下品で例え

方が合わへんかもしれませんけど、本当に認識として、それぐらいの認識というか、



 

－５５－ 

ほかに例えようが私の中では思い当たらないんですけども、それぐらいの感覚です

かね。いや、リベルテホールでの接種体制は、初めは植山所長や松本保健師が出勤

する場合は、植山所長や松本保健師が統括看護師となっていたようですが、後日、

保健センターの保健師２名を外して、濱坂、藤原保健師を中心にシフトを組み直し

たとお聞きしております。濱坂保健師は、統括看護師を受けられたとき、そういう

ことに関しましてもどうお考えだったのか。なぜシフトが組み直されたと思います

か。濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 事前に保健センターの方が、そのシフトを出しておられると

か、そういうことは知らなかったのと、あと、私自身、お手伝いというか、業務で

きる日があるならば手伝いますっていうことはお伝えしてました。初めにそうやっ

て保健センターが出されていて、というところはちょっと私も知らなかったので、

もうそれをもらったときには、ああ、保健センターの方は忙しいのかなとか、都合

が悪いのかなというふうに思っていました。  

○議長（新澤良文君） これ、ちょっと植山証人のときに質問させていただこうと思

ってたんですけども、このシフトについては、事前に出ていたシフトから全て外さ

れたというような話、証言が、それも植山証人というか、ほかの議員さんとも情報

を共有したいんで、その辺は押さえときますけども、そういう経緯があるみたいで

ございます。最後に、統括看護師の責任については、石尾リーダーから何か説明は

されましたか。濱坂証人。  

○証人（濱坂知子君） 特にされていないです。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 今後のこともありますので、再確認ということで確認させて

もらいます。今日の証言で、２１日の再冷凍した、破棄しなさいというワクチンを

投与したことについて、温度に不安ながら使用したということを証言されました。

前回、文書での、濱坂さんの内容でも、何が正しいのかわからなくなったと、みん

なで同席の場所で聞いていたらそれがなかった。これも反省と取れる弁であったと

思います。今日でも同じ認識かどうか、それ、まず確認させてください。  

○議長（新澤良文君） 質問の内容がわかりづらいみたいで、ちょっともっとわかり

やすく質問。 

○１番（森川彰久君） ２１日に破棄しなさいというワクチンを使用したことについ

て、自分なりにも不安を持っておられたのか、何が正しいのかわからなかったと、

前回、証言されておりますので、今でもその当時の認識と同じであるかというのを
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確認させてください。 

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 先ほども皆さんがおっしゃっておられるように、質問内容が

違えば回答も違うというところで、そこで、ちょっとどうなんだろうというところ

が私の中でも思うところです。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） なぜ、それをお聞きするかといいますと、これ、９月２８日

付で、中川町長から、ワクチン接種事案に対する検査等の検討会開催についてが、

参加者のメンバーが町長、副町長、関係課長、保健師、この保健師いうのは濱坂証

人も入ってるんですね。 

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 私は入っていないかと思います、そこには。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） ということは、保健センターの方ですか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） そうですね、その後は保健センターの方です。そうです。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 入ってない。 

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 入ってないです。会議ではないですよね、１８日の会議には

いてましたけど。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） ９月２８日。 

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 私は、ちょっといてないんで。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） ごめんなさい。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） ９月２７日。 

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 入ってないです。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 
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○１番（森川彰久君） この保健師いうのは、どなたと思われますか。  

○議長（新澤良文君） 濱坂証人。 

○証人（濱坂知子君） 私でなければ、保健センターの保健師の方かなと思います。

あと藤原保健師か、私以外の保健師になるかなと思うんで、ちょっと誰っていうの

わかりません。 

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） じゃあ、統括保健師がこの会議に参加されないのは、今お聞

きして、あれっていう、さらなる疑問が湧いたのと、こういう事案が起こって、新

たな取決めをいろいろ、これ、７項目か検討されておる中で、最初にお聞きした質

問は、疑問であったが言えなかったというような体質、体制、風土がこの会議にお

いても、同じようなことでないようなことを願って質問させていただいてます。だ

から、濱坂さん出ておられなかったら仕方がないですな、終わります。  

○議長（新澤良文君） ちょっと最後に、気になった点があったので、申し訳ないで

すけども、質問が違えば回答が違うっていうことをおっしゃいました。それはもう

そのとおりだと思うんですけども、濱坂証人は、今日のこの尋問の中で、御自身も。

（発言する者あり）静粛に。 

御自身もワクチンについては、再冷凍ワクチンについては、１６日の移送について

もそうですし、そして、この再冷凍ということ、知識もあって、認識もあって、そ

の上で御自身は不本意ながら７月２１日に、この再冷凍ワクチンを町民に接種する

従事に関わってしまったということを先ほど証言されたんですけども、だから、そ

の考えが、質問が違えば答えが違うっていうのは、もう違う段階に来てまして、御

自身は認識もあったということで証言なされたんですけども、これは先ほどの証言

を確認の上でお尋ねしますけども、こういうことでよろしゅうございますか。濱坂

証人。 

○証人（濱坂知子君） はい、そのとおりです。  

○議長（新澤良文君） それでは、これで濱坂証人の尋問を終わります。  

 ちょっと休み時間短くなりますけど、申し訳ない、１時半から、藤原保健師の尋問

を始めます。 

          午後 ０時４７分 休憩 

          午後 １時３３分 再開  

                                     

○議長（新澤良文君） それでは、再開いたします。  
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 次に、藤原保健師、証言台のほうへ。宣誓の後、宣誓書に署名捺印をお願いします。 

○証人（藤原香織君） 私は良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、また、何事も

付け加えないことを誓います。令和３年１０月１１日、藤原香織。  

          〔藤原証人 宣誓書に署名、捺印〕 

○議長（新澤良文君） それでは、藤原証人にお尋ねいたします。  

 ワクチンの取扱いや接種についての研修体制についてお尋ねいたします。ズームに

よる国や県の会議が頻繁にあったそうですが、統括看護師である藤原保健師は参加

していましたか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 統括看護師になったのは７月の中頃過ぎに知らされましたの

で、また、それはリベルテで行うときの担当であって、それ以前は総括の役割はご

ざいませんでした。保健センター、住民課のほうではワクチン担当になっておりま

せんでしたので、そういう情報は一切入ってきませんでした。  

○議長（新澤良文君） まず、ワクチンを担当されるに当たって、どういった学習あ

るいは知識を得るための情報収集をされましたか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） まず、地域交流スペースに、経過観察を行う担当となりまし

たので、インターネットなどで救急対応等を、ほかの市町村のマニュアルなどを確

認しながら学びました。 

○議長（新澤良文君） では、今回のいろんな事故等々があったのですけども、その

いろんな事故、再冷凍あるいは針刺し事故の疑い等々の事案についての御認識はお

ありになりましたか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 針刺し事故などは基本的な医療事故ですので知っていました

が、いつ起こったなどは、周りの人から聞いて知ることになりました。冷凍につい

ては、再冷凍という、冷凍するということと再冷凍という認識はありませんでした。

ただ、ワクチンは冷蔵庫に入れるという知識はありましたので、それ以外のことは

いけないことだという認識をしていました。  

○議長（新澤良文君） 再冷凍については御認識があったということでよろしゅうご

ざいますか。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 松本保健師から再冷凍に当たるということを教えていただき、

そこで初めて認識しました。  

○議長（新澤良文君） 先ほど、御自身の証言の中でワクチンを取り扱うに当たって、

他の自治体等々のマニュアル等をお読みになったというお話なんですが、どういう

部分に関して知識を得て勉強なされたのかお聞かせください。藤原証人。 
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○証人（藤原香織君） 先ほど申しましたように、地域交流スペースでは経過観察で

したので、救急対応など自分の担当しているところについて、自己で勉強しました。

リベルテホールで担当するに当たっては、ワクチンの充填の仕方のところは地域交

流センターでは担当になっていなかったので、充填方法等の扱いのところを勉強し

ました。運搬に当たっては担当になっていなかったので、特にそこを深く自己で勉

強するということはしておりません。  

○議長（新澤良文君） 逆にお尋ねしますけども、統括看護師という御認識の中では、

そんなに責任は感じておられるのかどうかはわかりませんけども、役割、あるいは

ワクチン接種に従事する者として、そんなにワクチン接種についての知識がなく従

事することに不安はなかったですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 前回でも証言したように、役割など具体的に何も決まらない

まま統括看護師というところの役割を担っていたので、不安があったと申しました。  

○議長（新澤良文君） 不安があったら勉強したらええだけのことじゃないですか。

藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 当たっている部分については、自己で勉強いたしました。ワ

クチン運搬については、当たっているという認識がありませんでしたし、ワクチン

運搬をするような形になったのは、７月２０日以降でした。  

○議長（新澤良文君） いやいや、医療に携わってる者として、私自身でもそうです

けども、マスコミ等々の中で、例えば温度管理が２度から８度までしか駄目だとか、

再冷凍は駄目だとか、そういう認識っていいますか、知識というのはあるんですけ

ども、それぐらいのことは御理解なさってるんですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） ワクチンの保管と扱いについては、自分が担当する範囲であ

ったので、２度から８度というところまでは理解しておりました。  

○議長（新澤良文君） せやから、回りくどい。さっきから自分の担当するところと

か、担当しないとことか、そんな言い方されてるんですけども、せやからじゃあ、

この２度から８度のワクチンの保管っていうのは認識されていたっていうことでよ

ろしゅうございますね。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 認識していました。 

○議長（新澤良文君） じゃあ、それに基づいて質問します。ワクチンについてお尋

ねいたします。家庭用冷蔵庫の購入や家庭用冷蔵庫での薬液の保管、棒温度計のみ

の温度管理などが保健センター植山所長の指示であるとの証言もありますが、知っ

ていることをお聞かせください。藤原証人。  
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○証人（藤原香織君） 家庭用冷蔵庫であるということは、リベルテホールの準備を

していた日ですね、ちょっと日にちが定かでないんですが、１５日か１６日に初め

て、家庭用冷蔵庫が入っているのを見ました。そこで、びっくりして、江口さんな

どに家庭用冷蔵庫がなぜ入っているかということについてお尋ねしました。そこで、

植山所長が家庭用冷蔵庫でよいということを御発言したということで、家庭用冷蔵

庫の購入になったっていうことをお聞きしました。また、ヒトコムの大向さんがい

らっしゃったので、そのときにお聞きすると、保健センターの植山所長が家庭用冷

蔵庫の中でもワクチンが、吸ったワクチンが１０個のトレー入るぐらいの大きさの

ものにしてほしいというふうなことも発言されていたということで、保健センター

がそういう判断をされたのであれば、少しそこで安心した記憶があります。  

○議長（新澤良文君） では、温度管理についてお尋ねします。先ほど、証人は２度

から８度の温度管理が、このワクチンには必要やということは知識としておありと

いうことを証言されましたけども、この家庭用冷蔵庫について、きちんと温度管理

がされていたかどうかということは御承知ですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 初めて冷蔵庫にデータロガーが入っているのを見たときに、

マイナス６度であったので、この冷蔵庫で大丈夫なのかという不安を持ったのと、

あと家庭用冷蔵庫ということを初めて聞いたときに、一般的な自分の今までの経験

から、冷蔵庫に霜が降りているなどの現象がある場合を見たことがあるので、家庭

用冷蔵庫には不安があり、また、実際にマイナス６度という温度も見ましたので、

そのことについては江口さんやほかの上の方に、前田サブリーダーなどに、心配な

ので確認しました。あとは、保健センターの松本さんにもお話をしましたところ、

冷蔵庫が来た当初は温度が安定しないので、少し温度管理を見たほうがいいという

ふうに助言されているということをお聞きしたので、その後の経過を今後見ていか

れるのかなと思いました。  

○議長（新澤良文君） では、この家庭用冷蔵庫は温度管理できていないという認識

だったということでよろしゅうございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） どこまでできていないという、買った当初の温度を見ていた

ときはできていないと思いました。  

○議長（新澤良文君） 逆に申し上げると、温度管理ができているという証拠という

か、そういう確認は御自身はなさっていないということでよろしゅうございますか。

藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 家庭用冷蔵庫を使っておられるときに、どのように管理をし
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ているのかというのを尋ねますと、棒温度計をワクチンの仕事中などに確認したほ

うがいいっていうことは、皆さんと話をしているときに情報を得ました。その中で

は、特に温度が変化、大きく変わるようなことはないところで進んでいるというこ

とをお聞きしたので、冷蔵庫が一定になっているのではないかというふうに思って

いました。 

○議長（新澤良文君） では、御自身の知識の中で、データロガーについてはどれぐ

らいの知識をお持ちなんですか。データロガーというのはなぜ必要かとお考えです

か。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） データロガーの存在は、冷蔵庫でマイナス６度を見たときに

初めて知りまして、温度を測るもので、それのデータを蓄積するものだとお聞きし

たので、温度を正しく管理するものが冷蔵庫につけてもらえているのかなと思いま

した。 

○議長（新澤良文君） 冷蔵庫の温度を管理するのがデータロガーっていう御認識が

あったということでよろしゅうございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） はい。 

○議長（新澤良文君） そんな中で、新聞等々の報道でもあったように、この家庭用

冷蔵庫、そもそも植山所長あるいは松本保健師等々が、この家庭用冷蔵庫を使って

もというような話の中で、厚生労働省からも言われてることの中で、温度を必ず管

理できるのであればっていうことを証言なさってますが、これは聞いたことありま

すか。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） そのことについては、大分、後になってから、保健センター

の方かプロジェクトチーム、保健センターの方ですか、松本さんがそのようにおっ

しゃっていたので、それで知ることになりました。  

○議長（新澤良文君） このワクチンというのは２度から８度で温度管理しなければ

いけないという御認識はおありやということを証言なされましたけども、棒温度計

ではこのワクチンを２度から８度で２４時間管理なんかできないんじゃないですか。

藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 私もその点については不思議に思いましたので、保健センタ

ーの、また、棒温度計は植山所長がこういうのもあるよということでお話しされた

ということをお聞きして、また、それは本当かどうかと不思議に思いましたので、

松本保健師にそんなような発言があったのかということと、冷蔵庫は本当に使って

いいのかというところで尋ねて確認しました。  
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○議長（新澤良文君） 植山保健師から直接、棒温度計使ってもいいよということを

お聞きしたということですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 棒温度計のことをお聞きしたのは、江口さんや、あと何人か

から、あとは覚えてないんですけど、植山所長かに確認、尋ねてみたっていうこと

はお聞きしたので、本当かなというところで松本さんに聞いてみました。  

○議長（新澤良文君） では、御自身の知識の中で、棒温度計では２４時間温度管理

できないって、これはわかりますよね。その中では棒温度計でどうやって２４時間、

温度を管理、誰それが言うたからいいとかじゃなしに、御自身の考えとして、どう

お考えですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 自分の考えでは、２４時間管理できない棒温度計がなぜ使わ

れるのかということで、おかしいという疑問を持っていましたが、どこかでそれを

判断したところはあるのかなと思いましたので、それは事実としてお聞きしました

ところ、御所市のほうの１医療機関でそういう例、家庭用冷蔵庫で棒温度計等を入

れて管理しているということのお話を、松本保健師から聞きまして、そういうこと

もあるのかなというところで、少し安心してしまったところはあります。  

○議長（新澤良文君） そもそもデータロガーがあるのに、なぜ使わなかったのかと

いう単純な質問についてお尋ねします。御自身はどうしてだとお思いですか。藤原

証人。 

○証人（藤原香織君） データロガーがやっぱり心配でしたので、江口さんと一緒に

過去の温度がどうなっているのか見せてほしいということをお願いして、パソコン

で見せていただくと、あまりにも温度が不安定だったので、ああ、これは冷蔵庫が

新しいからなのか、データロガーが壊れているからなのか、ちょっと私には判断で

きないので、一度、データロガーも新しいものに変えてもらうか、間違ってないよ

というところを確認を保健センターに相談してはどうかというところをお話ししま

した。 

○議長（新澤良文君） それは江口に相談したということでいいですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） はい。 

○議長（新澤良文君） データロガーの数字等々が信用できない、本町にはデータロ

ガーは４台あったということは御存じですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 知りませんでした。 

○議長（新澤良文君） では、次に、ワクチンを保健センターのディープフリーザー

から出して、リベルテホールへの移送方法についてお伺いします。先日から、尋問
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でワクチン管理をしている保健センターの植山所長からの情報提供不足や指導不足

により、７月１６日の再冷凍の事故が起こったとの、そういった考えをされている

方がいらっしゃると思うんですけども、そういう発言もあるんですけども、御自身

はどうお考えですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 私はその発言と考えはしておりません。プロジェクトチーム

と対策本部と保健センターがワクチンで担当でチームとなってやっていく中で、そ

れぞれがやはりきちっとそういうところは把握してする、把握しとくべきだと思い

ますし、また、あとはワクチンを運ぶという点ではマニュアルやルールさえきっち

りしていれば、誰でもできることでしたので、担当などをきちっと決めるなどをし

て実施して、また、担当者以外がする場合はきちっとそこをお伝えするなどの体制

を取っていればよかったのではないかと思います。私もワクチンを運ぶことはずっ

とやっていなかったんです。そこで初めて、濱坂保健師が取りに行けないときに行

ってほしいということでお願いされたときは、やはり今まで運んでいた方に、どう

したらいいかなど、保健センターの方にも、この部分は知らないのでやってほしい

ということでお手伝いをいただいて、注意点などを聞いて、初めてのときは運んだ

記憶があります。 

○議長（新澤良文君） 具体的に濱坂保健師と別で運んだっていう、具体的にどうい

った日にちというのは、ご自身は覚えてますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 初めて、たしか運んだ日が、２１日の日に。  

○議長（新澤良文君） 何月。 

○証人（藤原香織君） ７月２１日の日は再冷凍になると言われている、そのワクチ

ンを前もってあるので、あと足りない分だけを持っていくっていうところで、濱坂

保健師はもう既に従事しておられるので、私に連絡が総務課、どこから、プロジェ

クトからか来て、保健センターに取りにいって足りない分を持ってきてほしいと確

か言われた日があったと思います。  

○議長（新澤良文君） ７月２１日っていうことですね。７月１６日のワクチンは、

その疑義がある、問題のワクチンについては、御自身は関わっておられませんか。

藤原証人。 

○証人（藤原香織君） そのときはワクチン運搬ではなく、ワクチンを運搬するとい

うところにいなかったので、ワクチンの移動方法などについて詳しく知りませんで

したし、そのときは、なので、石尾課長さんがワクチンをディープフリーザーから

取り出したりしていただいてました。あと、ほかの注射器などを一緒にこれだけを
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数えてくださいというところで、一緒に数えていました。  

○議長（新澤良文君） では、この７月１６日、ワクチンの移送等々には関わってな

いということでございますけども、ワクチン移送をされた方と同行はされてるとい

うことでよろしゅうございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） はい、役場に帰っている途中で、公用車が止まり、一緒に行

ってほしいということで、保健センターに取りにいったので同行しています。  

○議長（新澤良文君） この保健センターでの滞在時間はどれぐらいおられたんです

か。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 滞在時間をしっかり記憶はしておりませんが、すぐに出て、

取りにいって出ていったという記憶はございません。初めて注射器なども数えると

いうところで、ちょっと時間がかかったように思います。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、５分程度の時間ではなかったということでよろしゅ

うございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） ５分とか、そのはっきりした時間に関しては、時計は見てい

なかったので、はっきりお答えすることはできません。  

○議長（新澤良文君） では、ファイザーから、７月１６日の移送について関わって

いらっしゃったとは言いませんけども、同行されていたということで、ちょっとフ

ァイザーから百条調査に基づいて問い合わせた質問等についてお尋ねいたします。  

 先ほども濱坂証人のほうからも聞かせていただいたんですけども、まずは常識とし

て、質問が違えば答えが違うというのは、これはもう当たり前のことで、ファイザ

ー社に問い合わせたところ、恥ずかしながら本町からは２件の異なった質問が入っ

ておりました。これはファイザーのお客様相談室に来た質問事項を議事録に起こさ

れたものを、証拠として提出させたもんなんですけども、まず、高取町役場の石尾

様から、少し読み上げます。金曜の夕方に、マイナス７０度の冷凍庫から出し、ワ

クチンを接種会場へ保冷バッグに保冷剤を入れて配送した。移動時間は５分ぐらい。

接種会場にて、ワクチンが入った箱の中の温度がマイナス１５度より低い状態であ

ることを確認し、マイナス１８度の冷凍庫へ入れた。スタッフより再冷凍に当たる

のではないかと指摘され、また、２度から８度の家庭用冷蔵庫に入れ直したと。対

応は間違っていたのか知りたい。間違っていた場合、ワクチンを使用できないため、

正しい対応について知りたいというのは、高取町、石尾様から電話が入ったという

ファイザーの回答でございます。  

 それについてのファイザー側の回答は、ファイザー株式会社コミナティ製品担当者、
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マイナス１５度より低い温度が保たれていたということですので、マイナス１５度

からマイナス２５度であれば冷凍されておりますので、冷凍庫での保管で大丈夫で

す。文書を、２０２１年７月、本来はマイナス９０度からマイナス６０度から、マ

イナス２５度からマイナス１５度に移し、１回に限り、再度マイナス９０度からマ

イナス６０度に戻し保存することができます。２.冷蔵保存については、２度から

８度に戻されたということですので、再冷凍はできません。３１日の間に御使用く

ださいというような回答がされています。  

 一方で、松本さんもファイザーのほうに問い合わせておられます。こちらのほうは、

マイナス７５度、ディープフリーザーから取り出し、国からもらった保冷ボックス

で移送し、ワクチンを接種会場の冷凍庫に入れてしまった。今回、４時５分にディ

ープフリーザーから取り出して保冷ボックスで移送して、冷蔵庫に入れたのが５時

前後、６時に連絡があり、冷凍庫から冷蔵庫に移し替えた。もしかしたら町役場か

らは取り出したのは５分ぐらいだと言ったかもしれないが、町役場がファイザーに

問い合わせた際に冷蔵で配送し、冷凍庫に入れたものを使用しても大丈夫だと言わ

れたらしい。本当か。そして、保冷ボックスの温度は２度から８度で間違いないか。

そして、町役場はどのような問合せをしたか教えてほしい。  

 これにつきまして、ファイザー株式会社コミナティ製品担当者が回答してまして、

文書上、解凍後は再冷凍しないことと注意喚起しております。コミナティの凍結融

解に関する安定性は確認されておりません。なお、本剤を再冷凍した場合の使用可

否につきましては、承認された用法、容量以外で用いた際の体内動態や安全性及び

有効性の検討を行っておりませんので、適正使用の観点から、弊社としては推奨し

ておりません。次に、保冷ボックスがどのような温度帯になるか、弊社では情報を

持ち合わせておりません。次に、個人情報のため、お伝えできかねますというのは

ファイザーの回答だったようなのですけども、簡単に申し上げますと、高取町役場

の石尾さんからは、保冷ボックスに入れて、すぐに移動を、５分ぐらいの移動した

と。そして、ワクチンの温度がマイナス１５度より低い状態であることを確認し、

マイナス１８度の冷凍庫へ入れたっていう質問と、そして、松本保健師のほうは、

ワクチンを４時５分にディープフリーザーから取り出して保冷ボックスで移送して、

冷凍庫に入れたのは５時前後というふうな回答があったんですが、これ、５分なん

か、簡単に申し上げますと、５分なのか、御自身もこのワクチンをいつ入れたかと

かいうことは認識がないということで、だったんですけども、大体感覚的に、注射

器を御自身は数えてらっしゃったりとか、そういう諸々の行為を、行為というか業
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務というか、仕事をなされとったということなんで、大体、時間というのはおおよ

そでもわかるはずなんですけども、大体この滞在時間というのは何分ぐらいおられ

たんですか。この２つの異なる質問に対して、どちらのほうが正しいと、どちらが

正しいとは言えないまでも、滞在時間はどれぐらいおられたかということをお答え

いただけますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） ワクチンを数えていたところの時間は不明確だったんですが、

その後、到着してから、リベルテに到着してからもどうするかっていうところで話、

いや、大丈夫ですかっていうことで大分言ってた時間があったので、それを、後か

らですが、５分っていうふうにお話ししていたというところをお聞きしまして、５

分ではないなというところで、それであれば、松本保健師のほうがきちっと出た時

間までを把握されているので、そちらのほうが正確性が少しなりともあるんではな

いかと思いました。 

○議長（新澤良文君） 御自身の認識の中で、この今回の１６日のワクチンについて

は、そういうことであれば、再冷凍ワクチン、再冷凍してしまった、事故にあたる

ものか、あるいはプロジェクトチームが主張するように、問題ないワクチンであっ

たとお思いなのか、どちらだと思いますか。藤原証人  

○証人（藤原香織君） 今、全ての事実を知ったところでは、使うべきではないとい

うふうに思います。 

○議長（新澤良文君） では、もう１件、お昼の間にちょっと県のほうに、これも県

のワクチン室の松井さん宛に、これもちょっとプロジェクトチームの主張とは違っ

て、高取町新型コロナウイルスワクチンプロジェクトチームの石尾さんという人か

ら電話が入った。あと、松本さん、異なる質問が入ってるというわけで、これも県

のほうに恥ずかしい話なんですけども、ワクチンの取扱いに関して相談したい、こ

れはプロジェクトチームの石尾さんから電話が入ったらしいです。それで、１８日

にワクチンを保健センターの超低温冷凍庫、マイナス７５度を取り出し、接種会場

の冷凍庫、１８日ちゃう、１６日やな、１６日に移送した。移送には、国から提供

された保冷バッグを利用したが、時間は５分ほどであり、ロガーを使用して冷凍状

態、マイナス２０度以下で移送した。上記の移送方法に関し、町の保健師から、接

種会場の冷凍庫に入れた行為は再冷凍に当たるのではないかと指摘されたというこ

とで、県に対しては、データロガーをつけて保冷バッグで運んだっていうような質

問をされております。これは県の松井さんという方が、ワクチン室の、証言されて

るんですけども、この保冷バッグにデータロガーはついてましたか。藤原証人。  
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○証人（藤原香織君） データロガーはついていません。  

○議長（新澤良文君） では、この１８日、１６日のワクチンを移送したときの事案

について、１８日、日曜日の業務終了後に会議が行われておりますが、これは藤原

証人は参加されていないということでよろしゅうございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 参加していません。 

○議長（新澤良文君） では、次に、９月２９日に提出を受けた情報提供シートにつ

いて、用紙の左側にワクチン管理者である保健センターで記入し、受け取りの署名

を受けておられます。同行された藤原保健師の考えを教えてください。このワクチ

ン情報提供シートということ自体は御存じですか、存在自体。  

○証人（藤原香織君） どの用紙のことをおっしゃってるのか、ちょっと。  

○議長（新澤良文君） ちょっと後ろを向いてもらえます。  

ワクチンを取りに行ったときに、どこからどこまで、そして誰が何度でって、これ

見たことある。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 自身が初めてワクチンを運ぶところに担当になる前に、総務

課長にどのようにするのかを教えてもらいました。  

○議長（新澤良文君） この情報提供シートの存在ということでよろしゅうございま

すね。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） その存在と書き方やワクチンの運び方を総務課長より教わり

ました。 

○議長（新澤良文君） そのときに、書き方の中でどことどこを確認しようと。例え

ば、この情報提供シートの中では、どこからどこまで誰が、温度は、保管温度何度

か、それと、受渡し日時と受渡しバイアル、ロット番号、それで最後に超低温冷凍

庫から取り出した時刻、そして移送温度というのを全て記入するようになってるん

ですけども、御自身は、これは全てきちんと記入されていた、でよろしゅうござい

ますか。藤原証人。 

○証人（藤原香織君） 私が全部確認しながらサインをしました。ただ、初めの地域

交流センターのときに、朝、取りに行っていたので、ある程度、変わらないところ

は、先に保健センターが記入してくれているところがあるっていうところも教えて

もらいました。ただ、取り出した時間については、取り出した後、私が、ある日、

松本保健師とお話をして、５分ほど経ったときに松本保健師は、５分経ったので、

ここの時間を変えてくださいということで、きっちりその時間に書き直したので、

とてもきっちり管理されているなというところを思ったのがすごく印象的です。  
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○議長（新澤良文君） 人のことなんでちょっと答えにくいかと思うんですけども、

プロジェクトリーダーは、この情報提供シートについて、日にちあるいはバイアル

数、ロットナンバー等々、時間もそうなんですけども、は覚えてますけども、温度

は何度でどうこうという記入、記載というのは覚えてないという証言をなされてる

んですけども、そういうのってあり得るんですか。藤原証人。事務的なことでね。  

○証人（藤原香織君） 私が初めてやるときに、どれがどうなっているかというのが

すごく不安だったので、融通回数などは何を書いたら、わからなかったので、そう

いうところまで保健センターに確認して全て埋めるようにしていましたので、わか

らないっていうところが私自身ではちょっとできないです。 

○議長（新澤良文君） では、御自身は、この７月１６日の再冷凍事故については、

何でこういう事態になったのかな。というのが、ワクチンが再冷凍であるんじゃな

いかということが、御自身は参加されてないにしても、７月１６日からもそうなん

ですけども、それで、１８日の業務終了後には、町長をはじめ副町長、参事、石尾

リーダー、前田サブリーダー、松本保健師、総務課長等々、協議の上、この再冷凍

ワクチンについては、どうするこうするっていうようなことも協議されている。そ

して、なおかつ７月１９日はプロジェクトチームと保健センターが、それぞれ県あ

るいはファイザー、保健センターは厚生労働省まで電話入れているんですけども、

相談してるんですけども、ここまで疑義のあるというか、そういうワクチンを２１

日に町民に接種するという、大きな決断に至ったっていう、その決定するに至った

経緯等々、どうしてこういうことになったのか、御自身の考えられるところ、知る

ところにおいて、どうお思いになるか、お聞かせください。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 一つは、下の者からの意見を聞き入れるっていうその体制な

ど、そういったところがあればよかったのかなというところと、あとは、危機管理

意識のところ、あと、危機管理体制などのところがちょっときちっと、それぞれも

ですし、体制としてもですし、できていなかったことで、一度、使わないでという

ところになったところを、さらにまた使うっていうところに変わったのかなと思い

ます。 

○議長（新澤良文君） 危機管理能力といいますか、もう藤原証人がおっしゃるとお

りで、やっぱり現場の声を何で聞かないんだというのが一番、町民の皆さんもそう

ですし、私たちも疑問に思うとこなんですけども、危機管理意識というよりも常識

が足らなかったんじゃないかと。こういう疑義のワクチン、もうファイザー等々は、

県もそうですし、こういうワクチンは人体には接種しないでくれという指導をされ
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ている、責任は持ちませんよということをおっしゃってるワクチンを町民にわかっ

ていて接種してしまうという、大きな責任問題になってくると思うんですけども、

危機管理意識というよりも常識が足らん、常識の範疇やと思うんですけどもね。  

 そういった中で、７月２５日、７月２８日、これについては、リベルテホールでま

た町民の皆さんに、必ずしも２度から８度できちんと管理していなかったワクチン

を接種したというのが報道等々で問題提起というか、報道されております。この件

について御自身はどうお考えになるでしょうか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） ２度から・・・、冷蔵庫をきちっとした形で２４時間管理し

てないっていうところでのワクチンっていうところは、本当に使うべきではないと

思います。ただ、そのときの冷蔵庫でやっていこうってなったときに、これでも大

丈夫っていうふうにいろいろ情報、お話しする中で、棒温度計が大丈夫だし、ほか

のところもそうしているというところで安心してしまい、そこまでの私も危機管理

意識が足らなかったというふうに思います。  

○議長（新澤良文君） 結果的に温度管理ができてないワクチンを町民に接種してし

まった、この再冷凍ワクチンを接種してしまったっていうこの件についても、今、

町民に対してどのような思いでおられますか。このときは悪いことをしてるんじゃ

ないかというような後ろめたさはあったんですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 再冷凍を使うということの話のときは、もうきちっと確認し

て、大丈夫っていうふうに伝えられていたので、そこにあまり疑問のところが少な

かったのかなというふうに思います。また、私のリベルテホールでの仕事は８月に

入ってからでしたので、それまでのところのワクチン接種について、ちょっと自分

自身が意識が低かったのかなと思います。なので、もう少し一緒に考えていけばよ

かったなというふうに思って、町民の皆さんには申し訳ないと思います。  

○議長（新澤良文君） では、新たに６月１３日の地域交流センターの接種について

も再冷凍があったと報告がありましたが、この件については藤原保健師は関わって

はおられませんか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 私は、地域交流スペースでその日に勤務していたかどうかは

ちょっと記憶にないんですが、ほとんどの日は勤務していました。ただ、私の担当

してるとこが経過観察であって、接種した後の人を見ている場所にいましたので、

ワクチンの管理などには関わっておらず、申し訳ないんですけど知りませんでした。  

○議長（新澤良文君） この日のワクチンの冷凍庫、今は冷凍庫ってわかるんですけ

ども、冷蔵庫から薬液を出されたのはどなたになりますか。藤原証人。  
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○証人（藤原香織君） 毎日、担当になるところが経過観察の場でありましたので、

いつも誰がワクチンを出したりというところは把握しておりません。  

○議長（新澤良文君） 考えられるとすれば、例えば誰彼なしに冷蔵庫を開けるとい

うわけじゃないんで、どういう役目の人がこの冷凍庫あるいは冷蔵庫からの出し入

れというのを担当されるんですか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） へいせいクリニックの看護師さんか、濱坂さんか、またはそ

の日に充填に当たっている看護師さんか、またはいつもワクチンを運んでくれる総

務課長や前田補佐か、参事か、どなたかがされているのかなというふうに推測でき

ます。 

○議長（新澤良文君） 現場単位で、冷蔵庫から誰が出すかっていうことはそんなに

重要じゃなかったっていうか、誰でも冷蔵庫を開けてワクチンを取ってこいみたい

な感じで、その出し入れというのは誰がするのかは決まってなかったということで

よろしゅうございますか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 私がちょっと自分のところではないというところで把握して

いないので、そこを担当している方であれば決められていたかと思います。また、

どこにワクチンの冷蔵庫があるかだけは、場所については、一番初め、自分がどこ

に当たるかわからなかったりとか、急に取ってきてくださいっていうことに、もし

なったときに困ると思って、冷蔵庫の場所だけは、一番初めの始まる開始の前に、

参事とへいせいクリニックの看護師さんに鍵を開けてもらって、ここですよという

ところで確認したのは記憶しています。  

○議長（新澤良文君）  では、次に、ワクチン接種体制についてお尋ねします。   

リベルテホールでの接種体制は、初めは、植山所長や松本保健師が出勤する場合は

植山所長や松本保健師が総括看護師となっていたようですが、後日、保健センター

の保健師を２名外して、濱坂、藤原両保健師を中心にシフトを組み直したとお聞き

しました。この件につきまして、藤原保健師は何かこのシフトの変更等々について

疑問といいますか、そういったことはございませんでしたか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） 松本保健師さんから、初めにシフトに入れるところを書いて

いるというところを後から聞きました。当初は、私はずっと交流センターのときは

休みなく働いていたので、保健師さんの負担を減らしていきますということをお伺

いしてたので、松本保健師と植山所長がたくさん入れるっていうところで記入した

のが減ってるというところには、違和感はあまりありませんでした。それは、毎日

出なければいけないというところを、これから減らしていくからねっていうふうに
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お聞きしていたので、そこは納得できました。ただ、総括看護師というのは当初は

なかったんですが、後からあって、私が見たときはもう既に私と松本保健師と濱坂

保健師が入っていて、そこに植山所長が入ってないところはちょっと違和感を感じ

て、どうしてかなというところで思ってたんですが、誰からお聞きしたかわからな

いんですけど、ワクチンの管理はとっても大事なので、植山所長はその管理のとこ

ろをきちっとしたいというふうに言われてるというところをお聞きして、私がそこ

につくとワクチンを吸わなければいけないということをお聞きしたので、それは私

は練習すればできますが、うまく手際よくできるかは心配なので、そこに配置され

ることはちょっと御迷惑がかかるし、できればそこにはしないでほしいということ

をお伝えしていましたので、植山所長は、以前一緒に働いているときも、看護師の

経験も長くおありで手際よく保健センターでもされてるってお聞きしたので、その

ためにそこに行って、きちっとワクチン管理をするっていうところで行かれてるの

かなというところで思っていました。ただ、それにしても私たちがすれば、総括看

護師という名前がついてるので、そこに行きたいとおっしゃっても、総括看護師に

来てほしいなというところは思っていました。  

○議長（新澤良文君） では、最後に、総括看護師の責任について、何かその任務を

受けたときといいますか、そういったときに任命されたときに、総括看護師の仕事

あるいは役割、責任については御説明を受けましたか。藤原証人。  

○証人（藤原香織君） その点は受けていなかったです。自身としては、その当日に、

観察室と補充と運ぶところと接種のところの医療の関係するところをきちっと見て

いく役割ではないかなっていうところを自分自身で思いまして、注意すべき点とか

をちょっと自分なりに書き出したりしながらしていました。  

○議長（新澤良文君） どなたか、藤原証人に対して質問のある方がいらっしゃれば

お受けいたします。よろしゅうございますか。  

          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） じゃあ、藤原証人の尋問をこれで終わります。お疲れさまで

ございました。 

 ここで暫時休憩いたしまして、次に、中川町長から証言をいただきます。暫時休憩。  

          午後 ２時３２分 休憩 

          午後 ２時４１分 再開 

                                     

○議長（新澤良文君） 再開いたします。 
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 次に、中川町長、証言台のほうへお願いいたします。  

 宣誓をしていただいて、宣誓書に署名、捺印をお願いいたします。  

○証人（中川裕介君） 宣誓書。私は、良心に従って真実を述べ、何事も隠さず、ま

た、何事も付け加えないことを誓います。令和３年１０月１１日、中川裕介。  

          〔中川証人 宣誓書に署名、捺印〕 

○議長（新澤良文君） では。 

○証人（中川裕介君） すみません、先に補正予算のお願いと、ちょっとおわびだけ

させていただいてもよろしいですか。  

○議長（新澤良文君） はい。どうぞ。 

○町長（中川裕介君） 先に、今ちょっと議長からお許しをいただきまして、高取町

長として、今回の案件につきまして心より深く反省をしております。おわびを申し

上げます。また、先ほど検査のための補正予算、御議決いただきまして本当にあり

がとうございます。本当にしっかり検査をやってまいりますんで、皆様方の御理解

いただきますように何とぞよろしくお願いいたします。よろしくお願いします。  

 すみません、ありがとうございます。  

○議長（新澤良文君） それでは、中川町長にお尋ねいたします。  

９月２１日から２４日、２９日、１０月５日と、これまで４回の調査のために証人

尋問を行い、本日で５回目の調査となり、町長につきましては２回目の証人尋問と

なります。これまで証人尋問では、７月１１日については、遅くとも７月１２日に

は、針刺し事故等、また、二度打ち等の可能性を疑ったほうがよいという町幹部か

らの進言をされて事故の認識がおありになったと推測されますが、結果として町幹

部の隠蔽と捉えかねないような対応になりました。これについて中川町長はどうお

考えなのか、お聞かせください。  

○証人（中川裕介君） ７月２１日に私、証言させていただきまして、そのときに申

し上げましてんけど。 

○議長（新澤良文君） ９月２１日。 

○証人（中川裕介君） すみません、９月２１日に御証言させていただきました、そ

のときに申し上げましたように、そこら辺の記憶についてあまり覚えてなくて、実

際に職員、また、現場の保健師さんの証言を聞いておりまして、そういうようなこ

とを私が申し上げたということで、深くそのときにもっと少しでも事案に対する認

識を持ち、また、危機管理の意識を持って、皆さんのいろいろ御提言、また、御意

見いただいてるのに、何でこのことをそのときに即時に対応せず、今、議長がおっ



 

－７３－ 

しゃったように、結果的に隠蔽したと言われても仕方がないというふうに思ってお

ります。もうただただ反省とおわびのみでございます。本当に申し訳ございません

でした。 

○議長（新澤良文君） 反省の弁をいただいて恐縮なんですけども、この７月１１日

の事案につきましては、少なくとも町民の５９名については、感染症のリスク、Ｃ

型肝炎、Ｂ型肝炎、エイズ等のリスクがあった中、そういった１１日の時点でもそ

うなんですけども、１２日には、町長、副町長、総務課長、プロジェクトリーダー

からの進言があったにもかかわらず、御自身の今、認識の甘さとおっしゃいました

けども、判断で、これを町民の命あるいは健康被害のリスクを考えもせず御判断を

されたという、このことについて、再度、恐縮ですが、町長のお考えをお聞かせく

ださい。 

○証人（中川裕介君） 今、議長の御質問にございます、町長としまして、やはり自

分の発言の重さというのは、もう改めてっていいますか、そういうことは肝に銘じ

てしていかなきゃならないと思っております。常にやっぱり冷静、それと沈着で皆

さんの意見を積極的に聞いて判断するということ、それが本当の町長の姿と思っと

ります。そのとき、そういうことが私には劣ってたというのは、もうただただ本当

に反省、今後こういうことがないようと思っておりますが、危機管理意識を持って

住民の皆さんの安全・安心、それと健康を最優先に常に判断をしていくということ

で、そのときにしっかりそういう判断をしなかったというのは、先ほど私、申し上

げましたとおり、ただただ反省でございます。本当に申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） 事実の真相究明をしている議会でございますので、ここで、

あえてまだ食い下がって質問させていただきます。御自身は、県にお勤めの頃、そ

してまた、医大等々で医療についての御認識は深いと感じておる次第なんですけど

も、この針刺し事故については、御自身の御認識の中ではどういった危険性、私が

先ほど申し上げましたけど、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎あるいはエイズ等々の可能性とい

うことを申し上げましたけども、御自身としては、この針刺し事故があった場合、

どういった危険性があると御認識なされておったのでしょうか。  

○証人（中川裕介君） 針刺し事故でございますが、今、議長おっしゃったように、

感染症というのが一番重要なリスクポイントというふうに、それは認識しておりま

す。そのときに、そういうことっていうのが自分ではちょっとわからなかったんで

すけど、あまりそういう意識が、ひょっとしたらそういうのは認識をしながら即時

に実行できなかったということは本当に申し訳ないというふうに思っておりますし、
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当然危機管理の意識が甘かったと言われても仕方がないと思っております。以上で

ございます。 

○議長（新澤良文君） 危機管理意識がなかったと、そのとおりだと思うんですけど

も、もうそもそも人としてどうなんやというようなことも問われてくるのかなと。

行政の長として、あるいはこの町のリーダーとして、高取町の行く末、あるいは船

をこいでいらっしゃるその船頭として、町民の命をないがしろにして、また、週刊

誌等々でこの事実が明らかになるまでこれを隠蔽した、この点については非常に重

い、また、悪質なことがあると思うんですけども、御自身が週刊誌報道等々でこの

事実を報じられたときに、どう考え、町民に対してそのときにどういう思いでこの

報道を受けられたのか、また、そのときの気持ち等々をお聞かせください。  

○証人（中川裕介君） 私としては、もう本当に反省だけでございます。町民の皆さ

んに対するおわびともう反省でございます。安全・安心ということで健康というこ

とを最優先にしっかりやっていったつもりやったんですけど、まだまだ至らないと

ころがいっぱいあって皆さんに御迷惑をかけ、本当におわびする以外ございません。

本当に申し訳ございませんでした。  

○議長（新澤良文君） そして、この週刊誌等々の報道の中で指摘されたシリンジの

一本余りという件に関しまして、その後、打たずに帰った人がおった。この点につ

いて、そういう判断をなされたということについては、前回の議会の中でもお尋ね

したところなんですけども、この行政として打たずに帰ったという判断に偏ってし

まった、あるいはいろんな可能性もある中で、どちらかと申し上げますと、針刺し

事故というのは全国的にいろんな自治体で起きている事故でございまして、その可

能性が高い、まして打たずに帰った人の可能性というのは、特定もされていないか

ら何の根拠もないような判断に至った、この判断に至った経緯というのは、しつこ

いようですけども、もう一度聞かせてください。  

○証人（中川裕介君） 先ほど御答弁させていただいたように、そのときの記憶って

かなり忘れております。ただ、ほかの保健師さん、また、副町長をはじめ職員が証

言をしております。その多分１１日の夕刻に、様子を見ましょうというふうに申し

上げたかもと思います。今いろいろ今回の百条議会で現場の保健師さんの証言を聞

いてますと、針刺し事故というのがやっぱり可能性が非常に高いというふうに思っ

ておりますし、当日従事されてました保健師さんの御証言でもございましたけども、

例えばチェック体制とかそういうふうなこと、接種せずに帰るっていうのはなかな

かないということでございましたので、そのときに私のほうがもっといろいろな現
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場の職員さんのお声を聞いて、すぐに適切に判断をさせてもらってたらなというこ

とでございます。先ほど申しましたように、現場の保健師さん、現場の声を聞くと

いうのはやっぱり非常に重要でございます。実際に業務をされておりますんで、そ

の内容が十分わかると思います。そういう声を私も含めましてしっかり聞けなかっ

たというのが、もう本当に反省する次第でございます。本当に申し訳ございません

でした。 

○議長（新澤良文君） この件につきましても、また後ほど申し上げますけども、例

えば再冷凍の件につきましても、町長、町民に対しては正式にこの事故の報告ある

いは説明あるいは謝罪ということに対しては、かなり日にちが経っているもかかわ

らず十分な説明はされてないと思うのですが、この点についてはどうお考えなんで

すか。 

○証人（中川裕介君） 申し訳ございません。少しでも早く、今、議会でこういう形

で調査していただいておりますんで、そういうようなことを含めまして町民の皆さ

んにまずしっかりと謝罪をする、それからこういう形で議会のほうの予算も上げて

いただきましたんで、しっかり検査をさせていただくということで発表させていた

だきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） この５９人の該当者の方、僕、新型コロナ感染症対策本部で

も意見させていただいたんですけども、９月の１９日に副町長等々町の職員が何人

かで、こういう事実がありましたということを説明に行かれた。そして先日の感染

症対策本部会議の中で私は質問したんですけども、その時点では、まだ１９日に、

もしかしたらという説明も、した方々に対して一本の電話も何の説明も、そして今

後どうするかということも説明されてなかった。この点について、その後、改善は

されましたか。 

○証人（中川裕介君） 私からすると、８日、金曜日だったと思うんです。ちょっと

日程があれですけど、役場のほうから５９人の方に電話をさせていただきまして、

それと、また文書も通知させていただきまして、実は今日補正予算を通していただ

きましたんで、明日、７月１１日の方、それと８月１日の方、全部で９９名おられ

ます。検査を早速させていただきたいということで、もう今日職員も行ってますけ

ども、準備をさせていただいているところでございます。８月１日の方、７月１１

日の方、通知文、それとお電話で連絡をさせていただいております。それで、明日

に感染症及び抗体検査を実施させていただくというふうに、今そういう段取りで進

めております。以上でございます。  
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○議長（新澤良文君） ７月１１日の件も、当初から認識の違いというような形で承

知されとったというか、そういう発表しかされてなかったということで、自治会の

ほうからも、今度自治会の臨時総会をされるとお聞きしております。その中では町

長に対しての質問等々はされると思うんですけども、この７月１１日、まずこの件

については、町が過失といいますか、瑕疵があったと、この部分に対してはお認め

になりますか。 

○証人（中川裕介君） いずれにしても、やっぱり危機管理意識、非常に甘かったと

いうことでございますんで、針刺し事故というのも十分可能性が高いということで

ございます。実際に町でこういう形で進めておりますんで、事故があったと、今日、

朝も申しましたように、責任を認識しております。それに対して適切な対応がその

ときにできなかったということでございます。反省しております。  

○議長（新澤良文君）  まず、ちょっときついことを申し上げますけども、週刊誌

等々で報道されていなければ、いまだにこれは町民の方に対しては何のあれもなか

ったでしょうし、これは町長のほうから明らかにするということは、お考えはなか

ったんですか。と申しますのは、やはり感染症という、町長も医大等々で働いてお

られた、あるいは県の幹部でもおられたということですんで、感染症というのに関

しては、リスクということに関しましては十分な知識があったと考えられます。に

もかかわず、これ２か月以上も町民をないがしろにしてほっとき放しと申しますか、

隠蔽されたわけなんですけども、週刊誌で事実がリークあるいは公表されていなけ

れば、これは表に出てきたんですか。  

○証人（中川裕介君） 先ほど申しましたように、もう結果的に隠蔽したと言われて

も仕方がないと思っております。本当に申し訳ございませんでした。  

○議長（新澤良文君） 今までは週刊誌等々で報道されなかったら、これは積極的に

町民のことを考えて公表するというまでには至らなかったというお考えやったとい

うことでよろしゅうございますか。  

○証人（中川裕介君） 結果的にそういうことになっておりますので、本当に申し訳

ございませんでした。 

○議長（新澤良文君） では、８月１日、先ほど町長、答弁の中でもございましたけ

ども、これは接種済みシールが２枚足らなかったという案件でございます。これも

針刺し事故または二度打ちの可能性、これは１００％ということは言えない、絶対

なかったということは言えないということを先ほど申しておられたのかと推察する

んですけども、そういうことでよろしゅうございますか。  
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○証人（中川裕介君） 先ほど申しましたように、まず行政としては、住民の皆さん

の安全・安心、健康というのをやっぱり最優先に、極力リスクを減らそうというこ

とで努めるべきやと思っております。その段階で、今回のシールが２枚不足してた、

接種者とシリンジが合うてたということを、あと、予診票も合っていたということ

なんですが、念にはじゃないですけども、最優先にやっぱり住民の皆さんの安全・

安心をという観点から、針刺し事故は１００％ないということも言えませんので、

今回、同じように明日ですけども、感染症と抗体検査をさせていただこうと。もう

御本人には既に通知済みでございます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 次に、７月１６日、移送したワクチンについては、結果とし

て再冷凍であり、使うべきではなかったとの保健師の進言を無視し、接種担当者の

報告を受けて７月２１日に住民に接種、こちらも百条調査で明るみに出るまで隠蔽

していたということが疑われるんですけども、この件についても積極的に町長のほ

うから町民に発表するという思いには至らなかったということでよろしゅうござい

ますか。 

○証人（中川裕介君） その段階で私もここら辺の記憶があまりなかって、７月１８

日の打合せとか、また次の日だったんですか、打合せされたっていうのはないんで

す。ただ、証言をいろいろ聞かせていただきました。ファイザーの答えが、当然聞

き方が違うから答えも違うという形で、何ていいますか、正反対の答えになってお

ります。そういう意味で、今のそこまではしっかり事実確認をしてなかったという

のは事実でございます。本当に申し訳ございませんでした。  

○議長（新澤良文君） この件につきましては、７月１８日、日曜日の業務終了後に

反省会という形で午後６時から、出席者は、町長、副町長、参事、総務課長、石尾

プロジェクトリーダー、前田サブリーダー、そして濱坂保健師、松本保健師という

形で話し合われております。証言によりますと、この日の会議の最後には、松本保

健師がファイザーあるいは関係機関等々に問い合わせて、その結果において判断し

ようということになったという証言を聞いておりますが、そのとおりでよろしいで

すか。 

○証人（中川裕介君） 先ほど言いましたように、その時点であまり自分としては覚

えてないということで、ただ、証人がおっしゃってるんで、それは事実やと思いま

す。 

○議長（新澤良文君） ちょっと町長の証言の中では覚えてないっていう証言が多い

んですけど、弁護士の人と相談した結果そうなってしまうのかなということも推察
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されるんですが、そもそも町長、これは弁護士に相談されたんですか。  

○証人（中川裕介君） 何もしておりません。 

○議長（新澤良文君） この記憶にないっていうのは、大きな事案だと思うんです。

例えば再冷凍に当たるんかどうなんかということを話し合った協議会であるとか、

そして先ほどの針刺し事故の可能性もあるという大きな事案についてのことである

とか、記憶が曖昧、記憶が曖昧って、こういう住民の、あるいは町民の命、健康被

害に関わることに対して記憶がないっていう、あんまり記憶がない、記憶がないっ

ていうこと自体が責任感がないと思われるんじゃないんですか、どうなんですか。  

○証人（中川裕介君） 反省いたします。そのときには、毎週水曜日、日曜日にワク

チン接種に追われておりまして、皆さんに少しでも早く、また、少しでも多くの方

にワクチンを接種していただきたいという気持ちで日々過ごしておったと思います。

そういう意味で、今、議長からお叱りを受けておりますが、そう言われても仕方が

ございません。 

○議長（新澤良文君） じゃあ、この１６日のワクチンの再冷凍、結果的にいろんな

情況証拠あるいは証言等々を判断した場合、ファイザーあるいは厚生労働省、今日

は県のほうからも石尾プロジェクトリーダーと奈良県のワクチン担当の松井さんと

の会話に対する議事録と申しますか、会話記録が県から百条調査権に対する証拠書

類として提出されております。こういうところを確認させていただきますと、プロ

ジェクトチームの人たちっていうか、石尾リーダーが、まず違う、あるいは虚偽の

質問と申しますか、そういうことになって、流れ的にこのワクチンが大丈夫やとい

うようなことになったのかなと。と申しますのは、このワクチンを移送するときに、

データロガーをつけていたであるとかっていう、これまた石尾リーダーを尋問しな

ければわからないこともたくさんあるんですけども、結果的にこれは全てのことを、

ファイザーからの証拠もございます。全てが、つまりはこれは再冷凍に当たるとい

うことを、今になって遅いんですけど、お認めになりますか。  

○証人（中川裕介君） 今、議長から御質問を受け、それと、皆さんのいろいろ証言

を聞かせていただいて、自分なりにいろいろと、国の取扱説明書、また、ファイザ

ーの取扱説明書、ホームページ等に載っておりますので勉強させていただきました。  

 まず、厚生労働省の事務連絡によりますと、各地方公共団体、市町村に配付された

バッグは、冷蔵移送用保冷バッグと書いておりますんで、これはあくまでも冷蔵を

前提とするように私は考えます。それと、もう一つは、国の手引、また、ファイザ

ーの手引を見ますと、冷蔵移送したワクチンは冷蔵保存すべきです。２度から８度
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とすべきですと。冷凍庫に保存することは、取扱いのマニュアルには従ってないと

いうことですんで、そういうようなワクチンを接種したというのは、それは取扱い

等に従ってないワクチンを接種したということは、もう誠に遺憾でございます。  

 そういう意味で、当時のリベルテホールで、保健センターから保冷バッグに入れて

保冷剤も入れておられたということで証言をされてますけども、それを、冷蔵ワク

チンでございます。先ほど言いましたように、冷蔵庫で冷蔵移送するという前提で

作っておりますんで、それを冷凍庫に入れるということは、もう再冷凍の可能性が

非常に高い、再冷凍と言わざるを得んと私は今の段階で自分としては考え、ただ、

ワクチンの専門家でもございませんし、医者でもございません。わかりませんが、

自分としてはそういうふうに結論をつけたというふうに考えております。以上でご

ざいます。 

○議長（新澤良文君） その結論は、いつつけたんですか。 

○証人（中川裕介君） 実際にいろいろ皆さんの御意見を聞いております。証言を聞

いております。そういう意味で、また自分も勉強させていただいたということでご

ざいます。１つは、例えば問い合わせ、ちょっといろいろ勉強しまして、そうい

う・・・でございます。 

○議長（新澤良文君） 今週の土曜日までは、その結論には至らなかったということ

ですか。先週の土曜日まで。  

○証人（中川裕介君） しっかりちょっと自分なりにいろいろ勉強させていただきた

かったというふうなことでございます。申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） まず事実として、運ばれた経緯あるいはこの取扱い等々につ

いて、そして現場、石尾証言、松本証言等々もあるわけなんですけども、これ全て

の証言あるいは事実確認等々は、この百条調査権発動の議会においても当初から指

摘されてるところなんですけども、この１６日の時点での、これは疑義があるとい

う疑義ワクチンだということで話し合われてるという、もうこれ書類に全て残って

いるんですけども、このときには、町長も、そういうリスクのあるワクチンであれ

ば廃棄すればよいではないかという発言もされております。ということは、何らか

の疑義がある危ないワクチンだったということは認識されてたと。精巧な正当な、

人の体に打つもんですから、きちんと管理されて、きちんと温度も安定していてと

いうような、本来当たり前のことなんですけども、そういうワクチンではなかった

ということは御認識されてたということが、今までのこの７月１８日の会議記録

等々あるいは証言等々全てを考えてみるとそう取れるんですけども、町長はどう思
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われますか。 

○証人（中川裕介君） そのときは、その取扱いマニュアル、例えば冷蔵はどうやと

か、冷凍はどうやとか、そういうことまで知識がございませんでした。誠に申し訳

ございません。そういう意味で、まずやっぱりその段階で、さっきも私が申し上げ

たんは、ややこしい疑問のあるものは、薬なんで廃棄すればいいんじゃないかなと

いうふうに、何の根拠もなく、そういうふうに申し上げたかと思います。以上でご

ざいます。 

○議長（新澤良文君） でも、何の根拠もなく言われたということなんですけども、

これって１６日に１８日に接種する分を事前に取りに行って、その後、保健センタ

ー、プロジェクトチームの中で議論になり、そして１８日午後６時からこのことに

ついても話し合われてるっていうことを考えますと、怪しい、あるいは疑義のある、

あるいは不安な、不安ワクチンであったということは、御認識されてたということ

じゃないんですか。 

○証人（中川裕介君） そこは、今の段階であれば、まず、そのマニュアルというか、

取扱いに従ってないかどうか、従ってるかどうか、そこが一番ポイントやと思いま

す。その段階で私どもの職員が、そういうことで、従ってません、従ってます、そ

れとどうかというのは、やっぱり質問でファイザーに聞かれて、いろいろお答えを

されてたということで、今であれば、いろいろ本当に勉強もさせていただくんです

けども、純粋に言えば、その取扱いどおりにやってますか、そうじゃないんですか

というふうに、私は今であればそういうふうに感じます。だから今であれば、それ

は取扱いに合ってないからもう廃棄しましょうというのが本筋かなと思っておりま

す。その段階では、ちょっとそこまで知識がなかった。それと、逆に私が職員に、

関係者に、そういった取扱いマニュアルを見たらどうなの、という言葉を積極的に

かけなかったというのが、もう反省でございます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 先ほどから町長、照れ笑いみたいなのをされるんですけども、

それはちょっと。 

○証人（中川裕介君） いやいや、そのつもりはございません。すみません。そうい

うことはないです。すみません。  

○議長（新澤良文君） ７月２１日に使用した再冷凍ワクチンについては、県の新型

コロナワクチン接種推進室とファイザー社から得た回答と、医師からの了承も得た

ことをプロジェクトチームリーダーである石尾課長から報告を受け、住民に接種し

たと証言されています。この件については、こちらについては使用不可であるとし
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た、ファイザー社や厚生労働省への問合せ結果を報告した保健センターの伺いには

取り合わず、この百条調査で判明してきたプロジェクトチームである石尾課長は、

事実と異なる説明から、県担当課とファイザー社から得た回答と医師からの了承の

報告を優先されたという、これ簡単に申し上げますと、保健センターの、くどいよ

うですけども、ファイザーあるいは厚生労働省あるいは県のほうに問い合わせして

おります。そしてプロジェクトチームの、ここは厚生労働省には問い合わせしてい

ませんけども、県、ファイザーに問い合わせしております。この場合、議事録って

いうのは電話記録というのが残ってるわけなんですけども、保健センターのを採用

しないでプロジェクトリーダーのほうを採用したこの根拠、なぜ優先したのかとい

う点についてはどうしてなのか、お聞かせください。  

○証人（中川裕介君） 優先したっていうか、そのときのちょっと、ただ、今言える

ことは、保健師さんの証言はやはり重いと思います、はっきり申し上げまして。そ

れと、しっかりマニュアルもお読みになってると思いますんで、そのときの判断が

誤っていたと申し上げるしかございません。申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） では、この７月２１日のワクチン、再冷凍ワクチンを接種し

た町民に対して、どのような対応、対策あるいは今の時点でどういった説明をされ

てるんですか。 

○証人（中川裕介君） ７月２１日の全部で３０６名の方でございます。３０６名の

方につきましては、事前にお電話で連絡をさせていただいております。それと、検

査日程もやっと決まりましたんで、１０月の１５日、今週の金曜日、１０月の２１

日の木曜日、１０月の２２日の金曜日、全部で３０６名の方の抗体検査を実施させ

ていただくという段取りで今考えております。できれば、今日、皆さんに御通知を

させていただくというふうなつもりで、今準備をさせていただいているところでご

ざいます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） ７月２１日のこの再冷凍ワクチンが先週の土曜日まで、これ

が再冷凍とは勉強不足で理解がなかったという証言を先ほどされたわけなんですけ

ども、では、先週の土曜日に、この再冷凍ワクチンということを御自身も勉強され、

これを再冷凍ワクチン接種事故という形でお認めになるわけでございますか。  

○証人（中川裕介君） マニュアルどおりしてませんので、再冷凍と言わざるを得ん

と思います。事故でございます。  

○議長（新澤良文君） 次に、新聞等々の報道でもございましたけども、７月２５日、

２８日の事案でございます。そもそも先ほども議論してきたところなんですけども、
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リベルテホールの家庭用冷蔵庫、新型コロナ感染症対策本部会議でも議論しました

けど、この家庭用冷蔵庫は温度が安定していなかったっていう事実が報告されてお

るところでございます。また、一方で、温度をきちんと管理できとったという証拠

も出ておりません。なので、このワクチンの特色上といいますか、ワクチンの絶対

条件である冷蔵保存の場合は２度から８度、これ２４時間管理しなければいけない

という条件は満たしてないワクチンを、またまた７月の２５日あるいは７月の２８

日に、この人体に影響があるかもしれない温度管理ができてないワクチンを積極的

に接種してしまったという事案についてはどうお考えですか。 

○証人（中川裕介君） まず、従事する職員の皆さん、そのマニュアルを一人一人の

研修、そこら辺の徹底がやっぱり不足してたと思います。特に今回の分については、

保存といいますか、保管についての知識が不足してたというふうに私は思っており

ます。まず、そういう形で温度管理のデータが取れとればよかったんでしょうけど、

ちゃんと取れてない。だから、そういう意識もあんまり思ってなかったのかもわか

りません。それと、もう一つ、冷蔵では２度から８度という形で、そういうふうな

温度をちゃんとデータで証明できるようなワクチンでなかったということでござい

ますんで、温度管理が適切じゃないワクチンを接種したということは誠に申し訳な

い、町民の皆さんにはおわびしかございません。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） では、この温度管理が適正にできてないワクチンを町民に接

種してしまったという事故に関しましては、お認めになりましたか。  

○証人（中川裕介君） 先ほど申しましたように、取扱いと違うことをやってるんで

すから、そういうことでございます。  

○議長（新澤良文君） これを御自身が、先ほど再冷凍については先週の土曜日まで

わからなかったということなんですけども、納得できなかったことなのかもしれま

せんけど、この７月２５日と２８日に温度管理がされてないワクチンを、健康被害、

命の危険も保障できないワクチンを町民に接種したっていう部分に関しましては、

いつの段階で間違っていた、問題があるということをお気づきになったのですか。  

○証人（中川裕介君） これは、同じようにマニュアルをちょっといろいろ勉強させ

ていただいたということでございます。特に、これは２度から８度という形でどこ

にも書いてございますし、議長がもう既におっしゃっているところで、そのデータ

が取れてるかどうかということなんですが、取れてなかった、残ってないというこ

とでございますので、ちょっと時期はわからないんですけども、今週か、先週、今

週じゃない、先週の初めか、その少し前ぐらいだったと思います。  
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○議長（新澤良文君） では、この温度管理ができていないワクチンについての対策

あるいは住民に対する説明、対応等は今後どうされるおつもりですか。  

○証人（中川裕介君） 今、先ほど申しましたように、７月１１日、８月１日、７月

２１日接種分につきましては、個別に関係の住民の皆さんには御連絡をさせていた

だいております。それとあわせまして、７月２５日、７月２８日につきましては、

関係の方には個別に御連絡をさせてもらって、今はまだスケジュールは決まってお

りませんが、可及的速やかに抗体検査を実施させていただくように準備をさせてい

ただきたいと。本日、補正予算を審議をしていただきましたんで、それで進めさせ

ていただきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 町長が御認識されてる中で、７月２５日、メモは取ってはる

と思うんですけども、７月２５日、２８日、該当の町民は、何人いらっしゃるんで

すか。 

○証人（中川裕介君） ７月の２５日は６２３人、７月の２８日が３０６人でござい

ます。 

○議長（新澤良文君） そして先日の交流施設いくせいの。５月７日から６月１５日、

この前、記者会見されたわけなんですけども、町内の職員及び町民入所者１１５人

等、全部で２４４人っていうことですね。この２４４人を足した、７月１１日から

一連の疑義あるいは過失、瑕疵等々あるワクチン接種、合わせましたら約３分の１

近くの町民がまともなワクチンを打ててもらってない、また、ワクチン事故に巻き

込まれていると、このような大きな結果になってくるわけなんですけど、これを受

けて町長はどう思われますか。  

○証人（中川裕介君） まず今、私ができることは、大変町民の皆さんに御迷惑、ま

た、御心配をかけております。一日も早く関係の皆さんへの抗体検査を進めさせて

いただきたいと、それ以外ございません。皆さんに御迷惑をかけ、また、御心配を

かけ、本当に申し訳ございません。 

○議長（新澤良文君） 先日の記者会見等々を見させてもらったんですけども、今後

は徹底的に指導あるいは注意をしていくということなんですけど、そもそも執行部

は、町長自身が先週の土曜日までこの再冷凍ワクチンを納得あるいは理解できなか

ったっていう部分に関しまして、その前の週にあった記者会見等々での謝罪等々、

何をして指導あるいは注意をなさると。これはもう、再冷凍ワクチンだったという

ことで問題視されたわけなんですけども、保健センターにたまたま問合せがあって、

それを受けたのが松本保健師ということで、これが明るみに出るわけなんですけど
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も、ちょっと僕、勘ぐり深いんで申し訳ないんですけども、松本保健師じゃなけれ

ばこれは表に出てなかったんかなと。積極的にこの事案は、いくせい、へいせいさ

んとこの現場の方等々の責任だということで積極的に報道機関では記者会見をされ

たのかなと。自分のとこの件は、自分のとこの大きな失敗あるいは問題の件がある

のに、先にこの記者会見をしはんのやなと不思議やったんですけども、ちょっと話

が振り過ぎて質問がばらけたら申し訳ないんで、ずばっといきます。どうして、こ

のいくせい施設あるいは特養の部分に関しては、積極的に記者会見をされたのか、

素早い対応だったのかということをお聞かせください。  

○証人（中川裕介君） それは、７月２１日に私、高取町の事案について、町内医療

機関じゃなく、本体の町がやらせていただいている分についても謝罪をさせていた

だき、すぐそのときに、１か月、２か月遅いやないかというお叱りは十分なんです

けども、そういうことをやっぱり肝に銘じて、これは、もうどこであろうが、これ

は高取町でまたやってるやつについても同じような状況になったところで、速やか

にやっぱり皆さんに公表させていただくと、それと、次の再建、再発防止策、対応

を考えていくというふうに考えたわけでございます。これは、たまたま町内の医療

機関ということじゃなくて、それはどこともそういう形で、そうじゃないと、今ま

でやってきた、いろいろ百条委員会で調査していただいておりますんで、早速こう

いう形で対応させていただきました。本当にその７月１１日の案件も含めまして、

誠に町民の皆さんには申し訳ないと、そういう気持ちでいっぱいでございます。以

上でございます。 

○議長（新澤良文君） この報道で私は何が申し上げたいかといいますと、再冷凍事

故案件につきましては、保健センターのディープフリーザーから運んだワクチンが、

へいせいたかとりの冷凍庫に入るんか、リベルテホールの冷凍庫に入るんかという

違いだけであって、行為自体は違いはないんです。なのに、特養あるいはへいせい

たかとりのクリニックあるいは交流施設いくせい、これはへいせいさんが中心にな

って接種していただいている施設については、再冷凍がありました、ごめんなさい

というて記者会見されたわけなんですけども、リベルテホールに持っていったワク

チンとへいせいたかとりのこの施設に持っていったワクチン、冷蔵庫は違いますけ

ども、行為は同じで、冷凍したものを冷蔵用の保冷バッグで持って行って冷凍して

しまうという行為は同じなのに、このリベルテホールのほうは、先週の土曜日まで

自分の中で納得できなかったということがあったんですけども、同じ行為にもかか

わらず、先週、１０月８日でしたっけ、この橿原の記者クラブで記者会見された。
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行為は同じなのに、一方はその後の土曜日まで納得できずに、一方は積極的に記者

会見されたと、この違いはどこでどう判断させていただければいいんでしょうか。  

○証人（中川裕介君） それは、すみません、自分がマニュアルとか、そういう確認

をしたということです。当然、へいせいたかとりクリニックさんですけど、町内の

医療機関でこういう状況が起こった、それで、リベルテホールで今、議長おっしゃ

るように、行為は全く一緒でございます。それいろいろ自分で調べました。職員が

いろいろ皆証言をしておりますけど、確認したかったと、それだけでございます。  

  それと、町内医療機関についても再冷凍の可能性が高いという話をさせていただ

いて、実際どういう形で保管されてたのかは、もう報告を受けてるだけですんであ

れですけども、そういう意味で、納得するとか、納得せえへんとか、そういうふう

なことじゃなくて、自分なりに勉強させていただいて、マニュアルどおり、おかし

いとなれば、それはもう正しくしていかなあかんと。間違ってるなら間違ってると

いうことで、それはちゃんと認めるべき、認めるって言ったらあれですけども、改

めていくべきやということで、本当に今回こういう特に再冷凍とか温度管理が不適

切と、適切じゃないというのは、これ完全にマニュアルをしっかり読んで、何が必

要なんかということを、まずそれを関係の方が職員を含めましてしっかり認識して、

それとやっぱり実践していくということが最重要やというふうに感じました。以上

でございます。 

○議長（新澤良文君） しつこいようですけども、いくせいのほうでは医療用冷蔵庫

だったわけなんですけども、リベルテホールの冷凍、再冷凍案件につきましては、

先ほど町長がお認めになったように、温度管理が適正じゃなかった。きちんと温度

が管理されていなかった家庭用冷蔵庫での再冷凍でございます。家庭用冷蔵庫と医

療用冷蔵庫、どっちも再冷凍やから同じやっていうことかもしれませんけども、そ

もそも報道資料等々で積極的に記者発表され、そして対策もされるということを発

表されたわけなんですけども、今後この不適切再冷凍ワクチン、リベルテホールで

のきちんと温度の管理がされていなかったワクチン接種、対象１，５００人ぐらい

の方が合わせたらいらっしゃるということなんですけども、この町民に対しては、

どのように説明をされ、どのように謝罪をされ、そしてまた、ずばり聞きますけど

も、どのように責任を取られるか、お聞かせください。  

○証人（中川裕介君） 今、議長からお話しいただいた、１，４７９名の方でござい

ます。個別には該当の方には御連絡をするとして、例えばお知らせとか町のホーム

ページなんかでリアルタイムに皆さんにお知らせをさせていただきたいと。それと、
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検査の日程が決まりましたら、すぐに関係の皆さんに通知をさせていただくという

形で進めていきたいと思っております。それと、今、私ができるのは、この抗体検

査、また、感染症の検査をまず一日でも早く終わるように取り組むことでございま

す。今自分のできることがそこだというふうに思ってます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、ずばり申し上げますけども、この件については、先

週の土曜日、２日前に再冷凍の件は自分自身の中で納得されたということなんです

けども、この今証言の中で、７月１１日の針刺し事故、そして８月１日、これも針

刺し事故の疑い、あるいは７月２１日、再冷凍ワクチン接種、そして７月２５日、

温度管理不足と申しますか、温度がきちんと管理されてなかったワクチンを町民に

接種、７月２８日、これも温度がきちんと管理されてないのを町民に接種、そして

高取町、町内特別養護老人ホームあるいは医療クリニックあるいは交流施設等々、

これも高取町の事業でございます。この全ての案件について、交流施設等々はもう

積極的に記者会見されたんですけども、７月１１日から８月１日まで１，５００人

ぐらいの町民に対して、命の危険あるいは健康被害リスクのあるワクチンを接種し

たということに関して、先ほどホームページとおっしゃいましたけども、記者会見

等々、あるいは町民に直接呼びかける等々の説明をされる御予定といいますか、そ

ういうことはお考えになっていらっしゃらないということですか。  

○証人（中川裕介君） その件につきましては、先週金曜日、いくせいさんの関係で

行きまして、記者クラブとお話をさせていただいて、補正予算、間近に成立をさせ

ていただく議会のほうで御配慮いただいてるんで、それについては報道資料という

形でお届けをさせていただくということで、また、取材等がございましたら積極的

に対応させていただくというふうに思っております。また、住民の皆さんには、な

るべく早い判断といいますか、例えば区長さんの代表とか、区長さんに集まってい

ただいてのお話をさせていただくとか、ということをまず考えております。という

ことで、今のところ、そういう形で対応させていただきたいと。積極的にまた発言

させていただく場がございましたら、しっかり説明させていただきたいと思ってお

ります。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） では、この件については、積極的に自らは説明するんではな

しに、聞かれたら答えるということですか。  

○証人（中川裕介君） いや、そんなことはございません。日程調整してお話をさせ

てもらうというふうな気持ちでございます。  

○議長（新澤良文君） 日程調整って、誰とお話しされるんですか。 



 

－８７－ 

○証人（中川裕介君） そこは、ちょっとまた詳細を詰めていきたいと。町民の皆さ

んにできるだけお話をさせていただきたいというふうに思っております。以上でご

ざいます。 

○議長（新澤良文君） こういう疑義といいますか、マスコミ報道があったのは、あ

れ９月の１６日か、９月の１６日に週刊誌報道があった後に、町民の中でも、何が

問題で、何が問題でないのかわからないという方がいらっしゃいます。一方的な、

ばかなって言ったら怒られますけども、それと、一方的な偏った情報を町民に流し

てるような不届き者もいてます。そんな中で、町民が何がほんまで何が嘘なのかと

いうことも、何が事実なのかってわからない中で、今日こうやって百条議会の中で

全ての事案について、町長はこの事実についてはお認めになられたということで、

町民に対して、やはり広く、そしてきちっと説明をされるべきではないかと思うわ

けなんですけども、その一つの手段として、報道機関を使う。町長は、もう二回も

報道、記者会見されてるんですけど、僕は、この前、思いましたよ、１０月８日の

日に。こんな言い方したら不適切かもしれませんけども、チャンスがあったらこの

ときやなって。この１０月８日の日に、全ての事案について実はっていう形で説明

されていれば、２回も３回も４回も５回も頭を下げるといいますか、こんなことで

騒ぎになるようなこともなかったんじゃないかなと。この１０月８日の日に、ちょ

っと僕は性格が悪いんで偏った見方をしてるかもしれませんけども、何かいくせい、

あるいはへいせいさんとこにお任せしてる事業なんで積極的に記者会見をされたん

やなと。自分とこの件はほっときぼりにしておいて、というふうな見方で僕は見と

ったんですけども、この町民に対する説明については、積極的に自らが報道機関

等々を使うんじゃなしに、どういった形かわかりませんけども、説明をされるとい

うことなのかなということで、どうされるのかなというのが疑問で、もう全てお認

めになったというのは、今回もちょっと申し上げましたけども、国のほうに報告せ

なあかんというのは、これも町長、執行部なんでよく御存じやと思うんですけども、

事故案件は事故案件として、報告せないけないという義務があるんで、報告を二カ

月以上怠ったということに関しては、あとはどういう調査が入るかというのは僕は

ちょっと存じ上げませんけども、これをお認めになったということで、これは町民

に対して積極的に説明をされるということは、ホームページ等々ではあまりよろし

くないんじゃないかと思うんですけど、どうですか。  

○証人（中川裕介君） できる限り、町民の皆さんが知っていただけるような方法で

考えていきたいと思っております。以上でございます。  
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○議長（新澤良文君） だから、どういうふうにアナウンスされるんですか。今考え

ていくということなんですけど、ホームページや、あるいは広報等々に載せるとい

うても、今、町民の方は間違ったアナウンスをするような不届き者もいるんで混乱

しております、実際問題。何が事実で何が事実でないのか、これ全てにおいて言え

ることは、疑義があるっていうのは、これはもう事実でございます。例えば針刺し

事故においても、１００％針刺し事故とは言い切れないかもしれない。ただ、それ

はその可能性が高い。再冷凍については、これは１００％と言い切ってもいいんか

もしれませんけども、不適切ワクチン管理についてもそうですし、全てにおいて、

もう事実関係は認定という形で、もしこの事案を全て司法が判断するんであれば、

これは認定で有罪になるような案件やと思うんですけども、そんな中で、なぜにき

ちんと町民にアナウンスを、今、混乱してる、混乱してる原因は私にもあるんかも

しれません。というのは、この百条議会という形に強引にさせてもらったというこ

ともあるんですけども、こうやって事実を認めさすまでに、認めていただくまでに、

これ、どれぐらいかかってるんですか。町民の命を一番に考えられるんであれば、

とにかく疑義のあることは全てやっていかないと駄目じゃないですか、その点ちょ

っとお聞かせください。 

○証人（中川裕介君） 申し訳ございません。対応が遅くになっております。申し訳

ございません。ただそれだけでございます。  

○議長（新澤良文君） 今後のアナウンス、町民に対する説明等々は、まだ今のとこ

ろ考えが及ばないということでよろしゅうございますか。  

○証人（中川裕介君） 一番いい方法を、ちょっと相談をしていきたいと思っており

ます。以上でございます。ちょっと今、どれがいいのかっていうのはなかなか思い

つかなくて申し訳ないんですけども、そういう状況でございます。 

○議長（新澤良文君） では、ここで議員の皆様から御質問等がございましたらお受

けいたします。西川議員。  

○２番（西川侑壱君） すみません、どの程度検討されてるか、ちょっと僕もわから

ないんですけども、明日からか、明日から感染症検査ないし抗体検査が始まってい

くと思うんですけども、例えばＢ型肝炎、Ｃ型肝炎、特に７月１１日に当たっては

高齢者接種だったというようなところもあると思うので、元々持っておられた方っ

ていうのが、例えば７人か８人というふうに出てくる可能性は考えられると思うん

ですが、その辺りはどのように対応するという話をされているか、教えてください。 

○議長（新澤良文君） 中川町長。 
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○証人（中川裕介君） 明日、予診票、問診票等、また、同意書を作成させていただ

いて、その段階で、まず既往症の方の部分というのをチェックさせていただきたい

と思っております。それと、あと結果については、本当に私、わかりませんので、

医師の専門家の方と御相談というふうに今の段階で考えております。以上でござい

ます。 

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） まだちょっと具体的には、結果が出次第、ドクターとか医療

従事者の有識者の方と相談してっていう形になる。抗体に関してはどうですか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 抗体につきましては基準値がございます。一応一つの目安と

して、ロシュ社の分であれば０．８で、アボット社であれば５０とかいう、そうい

う数値がございます。それを基準に考えていきたいと。当然それについても医師と

また相談を、こちらのほうではそんな能力もございませんし、あくまでもこれは臨

床データではございません。抗体をどんだけ持ってるかということで、あくまでも

コロナの感染をしてるかどうか、というのはＰＣＲ検査なり抗原検査でございます

ので、一つの目安、今の段階では国のほうで何らかの目安は出ておりませんので、

それを一つの目安で考えていきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） すみません。ありがとうございました。  

○議長（新澤良文君） 森下議員。 

○７番（森下 明君） 本日で５回目になるんですが、初めからずっと審議をさせて

いただいておりまして一番感じたこと、一番知識を持っており、一番能力を持って

おり、一番理解している保健センターの職員がこの事業の中心にならず、なぜ、素

人と申し上げましょう、素人と思われる人間が、このプロジェクトリーダーとして

この事業をスタートしていったのか、というのが一番不思議なところであります。

今まで本町のワクチン事業については、幼児なり、あるいは高齢者なり、インフル

エンザなり、あるいは肺炎球菌なり、もう諸々のワクチン接種、予防接種事業につ

いては全て保健センターに、うちの町としては託してお任せしていたはずでありま

す。このワクチン事業に関わって、なぜあえて、そのリーダー的な役割を素人に持

たせているのかという点については、非常にこの議論を進めながら不思議でならな

いところでありますが、町長のお考えをお伺いいたします。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 
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○証人（中川裕介君） 今おっしゃったように、このコロナワクチンにつきましては、

今年の１月から実際に保健センターの、その当時３名の保健師が一生懸命準備をし

てくれてました。これはもう事実でございます。ただ、世の中の状況とか今までの、

何ていいますか、接種の希望というんじゃなくて、あくまでも任意でございますけ

ども、やっぱり政府も積極的に接種を推進された。今まで想定してこなかったすご

い大規模な接種、町民の皆さんに接種をすると。今、住民の方は６，５００人おら

れます。それで、実際に１２歳以上の方が大体６，０００人ぐらいです。大体、今、

接種されてもろうてるのが５，０００人強という形で、そういう方を接種せなあか

んと。保健センターで、まず最初考えていただいたんですけど、もうこれでは追い

つかんから、へいせいたかとり、それが６５歳までで、当然プロジェクトがいいか

悪いかは置くとしても、やっぱりそんだけの接種をさせてもらわなあかんと。それ

で、リベルテホールに移させてもらってという、やっぱり当然保健センターで、今

までのことをやっていただいておりますし、町のほうにも保健師さんおられます。

メインでいろいろそのマニュアル等、実際に医療従事者として携わっていただかな

あかんという意識がございました。それ以上に、住民の人の数をやっぱりいかに早

く接種していただく、そしたら、もう段取りの話になってまいりますんで、当然、

先ほど言いましたように、実際に運搬したり、保存・保管したりしている人間で、

マニュアルが徹底できてなかったということ、これはもう非常に反省する次第です。  

 だから、私としては、本来は保健師さん業務でやっていただきたかったというのは

そうですけども、それは、保健師さん業務として、やっぱり医療技術職としての、

そういう専門知識を持って、そこの部分のパートはやっていただく。ただ、全体の

受付の段取りとか、予診券の発送とか、そういうやつは、言葉悪いですけど、事務

職で十分できますし、そっちのほうがたぶん長けてると思います。それと、現場の

接種をする当日ですけども、当然薬液を吸ったり、それとか接種したりというのは、

これは医療職の仕事やと思っております。その周りの案内をさせていただいたり、

例えば事前に予診票のチェックをさせていただいたり、これはもう保健師さんだけ

じゃなくて普通の事務職の人間でもできますし、案内させていただくのは派遣会社

の方でもできます。だから、そこを少ないメンバーで、いかに少しでも効率的に、

早く接種をさせていただくということで考えた次第でございます。  

○議長（新澤良文君） 森下議員。 

○７番（森下 明君） 最初にも申し上げました。この大きな事業を進めるに当たっ

ては、より責任のある立場、責任のある答えを出すという立場の人間に素人を置く
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ということで、この事業がいろんな意味で問題を起こしてる大きな原因であろうか

というふうに思いますし、ただ、接種事業を進めるのを急ぐがあまり、先ほどまで

出てましたけど、きちっとした資格を持っている、あるいは能力を持っている、知

識を持っている、そういう人たちの意見がしっかりと反映されたマニュアルづくり、

うちの高取町のコロナワクチン接種事業を進めるということが、全くと申し上げま

す、できない状況でスタートしてしまったと言わざるを得ないというふうに思いま

す。これ今さらという話でございますけれども、今後もワクチン事業を高取は進め

ていかなければなりません。もうたちまち来年もう一回打たなければならないであ

ろうというふうに言われております。こんな中で、今の状況のままで、誰が、どこ

の町民が、安心して接種していただけるかということでございます。しっかりとや

っぱり知識を持った人間、能力を持った人間、そういう人たちがやっぱり責任ある

立場を、ものを言える当事者でなければならない・・・。 

○議長（新澤良文君） 質問ですか。 

○７番（森下 明君） そういうことで、今後そういう方向で展開するという思いは

おありでしょうか。 

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 今回のいろいろな事案で皆さんに本当に御迷惑かけました。

３回目、今度、多分年明けからスタートしていくと思います。今回のことを教訓に、

専門職、医療職の方を中心に頑張っていただく。それと、やっぱり役割分担やと思

います。やっぱり５，０００人を接種せないけませんので役割分担しながら、職員

ができるところ、また、派遣会社の職員さんができるところ、保健師さんができる

ところをしっかり役割分担をして、それと、マニュアルをしっかりお互いが確認し

ながら、ミスのないようにということで、お互いに注意喚起しながら、情報共有し

ながら努めていきたいというふうに思っております。以上でございます。  

○７番（森下 明君） 終わります。 

○議長（新澤良文君） ちょっといいですか。今、森下議員のほうからもあったんで

すけど、簡単に申し上げますと、マニュアル等々、簡単な事業やったとお考えやっ

たと思うんですよね。ファイザーのマニュアルをきちんと読んで、厚生労働省の指

導、今もう明らかになってる、検証した中でもそうじゃないですか、２度から８度

で温度管理して、データロガーもきちんと入れた中で温度管理する、再冷凍はしな

い、針刺し事故はすぐ感染症検査する、どこの自治体でも当たり前にやってること

を当たり前にしたらいいだけのことやと思います。これで、町長、今おっしゃいま
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したけども、人材がどうの、マニュアルがどうのと、こんな当たり前のことを、僕

が思うんやけども、こんなん責任感の問題と違いますか、町長をはじめ現場の者、

全ての者。例えば、石尾プロジェクトリーダーがプロジェクトチームの中で、僕は

コロナ感染症対策本部会議でも言わせていただきましたけども、家庭用冷蔵庫の温

度が安定していないっていうことが明らかになりました。７月１５日に買って、そ

の冷蔵庫が、データロガーで測って。じゃあ、この家庭用冷蔵庫を使わなければよ

かっただけのことで、この温度がきちんと安定してないということが７月１５日の

時点でわかって、７月１６日にこの家庭用冷蔵庫を使わなければいけないような状

況になった中で、温度が７月１５日に安定しなかったら使わなければよかったのに、

これ無理無理使うがために、そもそも温度管理をしなければいけないためのデータ

ロガーを、違う記録が残ってしまうから、不適切な記録が残ってしまうからという

ことで、データロガーを外して入れてしまった。こんなことじゃないですか、町長。

そもそも責任感の問題じゃないですか、町長をはじめ。これ中学生でもできますよ。

今、歯科医でもやってますよね、ワクチン接種。それなりの医療の資格の持った方

が注射はされるんやろうけど、このワクチンの管理、運搬、保存等々は、もう決め

られたことなんで、きちんと職員それぞれが責任感があれば、温度管理ができなか

ったら、それを使わんかったらいいだけのこと。針刺し事故が起こったら、すぐに

感染症検査をしたらいいだけのこと。そうじゃないですか、責任感の問題じゃない

ですか、町長。 

○証人（中川裕介君） 誠に申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 私のほうからは、同じ事案を二度と繰り返してほしくないと

いう観点から、先ほども保健師の方にお尋ねしたら、私は入ってないということだ

ったんですが、この９月２７日に開催されたワクチン接種事案に対する検査等の検

討会開催、町長、副町長、関係課長と保健師、ちょっと教えてください。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 関係課長は、桝井課長さん、石尾課長さん、芦高課長さんや

ったと思います。保健師さんは、医療的なことが必要でございますので、植山所長

にお越しいただきまして、いろいろまたアドバイスをいただこうというふうに思い

まして、来ていただいておりました。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 植山所長は、この会議に出席されたんですね。  
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○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） ９月２７日の会議に御出席いただきました。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 先ほど森下議員からもお話があったと思いますが、間もなく

３回目のワクチン接種ということがささやかれてる中で、先ほど町長が答弁されま

した、ワクチンの認識を持ったのは先週の１０月９日という、そのような体制でメ

ンバーをお聞きしたら、ほぼ同じメンバーの方、刷新さがないので、このような取

組で果たして、また三回目を安心して取り組んで、住民の皆さんがワクチンを打っ

ていただけるのかなという疑問が一つあってお聞きしました。答弁は後で結構です

が、あわせて、この検討内容で７項目あるんですけど、これから関連事項として、

ＧｏＴｏトラベルの再開ということもささやかれておりますね。そんな中で、陰性

証明を持っておられる方、もしくは二回ワクチン接種をされたという証明書を持っ

てパッケージの旅行を組まれて行かれるように、いろいろ報道されてます。そうい

うものを検討課題に入れといたほうがいいんじゃないですかね。ちょっと関連事項

ですねんけど、お聞きをします。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 御提言ありがとうございます。ちょっと今、即答できません

けども、いろいろ勉強させていただきたいと思います。ありがとうございます。  

○議長（新澤良文君） 森川副議長。 

○１番（森川彰久君） 終わります。 

○議長（新澤良文君） ほかに。松本議員。 

○４番（松本圭司君） それでは、ただいま森下議員の言われておった体制、これが

まずはなってない。それと、議長が言われた管理職の責任感のなさ、これもありま

す。それに、町長が最終的に判断をされるのに上がってくる書類、これにも私は問

題があったと。この２０日付の松本保健師さんが書かれた２ページ目にありますけ

ども、ワクチンの保存方法に関する相談についてというやつ、これでファイザーお

客様相談室、藤田様が、冷凍機能が保たれているので再冷凍には当たりませんとい

う報告、これが新型コロナプロジェクトのサブリーダー前田さんが報告してます。

その下に、保健センターの松本保健師、それと植山所長、これ印鑑ついてます。と

いうことは、前日に再冷凍に当たるので破棄しなさいという意見を出してる松本保

健師がこの書類に印鑑をついてます。こういう書類が出てきたら、私やったらＯＫ、

使おうかということになります。だから、こういう書類が、今になればもう再冷凍
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に当たるので使ったらあかんというのが、私もほぼ知識がなかったんで、つい最近

学習をいたしました。この書類は誰から説明を受けて、町長が使用許可を出しまし

たか。 

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） ちょっとあまり記憶なくて申し訳ない。実際は多分１８日、

また次の日、一方的に先ほど議長の御質問にございましたけど、そのときの判断が

間違っていたと。結果的には保健師さんの意見を考えるのが必要やったというふう

に思います。今の段階ではそうですけども、そのときは、そういうプロジェクトチ

ーム側のを採用してしまったと。ただ、私もそういうふうな知識がございませんで

した。先ほど言いましたように、マニュアルどおりにやってなかったら駄目という、

ほんまにそのことなんですけども、それをちゃんと自分自身もトップとしてちょっ

と勉強もしてなかったし、逆に言ったら、部下のほうからそういう御提言をいただ

けたら適切な判断ができたんじゃないかというふうに思っております。ただ、もう

みな言ってしまったら、もう終わったという、もう過ぎた話です。そのときにしっ

かり知識がなかった、当然私が悪いんでございます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 松本議員。 

○４番（松本圭司君） わかりました。最終的には全て町長が責任を取らなければい

けないと思いますが、やはり管理職についても、こういう責任感のない仕事をやっ

てるということで、ある程度のことはやっていかれたほうがいいかなと思います。

これは私の意見です。それとこういう書類には必ず日付を入れさせるようにしてく

ださい。以上です。 

○議長（新澤良文君） ほかに。谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 何点か、お伺いしたいと思います。  

 まず、ワクチン接種事業については、１月から保健センターのほうで準備されてる

ということで、先ほど町長おっしゃったわけでございますが、体制についてどのよ

うにお考えになって、体制づくりについて、どなたかに指示をされましたか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 当面といいますか、始まると、多分１２月末からやっていた

だいてるかもわかりませんけども、保健センターで、いつものインフルエンザとか、

いろいろなワクチンをここでやってくれてますんで、そこからということで考えて、

彼女らも一生懸命やってくれてたと思います。ただ、先ほど言いましたように、通

常の状態じゃないよ、ということがだんだんわかってまいりまして、そしたら本来、
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保健センターで、週に２回、２００人ずつぐらい接種しようという形で、それでは

到底足らんやろうと。地域交流スペースいくせいで１００人できたらと。多分おも

いっきりあれですねんけど、保健センターも手いっぱいやから、いくせいのほうは

何とか町のこっちの保健師さん、または総務課とか、その通常の事務屋さんでやっ

てもろたらということで、もう手いっぱいですって。そんな感じを、ちょっと誰か

ら聞いたんかわかりませんけど、何かそんなことを聞いたと思う。そしたら、忙し

いけど、手分けしていこうやと。先ほど松本保健師のほうから話してましたけど、

４月２３日にちょっと受付で混乱を起こしてしまって、これでは今度６４歳、次の

がありますんで。それと、６５歳の方は、ある程度もうそれでいこうということで

決めてましたし、御高齢の方は、場所を変えたり、またいろいろすると、かえって

混乱が起こるから、とにかく御高齢の方は頑張ってみんなでやろうということで、

保健センターと地域交流スペースいくせいでやらせてもろたと思います。  

 リベルテホールで使わせていただくということで、実際、催しとかいろいろ入って

たんですけども、そこの方に快く譲りますわということで使わせていただく形にな

りましたんで、あそこでやれば最高８００人のキャパで、実際は６７０～６８０人

を２回やったのが多かったと思いますねんけども、そういう形で進めさせていただ

いたということでございます。その中で、町の保健師も総動員、それと、実際に町

の先生方も総動員、看護師の方も総動員、手が足らんからもっと来てもろてくれと

いうふうな状態で進めさせていただいたというのが現状でございます。以上でござ

います。 

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 午前中の濱坂保健師の証言の中で、総括看護師を命ぜられた

ということを聞いたわけでございますが、辞令書、任命書等はございません。業務

内容、職務内容についても指示はございません。動員表をもらっただけです。とい

う発言がございまして、このことについて町長、どうお感じですか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 誠に勉強不足で申し訳ございません。その総括看護師さんの

職務、お叱り受けるかわかりませんけど、今回の証人喚問で初めて認識させ

て・・・、ひょっとしたら聞いてたんかわかりませんけど、あまりそういう業務と

いうことは認識しておりませんでした。申し訳ございません。当然、辞令も出して

なかったんじゃないかなと。辞令でも出してたら覚えてるんですけど、そういうこ

とでございます。 
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○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 今回のワクチン接種事業でございますが、万全の体制で開始

できたと町長はお考えですか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 先ほど申しました、本当に万全というのは、何ていうか、時

間に追われて、６５歳の方が終わられた次の週から、６４歳の方がスタートすると

いう段取りでございました。もう本当にばたばた状態で進ませていただいた。当然

その中で、こういうふうな不手際といいますか、不適切な事案が起こってるという

ことでございます。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） ほかの自治体では、民間業者を有効活用して、できるだけ極

力職員の負担を軽減しようという動きがあると聞いておりますが、高度な判断を伴

うことについては当然職員が行われなければならないわけでございますが、それ以

外はできる限り民間業者に委託することも選択肢の一つと思われますが、町長は、

できる限り職員も町民の方に寄り添うということで参加するように、ということが

あったと聞いておりますが、この点に関しては町長、いかがですか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） まず、委託業者の人材も、私の経験から、かなりばらつきが

あるというのが現状です。その中で、高取町の職員さんは、私は立派やと思ってい

ます。業務の都合もございますと思いますし、ただ、御高齢の方、やっぱりお知り

合いの方が来られると思うんです。やっぱり初めてのことで、少しでも顔見知りの

人がおって話でもできたら気分が少しでも休まるやろなと、そういうつもりで、な

るべく職員さんに出ていただいたらどうですかということで、それはお願いをし、

ただ、本来業務とか通常業務が最優先でございますんで。それと、あとはうまいこ

と仕事を組んでいただいて、一人に偏らないようにということで案内をさせていた

だきました。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） 最後の質問でございますが、三回目の接種が来年開始される

ということで報道等で言われておりますが、これにつきましては、町の信頼がなけ

れば町民の方も受けてもらえないと思いますが、今回の事案を踏まえまして、問題

点は何であって、今後これをどのように改善されようとされているのか、お考えを

お伺いします。 
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○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 今こういう形で調査をしていただいて、今までの課題、非常

に具体的にいろいろありますけども、その課題をまず、なぜこういう形になったの

か、それを潰していって、そのためにどういう形でリスクヘッジしていくのか、と

いうことを考えていきたいと思っております。当然、組織体制につきましても、や

はり医療職の方を中心で考えていくというのがメインかなと思っております。いろ

いろアドバイスいただければと思ってます。以上でございます。ちょっとまだ頭の

中が混乱してて、そういう状況にございません。申し訳ございません。  

○議長（新澤良文君） 谷本議員。 

○３番（谷本吉巳君） ありがとうございました。これで終わります。  

○議長（新澤良文君） 新澤議員。 

○８番（新澤明美君） これまで、ほかの議員もおっしゃってるんですけど、例えば

冷蔵庫の庫内の温度がどうだったかというので、大丈夫だったかなとか、動いてた

かなという、その程度のお答えしかない。実際に、何月何日何時に何度であったと

いう、そういう記録が全く残ってないんですよね。いろんな記録が出てきますけど、

そこには何も書かれていない。マニュアルについても何も出てないみたいな、辞令

も出てないという中で、きちんとした文書の管理、記録というものが、それがあま

りあり過ぎるとまた大変なんですけども、やっぱり最低限必要なものが全く整って

ない中で、余計に連携がされてない、受渡しもできてないという状況であると思い

ますので、ぜひそれは、私はしていただきたいと、こう思ってますので、その辺の

考え方と、今、コロナウイルス感染症の対策本部も行われておりますが、それの議

事録、記録というものがないようにも聞くわけですが、その辺の有無を含めまして、

当然それは作って、情報の共有ということも含めまして、議会に正しい情報をきち

んとそちら側の責任で出していただきたいと思っておりますが、その点も含めまし

て回答をお願いします。 

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 今回のいろいろな不適切な事案でございます。当然、それを

受けまして教訓とさせていただいて、先程、谷本議員のときにお答えさせてもらっ

たように、しっかりと、例えば記録一つ、そういう意識がまずない、そういうよう

なことをなくすように、先ほど言いました課題の一つ、それを潰していくという形

になると思います。それと、コロナの対策本部につきましては、議長、また、今回

は谷本委員長が入っていただいております。何ていいますか、議事録等、ちょっと
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私、今あるかどうか確認できないんで申し訳ないんですけども、そういうことも踏

まえまして、また相談させていただいたらと。実際入っていただいておりますので、

それでまた、そこはちょっと、今のところそういう形で考えていきたいと思ってお

ります。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） 新澤議員。 

○８番（新澤明美君） 以前も議長も知らないことでいろいろ話があったりとか、対

策の本部以外のところでいろんなことが話し合われてたりとか、ほんまに何がどこ

でどう動いてるかというその情報が一本化してない。だから、やっぱし情報の責任

を町長に持ってほしいんですよ。それをやっぱり共有をする。それがやっぱし間違

いを起こさない大事なとこだと思うんです。別に、だから議事録といっても一から

十まで全部書いてくださいという話じゃないんです。やっぱり必要なことをきちっ

と伝えるということで、責任持った文書を議会に出してほしいと、こういうことな

んで、ぜひそれはそういう方向でお願いしたいと思います。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 今、新澤議員の御質問、御要望の趣旨を十分理解させていた

だきました。ありがとうございます。  

○議長（新澤良文君） ほかにございますか。西川議員。  

○２番（西川侑壱君） 先ほどの森下議員の質問を受けてなんですけども、一つちょ

っと考え方を正しといていただきたい部分もあって、質問も含めてなんですけども、

町長、今、効率よくとか、一人でも、一分とは言ってないかもしれないですけど、

一日でも早く、多くの方に打ってもらうということを言っておられたんですけど、

医療業界では、効率とかスピードよりも、何よりもまず安全性というところは重視

しなければいけないと思うんですけども、その辺りの考え方はいかがですか。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） それは当然でございます。特に医療業界、例えば・・・・で

も一緒やと思うんです。まず安全・安心、ルール内でと。申し上げたんはそういう

つもりですけども、ただ、実際に来ていただいたときは、かなり余裕を持って人の

割り振りをしてますし、何か芋の子を洗うようなやり方でもございませんので、当

然、それはもう十分やっぱり住民さんの立場になって考えております。気持ち的に

そういうことをさせていただいてるということで御理解いただいたらと思います。  

○議長（新澤良文君） 西川議員。 

○２番（西川侑壱君） リベルテで接種するときに、先ほどトータルマックス８００
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ほど受けるっていう中で６００っていうのは、どの程度のラインが安全かというと

ころが僕はちょっとわからないんですけども、その辺りの判断というのを誤ると、

今回のような事例になってしまうと思うんで、次、三回目接種するときには、必ず

安全性というところを一番に重視していただきたいなというふうに思います。  

○議長（新澤良文君） 中川町長。 

○証人（中川裕介君） 十分心得て、肝に銘じてやらせていただきたいと思います。

以上でございます。 

○議長（新澤良文君） ほかにございませんか。  

          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） じゃあ、私のほうから、まず、今、住民の方から素朴な疑問

として上がってきていることをお尋ねいたします。今回、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎、感

染症についての検査結果、これが仮にＣ型肝炎に感染してる、エイズに感染してる

と、こんなんは別に行政として、あるいは厚生労働省なり国なり県なりの今までの

事例等々、過去の判例に準じてやっていく。行政としてはどういう責任を取らなき

ゃいけないかって、もうこんなん決まってますんで、うちだけ、高取町だけは、い

や、争うんや、というようなことは、そんなばかげたことはないと思うんですけど

も、住民の方が一番不安がってるのは、これだけいろんなことを隠してきたような

嘘つきばかりの行政の中で、例えばＣ型肝炎、Ｂ型肝炎の結果っていうのは、また

御本人さんたちの手元に来るんじゃなしに行政のほうで管理されるということなん

で、また隠蔽されるんじゃないかという、こういう心配をされてます。僕も今の高

取町やったらあり得る話やな、と思ってるんですけども、町長の認識は、このよう

な心配があるという、町民が心配されてることに関しまして、町長はどうお考えで

すか。中川町長。 

○証人（中川裕介君） 御心配、申し訳ございません。肝炎、ＨＩＶにつきましては、

御本人に送付、通知させていただきます。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎も、町じゃなしに個人さん宛て

に通知していただくということでよろしいですか。中川町長。  

○証人（中川裕介君） 一旦、町のほうへ検査データをいただいて、そのまま通知さ

せていただくというふうに考えております。  

○議長（新澤良文君） もう１点、例えばこの抗体検査の議論、新型コロナウイルス

感染症対策本部でも議論になったわけなんですけども、抗体のあるない等々、厚い

じゃない、高い低いになるんか、高い低いも含めまして、専門的なデータはあると
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思うんですけども、中には１，５００人の検査をした中で７人は抗体ができてなか

ったということも報告されております。その抗体の中で、高い低い、もし仮に再冷

凍あるいは不適切温度管理のワクチン、打たれてすぐならそれなりのデータも出て

きたと思うんですけども、２か月以上も経ってるんで、きちんとワクチンを打って

る人でもワクチン効果が薄くなってるっていう方がいらっしゃると思います。だか

ら何を申し上げたいかと申しますと、ワクチンの効果と申しますか、抗体が低い人

には軒並み三回目を打っていくのか、その辺の判断はどこで誰がどういうふうにさ

れるのか、抗体のこの検査結果についても個人に公表されるものなのか、あるいは

また役所のほうで内々でされるものなのか、お聞かせください。中川町長。  

○町長（中川裕介君）  原則、抗体検査の結果は本人に通知させていただきます。   

ただ、今おっしゃいました抗体の数ですけども、かなりばらつきがあるように聞い

ております。そこは一応基準値がございます。それを超えておれば抗体がついてる

というふうに、今、疫学的には、そういう判断をされております。実際に専門家の

先生にも相談しながら、そこら辺はどうしたらいいのか、それとか、例えば先例が

どういう形になってるのかということを勉強させていただきたいと。ちょっと今は

まだやってみないとわからないって、怒られますけども、そういう形で進めさせて

いただきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） これから後、ほかの自治体でも出てくるんかもしれませんけ

ども、今のところ、この再冷凍ワクチンにしろ、針刺し事故にしろ、自治体あるい

は市町村においては事故が発生してすぐに対応しております。ただ、本町において

は２か月以上経ってるわけで、感染症のデータ等々も、先ほど西川議員も言うてま

したけども、この感染症っていうのは、例えば問診票あるいはワクチン接種までの

間にね、Ｃ型肝炎、Ｂ型肝炎という治療あるいは薬っていうか、そういう処方箋と

申しますんか、そういう治療を受けている以外の人であってもＣ型肝炎、Ｂ型肝炎

に感染してしまっていたら、それ以前の人以外の人は全て補償しなきゃいけないと

いうことになってこようと思うんですよね。その辺は弁護士等々の判断になってく

るし、判例や慣例ということになってくるのかもしれませんけども、何を申したい

かといいますと、この二カ月ほったらかしにしたから、そういう弊害がたくさんあ

ります。すぐ処理あるいは公表を恐れずにやっていただければ、隠蔽せずに、その

辺も町民に対する処理というか、処置あるいは対応というのがきちっとできたと思

うんですけども、相当これもきちんと説明をしないといけないと思いますし、今、

抗体検査を受ける対象外の方、高取町でワクチンを接種した方、こんな方々からも
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声が聞こえているのは、あの人ら嘘ばっかり言うてるのに、私ら大丈夫なんって、

私らのワクチンほんまに大丈夫なん、私らも検査してよ、こんな声が聞こえており

ます。これは一部の方、不安な方、こういう方がいらっしゃいます。町長御自身も、

先週の土曜日まで、再冷凍は、納得といいますか、自分の中で覚悟というか、そこ

ができなかったっていう部分の中で、今後、先ほど町長、高取町の職員は立派でと

いうことをおっしゃってましたけども、立派な職員だって思うんであれば下からの

進言を聞いていただろうし、そんな立派かどうかっていうことはあれなんですけど

も、今後どうされるんですか。例えば抗体検査を希望される町民の方は、もちろん

高取町でコロナワクチンを接種された方なんですけども、こういう方に対しては抗

体検査をしてあげるという、こういった広い気持ちでおられますか。中川町長。  

○証人（中川裕介君） 今の御質問ですけども、該当、今のとこ私、考えてますのは、

７月１１日、８月１日、７月２１日、あと７月２５日、２８日と、あと、地域交流、

町内医療機関で、ということについて、抗体検査を、また、感染症検査をさせてい

ただきたいというふうに思っております。  

○議長（新澤良文君） じゃあ、後からもし出てきた場合は、またそのときに考える

と。一回目の町長のこの百条議会、百条調査権の発動による議会においては、僕は、

そのときにも申し上げました。町長、この時点で認めはって、素早い、町民に対し

て、いち早くの対応をされたらどうですかっていうことを、議事録を読んでいただ

いたらわかると思うんですけども、全てこれは公開しますんであれなんですけども、

そのときに町長がおっしゃいました。今出てる事実において対応していきますって

いう部分で、そのときの事実っていうのは、７月１１日の針刺し事故だけの案件で

ございました。その後で再冷凍っていうのも町長の中で先週の土曜日に納得あるい

は覚悟ができたっていうこと、その後はマスコミ等々の新聞もそうですし新聞報道

を受けてということですし、その後は、いくせい、あるいはたかとりっていうこと

で、まずは、ばれるたんびに認めるんじゃなしに、疑義のあることは対応、対策あ

るいは、疑義っていうのは行政としたらもう調査対象なんで、そんなことは僕みた

いな頭の悪い人間、学歴の低い人間が言うんじゃなしに、町長は、立派な大学も出

られ、県庁でもお勤めになってる中で、それなりの認識、知識もおありだろうと思

うんで、そういうふうな判断をされると思うんですけども、もう一度、町長、私か

ら質問ばっかりしてって、ほかの議員さんに怒られるかもわかりませんけども、お

願いということでしておきたいのは、もう一度職員の人に、このワクチン接種につ

いては、ほかに何もなかったんかということを執行部から下に降ろしていただいて、
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些細なことであっても疑義のあるようなことがあれば、もうこちら側からめくって

いくんじゃなしに、そちら側から報告していただくというような形でやっていただ

きたいなと思いますんで、その辺、もう一度ちょっと、そちらはそちらで調査して

いただきたいなと思います。中川町長。  

○証人（中川裕介君） 今、議長の御発言、肝に銘じて、先にしっかり調査させてい

ただきます。また、そのときには御報告させていただくと。今の段階では、ちょっ

と私は何も聞いておりませんのでお答えしようがないんですけども、そういう形で

確認をやっぱりしっかりさせていただきたいと思っております。以上でございます。  

○議長（新澤良文君） ほかに何かございませんか。  

          〔「なし」の声起こる〕 

○議長（新澤良文君） ないようでございましたら、これで中川町長の尋問を終了い

たします。中川町長、お疲れ様でございました。 

○証人（中川裕介君） ありがとうございました。  

○議長（新澤良文君） ここで、ちょっと１０分間だけ休憩させてもらって、今後の

日程等々を話し合いたいんで、よろしくお願いします。  

           午後 ４時３５分 散会 

   


